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「アチチチッ！　っと、ほらほらパンの追加上がったぞ！　盛り付けバンバンやっちゃって！　あとキャビアの方は足りてるか!?　誰かバックヤードの在庫確認！」

　修羅場と化した夕暮れ時の厨ちゆう房ぼうに、威勢のいい料理長の指示が飛ぶ。毎日毎晩のこととはいえ、今日も本当に目が回るほどの忙いそがしさだよ。

　いや……忙しいのは当然か。何故なぜならここは『ヴァルハラキッチン』。世界一大きな食堂の、世界一大きな調理場なんだから。




　──人間たちが暮らす世界の、遠い遠い空の彼方かなた。そこには『アースガルド』と呼ばれる、この上なく広大な平原が存在する。偉大なる神々が住まう、天上の世界だ。

　その平原の片かた隅すみ、世せ界かい樹じゆレーラズに程近い場所には巨大な黄金が横たわっている。荘重かつ絢けん爛らんな神の御舎みあらか──黄おう金ごん宮きゆう『グラズヘイム』。それこそが、横たわる黄金の正体だ。

　ボクは今、縁あってその宮中にお仕えしている。自分でも未いまだに信じられないよ。だってボクみたいな雑ざつ輩ぱいが神聖を極めたこの場所で……主神オーディンさまのお膝ひざ元もとで働かせて頂けるなんて光栄なこと、もう夢か幻まぼろしとしか。と言っても、ボクが実際に働いている職場は『グラズヘイム』の中にある五番目の館、『ヴァルハラ』なんだけれど。




「お、この音は……」

　その時、遠くから低い笛の音が響ひびいてくる。死せる英雄たちの、今日の演習終了を告げる音だ。この角つの笛ぶえの歌声が聞こえたからには、ボクらキッチン組も調理完了を目指して最後の仕上げに入らなきゃならない。

「っよし！　オードブルはこれで完成だ！　スープの方ももう出来てるな!?　主菜の付け合わせとグラニテの準備は!?」

「サラダの準備までできてます！　あとはデザートと、ヘイズの蜜酒ミード待ちです！」

　料理長の渋い声が厨ちゆう房ぼうを駆け抜け、ボクがすかさず答える。大食堂では食器を並べ終えた他のコックがサムズアップを送り、目と耳で晩ばん餐さんの進しん捗ちよく状況を確認した料理長は満足げに頷うなずいてボクに向き直った。

「うん、いい感じだ。さてセイ君。ここから先はいつものように、君が主人公だ。我が『ヴァルハラキッチン』のメーンディッシュを手掛ける事ができるのは、君しかいない」

　料理長の青い瞳ひとみが、強い信頼を込めてボクを見つめる。

　そう……料理長が言うように、この調理場でメーンを飾れるのはこのボクだけだ。他の人なんかには絶対に務まらない。何たってこの仕事は、アース神族を統すべる最高神オーディンさまから直々に任命されたんだから。

「……はい、料理長。大丈夫……心の準備は、もうできてます」

「本当に？　もう何度も言うようだけど、無理だけはしちゃいけないよ？　時間ならまだ余裕があるからね」

　余裕という二文字を聞いて、ボクの決心がグラグラと揺らぎだす。心配してくれるのは嬉うれしい、けど……この緊張は受け止めてたら耐えられない。受け流すんだ、勢いで。

「平気です、やれます。今日もよろしくお願いします……料理長」

　昨日も。一昨日も。ずっと繰り返してきたルーチンワーク。明日も。明後日も。ずっと積み重ねていくライフワーク。本当にさ、震ふるえがくるほど名誉な仕事だ、誇りに思うよ。

「……分かった。じゃあ調理を始めよう。セイ君、手を洗って」

「はい」

「顔も洗って」

「はい」

「足も洗って」

「はい」

「体も洗って」

「はい」

「アソコは特に念入りに」

「もちろんです」

「よし、じゃあ入って」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ、あぁもうどーにでもなれぇっ!!」

　ピョンと跳んだら、もう後には戻れない。

　父さん──母さん。ボクはこの『ヴァルハラキッチン』で、今日も必死に働いています。




　…………食材として。




「ぎゃああああっ！　あっぢいいぃぃぃぃいいぃぃぃぃいぃぃぃぃッッッッ!!」

　ボクの断だん末まつ魔まの叫びを封じ込めるように。

　煮えたぎる鍋の蓋ふたが、今日もゆっくりと閉ざされた。
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　お日さまが沈み、お月さまが空の主役に取って代わる少し前。ボクは何事もなかったかのように『ヴァルハラキッチン』へと舞まい戻った。

「お、セイ君お疲れ様。どうだった？　今日の湯加減は」

「ぶぅ、手心を加えましたね料理長。気持ちは嬉うれしいですけど、あぁいう中途半端な熱さは逆に困りますよ、なかなか死に切れなくてむしろ苦しいじゃないですか」

「ありゃ、そいつは面めん目ぼくない。肉の旨うま味みを壊こわさないよう加減しつつ、それでいて君自身もポックリ逝いけるような……そういう絶妙な湯加減を目指したつもりなんだが。いやはや、まだまだ研究が足りないようだな、ハッハッハ！」

「ハッハッハ！　って笑い事じゃないんですよ!?」

「いーや笑えるはずだ。もう一回さっきの台詞せりふよく考えてみろ。君がポックリ逝ける、つまり……ポークがポックリ。ポークがポッ、くくくっうひゃひゃ！　もう最高！　だろ!?」

「ボク、ポークじゃなくてイノシシなんですけど……」

　うん、まぁこれ以上は相手にしないでおこう。でなきゃ鍋の熱湯が恋しくなるぐらい寒くなりそうだ。

　上機嫌な料理長を無視してボクはカマドの上の鍋を見上げる。蒸気でカタカタとタップを踏ふむ鍋なべ蓋ぶたのリズムと、その隙すき間まから漏もれ出る肉の香ばしい匂いがボクの食欲をそそった。

「って、なに自分の匂いでヨダレ垂らしてんだボクは！」

　無理もないけど無理がある。だってアレは、鍋の中でグツグツ煮られているあの肉は、少し前に死んでしまったボクなんだから。ん？　あれ待った、いや合ってる、合ってるか。何だかちょっと混乱しそうになったけど、つまりはそういうことなんだ。

　このボク、煤すすけイノシシことセーフリームニルには、生まれついての不思議な特性がある。その特性とは、不死……というとちょっと誤解があるかな。人並みに死にはするけど、その後平然と生き返る……そんな特性。しかもただ生き返るんじゃなくて、生前の全ての記憶と経験を引き継いだ新しい体になって遺い体たいの近くに出現する。オーディンさまにこの能力のことを初めてご説明した時は大変に驚かれて、〝グルヴェイグを思い出させる〟と仰おつしやられていたっけ。

　それがちょこっとだけ気になって、前に実家の文ぶん献けんで軽く調べたことがあるんだけど……それによると彼女、グルヴェイグは黄金の女神と呼ばれたヴァン神族で、死んでしまっても何度でも生き返るというとんでもない力を持っていたんだとか。

　でもさ、それってつまり何度も死んだってことだよね？　一体どういう経けい緯いでそうなっちゃったのか知らないけど、毎晩料理にされて死ぬ運命のボクとしてはちょっと他人事とは思えない。そんなシンパシーから、ボクは自分の蘇そ生せい能力を勝手に〝グルヴェイグ〟と呼ぶことにしている。

　そんなボクがこのキッチンで働けることになったのは、そもそもこの力のお陰。でもそれだけじゃまだ足りない。何故ならボクの〝グルヴェイグ〟を発動させるにはある条件があって、生き返れるのは一日一回と決まっている。そこで重要になってくるのが、今もボクをグツグツ煮立てているあの鍋だ。

　実はあの鍋はボクの持ち物で、〝エルドフリームニル〟という銘めいが付いた特別製。必要な材料を入れて煮立てておくと、月の出とともに自動で料理を作ってしまうという何とも便利な機能が付いている。

　でもあの鍋の本当の凄すごさはそこじゃない。なんとあの鍋には、月が出ている間に限り中身が一切減らなくなるという不思議な魔ま法ほうが掛けられているんだ。つまりあの鍋の中身は夜が明けるまでずっと食べ放題状態ってわけ。

　本来なら体の分量的に数人分のご飯にしかなれないボクだけど、あの鍋さえあれば何人前だろうと対応可能。そこに〝グルヴェイグ〟の力が加われば、毎日の晩ばん餐さんがなんとボク一頭で賄まかなえてしまうんだ。

　ボクが『ヴァルハラ』に来るまでは、毎晩何十頭という家か畜ちくが命を散らしてきたという。それを考えればボクはまさしく無限の食材。『ヴァルハラ』の食しよく糧りよう事情は全て、ボクの肩ロースにかかっていると言っても過言ではない！　……と思う。

「ところでセイ君、今日の調子はどうだい？　悪いなら部屋に戻っていいし、大丈夫そうなら軽く手伝ってもらうけど」

「あ、もちろん大丈夫です、働きます。デザートの盛り付けが途中でしたから、続きをパパッとやっちゃいますよ」

「あーいいよいいよ、続きは他の奴やつに引き継がせる。君にはその……ヘイズ君の様子を見に行ってほしいんだ。ミードがまだ届かなくてね」

「あぁ、なるほど。任されました、急いで行ってきます」

　病み上がり、もとい死に上がりのボクに課せられた使命は、この晩ばん餐さんのもう一つの主役を確保することだった。

　料理とは別に、宴うたげの席には絶対に欠かせない物がある。それは飲み物、つまりお酒だ。とりわけこの宴に出されるお酒は〝レーラズミード〟、世界樹の蜜みつと謳うたわれる世界一美味おいしい蜜酒なんだ。どれくらい美味しいかというと……そうだなぁ、それまでは神酒ネクタールしか口にしなかった神界一グルメなオーディンさまでさえ、新たにご愛飲なされるようになった、それくらいかな。

　それほどに凄すごいお酒だけど、実はそのお酒はネクタールのように長い時間を掛けて醸じよう造ぞうされているわけじゃない。たった一人の年とし端はもいかない女の子が、湧わき水のごとく常に生成し続けているんだ。あ、一人っていう表現は半分間違いか。この『アースガルド』ではボクを含めた一部の動物はルーンの力で人の姿になれるけど、ボクが本来イノシシであるように、彼女もまた動物としての正体がある。彼女……ヘイズルーンは、もともとヤギの姿をしている。

　っと、そうこうしているうちに彼女の仕事部屋に到着だ。

　コンコン、ガチャ。

「やぁヘイズ。レーラズミードの調子はどうわぁぁああっっ!?」

「ぅん？　だれー？　あ、セーたんか。……なにしてるの？」

「そそそそりゃこっちのセリフだよっ！　なぜに全裸!?　いやそれ以前になぜ人の姿!?」

「？　ヘイズもなれるよ？　ニンゲン」

「知ってるけどそうじゃなくて！　色々と問題あるでしょ？　だって……レーラズミードはその、キミの……おっ、おぉっ、おっぱいから、出るものなんだから」

[image: ]

　ヤギの乳から搾しぼられる、謎の白い液体。それがレーラズミード。ボクが前に見にきた時は、ちゃんとヤギの姿で桶おけに乳を集めていたのに……人の姿でやられると、なぜかひどく卑ひ猥わいな行為に感じる。イノシシのくせにボクが人間目線すぎるせいか？

「このすがたでオチチしぼるの、なにかもんだいあった？」

「いやいや問題しかないでしょ！　だってまず画的にエロい……のはまぁいいんだけど……ゴホン！　ほら、たとえば搾さく乳にゆうの効率とか？」

「あー……たしかにニンゲンじょうたいだとオチチのでがわるくなって、すこしこうりつがおちるかも。でもヘイズ、さいきんはずっとこっちのすがたでやってるよ」

「えぇっ!?　初耳だよそんなの！　どうしてそうなっちゃったの？」

「ザコのおっちゃんたちが、そのほうがおいしいからって。キブンてきに」

「ザコって、エインヘリヤルたちが？　そう言ったの？　あ、アイツらぁぁぁぁ！　ダメだよヘイズ、あの人たちの言うことなんかホイホイ聞いちゃ！」

「あと、オーディンさまがぜひそうしろって」

「あのエロジジイ!!」

　あっ、しまった、この場におられないからってボクはなんて暴言を。オーディンさま申し訳ありません……。

「と、とにかく！　今後はそういういやらしいのはダメ！　気分的に！」

「またキブンてき？」

　ワケが分からないよ、と肩をすくめて溜ため息をつくヘイズ。ワケなんか分からなくたっていい、だって人じん化かした彼女の姿は淡いピンクのロングヘアがよく似合う幼女なんだ。しかも巨乳。分かる？　彼女、いわゆるロリ巨乳なんだよ。ただ立ってるだけでも犯罪的なのに、裏でこんなことしてるなんて知れたら変態どもに捕まって終身刑に処されてしまう可能性大。ボクのような真まっ当とうな紳しん士しがしっかり護まもってあげなくちゃ。

「ありがとうセーたん、しんぱいしてくれて」

「フッ、当然のことだよ。ほら、ボクってば見て分かる通り紳士だからさ」

「うん。だからね、セーたんにはおれいにレーラズミードのしぼりたてをのませてあげるよ」

「えっいいの!?　やったぁ、ボクもレーラズミードは味見程度に飲んだことはあるけど、その一いち番ばん搾しぼりが飲めるなんて滅めつ多たにないことだよ」

「よかったね。はいどうぞ」

　そう言うと、ヘイズは体長60センチしかない小柄なボクに合わせて膝ひざ立だちになり、目の前に胸を差し出す。

「……えっ、これをどうしろと？」

「ちょくせつのむ。いちどオケにおとしたオチチはオケのふうみがまじるんだって。だから、これがさいこうののみかただってオーディンさまが」

「あのドエロクソジジイ!!」

　あっ、しまったボクとしたことがまたしても暴言を……。どうかお許し下さいオーディンさま、多分あなたを二度と敬うことはないであろう、このボクを。







　至高至善の宝酒レーラズミードを無事に手に入れたボクは、その足で桶おけを調理場まで運んだ。

「おっ、お疲れー、ってセイ君運んできたのかい!?　あのねぇ、僕は様子を見てきてくれと頼んだだけであって、運ぶのはまた別の奴やつにやらせたのに」

「大丈夫ですってば、最近は死ぬのにも少し慣れてきましたから」

「大丈夫じゃなくなってる証拠だよその発言。まぁやる気があるのは買うけどね……。じゃ、ミードの方はこれでオーケーと……そうだ、ヘイズ君はどうしてた？　手こずってた理由は？　そう言えばここ最近はいつも搾さく乳にゆうが遅れてるよなぁ」

「あぁそれは……その、気分的な問題、でしょうか。明日からは元に戻ると思いますよ」

「そうかい？　だったら別にいいんだが……ん？　クンクン、おいセイ君、君なんだかミード臭くないか？　ひょっとして、途中でペロっちゃった？」

「いぃぃいやまさかそんな！　大事なレーラズミードですよ？　桶から失敬なんて、そんなことボクがするわけないじゃないですか！」

　その通り、するわけない。これは神に誓ちかって真実だ。ただ……オーディンさまのことはもう少しだけ敬ってあげててもいいかな……ヒック。

「そんなことより料理長、料理の方は」

「ん？　よいしょっと、これで見えるかい？　ご覧の通り配はい膳ぜんまで全部済んでるよ。あとはエインヘリヤル様がたを迎えて、このレーラズミードで乾杯するだけさ」

「ナイフとフォーク、綺き麗れいに並んでますね」

「そりゃね。何たって今日は趣しゆ向こうを変えて西方のフルコースって奴やつを真似まねてみたんだ。ま、脳ミソまで筋肉モリモリの勇者様がたにはお上品すぎて分からないかもしれないがねぇ」

　確かに、いつものバイキング形式に比べると今日のは不評そうではある。でもさ、料理人には無性に凝こりたくなる日がたまにあるんだよ。……まぁボクはまだ見習いだけど。

「っと、言ってる間においでなすった。ほらセイ君、憧あこがれのブリュンヒルデ様に会いに行かなくていいのかい？　お話しするならチャンスは今しかないぞ？」

「は、はぁ!?　ボクからお会いできるわけないじゃないですか！」

「まだ言ってるのかい。あの方ならそんな事気にしないって。ほらほら早くしないと酌しやくが始まっちゃうぞぉ？」

「まったく……行けばいいんでしょ行けば」

　ホレホレ、とお尻を押してくる料理長をウンザリ顔で睨にらみつけながら、ボクは調理場の隣となりにある配はい膳ぜん室しつに歩いていく。そこには、さっきボクが台車で運んできたミードの桶おけを囲むようにして立つ九人の女の子たちがいた。

　彼女たちは、戦いくさ乙女おとめヴァルキューレ。人間界に降り立って戦場を飛び回り、死した英雄の魂たましいをここ『ヴァルハラ』へ導くことが主な仕事だ。オーディンさまの命めい次第では、直々に戦場に立ち英雄の運命を操作する……要するに、死んでほしい英雄の敵側についてそれを討うつ──そんなブラックな任務もあったりするらしい。

　極めて危険で重要な役割をこなす彼女たちだけど、夜は夜でまた別の役目が与えられる。その役目とは、エインヘリヤルたちの酌をすることだ。

　エインヘリヤルっていうのは、ヴァルキューレさまたちが集めてきた死せる英雄たちのこと。彼らは一人一人が優れた武芸の才を持ち、人間同士の争いの中で数々の武ぶ勲くんを打ち立ててきた。それだけに……彼らの多くはひどく高こう慢まんだ。『ヴァルハラ』に招かれたという事実がその自惚うぬぼれを助長させ、今ではこともあろうにヴァルキューレさまを下女扱いするヤツまでいる。

「まったく……そもそもお前らを選定してやったのは誰だって話だよ。この宴うたげのもてなしだって、みんなの善意でやり出したことなのにさ」

　つい不満が声になって口から零こぼれ出る。その瞬しゆん間かん、ボクの不満を耳ざとく聞きつけたヴァルキューレさまたちが一斉に身構えた。

「誰ですかっ!?」

　誰よりも早く凜りんとした声を発したのは、青せい藍らん色しよくの鎧よろい兜かぶとを身に付けた女の子。ヴァルキューレ九姉妹の長女ブリュンヒルデさまだ。あぁ……今日も麗うるわしゅうございます、愛いとしのブリュンヒルデさま。ってバカッ、早くお答えしないと！

「おぉぉお待ち下さい！　ボクですっ、セーフリームニルですっ！」

「セー……？　あ、セイさんでしたか。ごめんなさい、驚かせちゃいましたね」

　曲くせ者ものの正体がボクだと分かると、ブリュンヒルデさまは抜きかけた腰の剣を鞘さやに戻して優しい笑顔を浮かべた。他のみんなも気が抜けたように表情を和やわらげ、安あん堵どの溜ため息をつく。

「もう酌しやくの準備ですか？」

　誰にともなく尋たずねてみる。本当ならブリュンヒルデさま個人に話しかけたいけど、こう人目が多いとそうもいかない。

「ま、そんなところじゃ。はぁ～、いつもの事とはいえ面倒臭い事この上ないのぅ……」

　尋ねるボクに答えてくれたのは姉妹の六女・ヘルムヴィーゲさま。褐かつ色しよくの鎧よろい兜かぶとにセミロングの紫髪が特徴の、背の小さな女の子だ。彼女は九姉妹の中でも一番子供っぽい見た目をしてるんだけど、なぜかお年寄りみたいな話し方をする。それだけならまだしも、この見た目で姉妹中最も力持ちだっていうんだからなおさら驚きだ。

「それはそうとセイ、なんか今日の宴うたげはいつもと趣しゆ向こうが違うらしいじゃない。一体どういう風の吹き回しよ？」

　そう言ってジト目でボクを睨にらみ付けてくる女の子は、姉妹の七女・ジークルーネさま。漆しつ黒こくの鎧兜に身を包み、金色のツインテールと切れ長の目が印象的な子だ。あんまり話す機会がないんだけど、この子がステレオタイプのツンデレだってことはボクにもすぐに分かった。

「吹き回しと言われても……う～ん、風向きは料理長が決めたことなので何とも。ただ、今日はコース料理というものをお出しすることになるのでいつもより忙しくなるかもです。なので今日は微力ながらボクも酌をお手伝いさせていただきます」

「はぁ？　別に手伝いなんて必要ないわ。アンタはちゃんと今日のお役目を果たしてるんだから、余計な事考えてないで大人しくしてなさいよ」

「そうですか？　すみません、何だか気を遣つかわせちゃったみたいで」

「!?　なっななな何でそーなるのよ!?　遣ってないし別に！　ただアンタは地味に凄すごい大役を任されてるから、ひょっとしたら疲れてるかも……じゃなくてっ！　いや、そう！　疲れてるのに無理されたら逆に足手まといよね？　だから言ってるの！　べ、別に心配してる訳じゃないんだからね、ホントに！」

　真っ赤になって捲まくし立て、さっさとミードを酌用の容器に移し替え始めるジークルーネさま。うん、やっぱり見事にツンデレだよこの人は。

　何はともあれ宴の開始までもう間もなくだ。手伝いを拒否された以上、このままここに留まっていても仕方ない。邪じや魔まになったらいけないしここは大人しく退散しよう──と、踵きびすを返したその時。

「あっ、セイさんちょっと待って下さい」

　ボクの背に、制止を求める声が投げかけられた。声の主は他でもない、憧あこがれのブリュンヒルデさまだ。

「な、何でしょうか？」

　ドキドキしながら振り返る。すると傍そばまで駆け寄ってきたブリュンヒルデさまはボクに合わせて腰を屈かがめ、頰ほおを赤らめながら耳元で囁ささやいた。

「あの……えっと……。今夜ってその、空あいてますか……？」

「もちろんガラ空きですっ！」

　へいへいマジかよ、夜のお誘いだぜ！　やっっ、たあぁぁぁぁッッ!!

　もしかしたら、ひょっとしたら！　いつかこんなお誘いをされる日が来るかもしれない──そう思って毎日繰り返し練習してた返答だ、それをついに……言える日が来たんだなぁ！

「ほ、ほんとに空いてるんですか？　何だか即答でしたけど」

「空いてます！　仮に空いてなくても空けてみせます！　たとえ今夜オーディンさまに緊急召集されたとしても！」

「それは応じなきゃ駄だ目めですよ？　絶対」

「アッ、ハイ」

　真面目だなぁ……でもそこが彼女のいいところだよ。

「ふふっ、それじゃあセイさん。今夜この宴うたげが終わったら、私の部屋に来てくれますか？」

「ブリュンヒルデさまのお部屋にですか？」

　というと……ぬぉぉ、こ、これはとんでもないことになってしまったぞ。まさかこのボクがあの聖域、女神の館『ヴィーンゴールヴ』に招かれるなんて！

「部屋の場所とか、詳しい話は私の愛馬のグラーネに伝えておくので彼に尋たずねて下さい。それでは、また後ほど」

　そう言ってブリュンヒルデさまはボクの頭を一ひと撫なですると立ち上がり、姉妹たちの方へと戻っていく。酌しやく用ようの器を九女のロスヴァイセさまから受け取り、最後にまたボクに向かって小さく手を振ってから、ブリュンヒルデさまは大食堂に出て行った。

「いやぁ……いやいやいや、これはもう大変なことになったな……フフフフ」

　驚きと興奮のせいか、足下がおぼつかない。フラフラと調理場に戻ってきたボクを見て、料理長はなぜか心配顔だ。

「ど、どうしたセイ君。ひょっとして玉砕したのかい？　当たって砕けちゃったのかい？」

「なに言ってるんですか料理長！　ボクは満面の笑みですよ！」

「イノシシの表情なんか分かんねぇよ！　けどそうか、笑ってるんならいい事があったんだよな？　よしよし、ホラ見ろセイ君、背中押されて良かっただろー？」

「えぇ、全くもってその通りですね！　ありがとうございました料理長、もし料理長が背中を押して欲しい時は遠えん慮りよなく言って下さい。ボクがグイっと押しますから」

「お、そうかい？　じゃあ今度お願いしようかなぁ。実は最近体中凝こっちゃってさぁ、誰かマッサージしてくれる人探してたんだよね」

「そういう意味で言ったんじゃないですよ……まぁ押しますけど」

　恩返しができるなら、もう何でもいいや。とにもかくにも、これにてボクらキッチン組の仕事は終了だ。ボクはしばらくの間ヴァルキューレさま方の可か憐れんな仕事ぶりを遠目に堪たん能のうすると、ブリュンヒルデさまとの約束の時間まで自室で休むことにした。

　慣れてきたとはいえ、やっぱり一度死んで生き返るのはさすがに少し疲れるし、ね。







　そして数時間後──夜が深まった頃合を見計らって、ボクは寝床から体を起こす。ずっと続いていた宴うたげの喧けん騒そうは、ボクがちょっと仮眠をとっている間にすっかり治まっていた。

「今の時刻って……お、そろそろ満月の刻か」

　部屋の窓から夜空を見上げると、『アースガルド』では時計代わりのお月さまはもう少しで満月になるところ。この時刻ならブリュンヒルデさまもお部屋に戻られている頃だろう。

　人間界『ミッドガルド』出身の料理長に聞いて知ったことなんだけど……ここ『アースガルド』から見る月は、どうも料理長からすると特殊であるらしい。一ヶ月かけて形を変える『ミッドガルド』の月に対して、『アースガルド』の月は一晩の間にその形を一周させる。

　人間界でいうところの午後六時には日没を迎え、それまで新月だったお月さまは月の神マーニさまの手によって空に昇り、月の満ち欠けが始まる。三日月、上じよう弦げんの半月、満月へと変わり、下弦の半月、逆三日月、そしてまた新月になり姿を消すと、今度は太陽の女神ソールさまがお運びになるお日さまと入れ替わる。それが大体、午前六時。

　規則正しいサイクルで繰り返される昼と夜。それが、季節の概念がないこの世界の日常だ。

「よし！　じゃあ行くか！」

　まだまだ生き返りたての新鮮なボクには、出発前の身だしなみチェックは必要ない。というか、一人じゃブラッシングもできないしね。

　部屋を出たボクが向かったのは、『ヴァルハラ』に隣りん接せつする世せ界かい樹じゆレーラズ。本来の目的地は『ヴィーンゴールヴ』だけど、そこに徒歩で向かうのはあまりに無む謀ぼうだからだ。

　何しろこの『ヴァルハラ』がまず広い。ボクが一生懸命走っても、外周を一回りするには大体二時間くらい掛かってしまう。それでも頑張って『ヴァルハラ』を出たとして、そこはまだ大宮殿『グラズヘイム』の敷地内。そして目的の『ヴィーンゴールヴ』は『グラズヘイム』の外にあるというね……。多分、ボクの足だと一晩中歩いたって辿たどり着かないだろう。大きくて立派なのはいいことだけど、ここまで規模が大きすぎると逆に不ふ便べん極まりない。

　でも、その不便を一発で解消するのがこのレーラズだ。正確にはレーラズの幹にポッカリと口を開けた、〝虚うろ〟なんだけど。

　世界樹の虚の中は、七色に輝かがやく光で満たされている。これは〝虹にじの虚〟と呼ばれるもので、人間界と神界をつなぐ虹の橋〝ビフレスト〟の縮小版といったところ。つまり、この光の中にダイブすれば神界の各場所に任意でワープすることができるんだ。

　ただし……この虚うろによるワープは片道切符。帰りは当然徒歩になるから利用は自己責任だということを忘れてはならない。

「いいさ、パッと行けるならそれで充分。今夜はお泊りになるかもしれないしね……ぐふふ」

　っと、邪よこしまな考えを浮かべるのはここまでだ。行きたい場所の名前をしっかりと思い浮かべ、ボクは虹にじの虚へと飛び込んだ。

「！　……？　おおっ、着いた！　初めて使ってみたけど、ちゃんと来れたよ！」

　一いつ瞬しゆんの眩まぶしさに閉じた目を開いた時、ボクの目の前にはあの『グラズヘイム』よりもさらに神々しい黄金の宮殿が鎮ちん座ざしていた。『グラズヘイム』に初めて訪れたときに横目で見た、この宮殿……これこそ女神たちが住まう秘密の花園、『ヴィーンゴールヴ』だ。

「こ、こ、この中に……ブリュンヒルデさまが……いやそれだけじゃない、他のヴァルキューレ姉妹全員、それどころか超アイドル神フレイヤさまがあんなことやこんなことを……！」

　本来であれば男子禁制のサンクチュアリ、不可侵の絶対領域。そこに踏ふみ込む優越感と背徳感がボクを襲おそう。はぁ、はぁ、耐えろセーフリームニル、ボクの紳しん士し魂だましいを見せる時だ。落ち着いて、まずは深呼吸──っ、そ、そんなバカな!?　まだ建物の外なのにほんのりいい匂いがするだと!?　くっ、鎮しずまれボクのハートビート、いいか行くぞ？　抜き足差し足しのび、

「おいお前、そこで何してる！」

「アーーーーッ!?　ごめんなさいごめんなさいつい出来心でぇぇぇぇっ!!」

「はぁ？　ん、お前、煤すすけ色のイノシシ……そうか、あんたが〝セイさん〟だな」

「えっ……ボクのこと知ってるの？」

「あぁ良く聞いてるぜ。我が主あるじ、ブリュンヒルデ様からな」

　思いもよらない名前が飛び出し、ボクは驚きに見開いた目で彼を見つめる。灰色の体に黄金のたてがみ、力強さとしなやかさが同居する長い四本足。そうか、ピンときた。彼こそが……。

「グラーネくん……？」

「く、くん付けかよ。まぁ構わねぇけどさ」

　照れ臭そうにソッポを向くグラーネくん。世界最高の呼び声高い名馬スレイプニルを父に持つ、ブリュンヒルデさまの愛馬。そんな凄すごい馬が今、ボクの目の前にいるなんて……。

「おいセイさんよ、今夜は主様に会いに来たんだろ？　部屋まで案内してやるから惚ほうけてないでついてこい」

「あ、ありがとう、助かるよ」

　さっさと前を行くグラーネくんを、ボクは小走りに追走する。一歩一歩のストロークが違うから、ついていくのも結構必死だ。

「そう言えば、グラーネくんはボクがあそこにいるってよく気が付いたね」

「あ？　そりゃ気付くだろ。入り口のまん前だぞ」

「そうだけど、でも足音は完璧に消してたよ？　それこそ暗殺者さながらに」

「足音はな。だがあれだけ息荒げてたらもう暗殺者じゃねぇ、変質者だ」

　何てこった、そりゃ気付くはずだよ。あぁ、ボクに紳しん士し魂だましいなんてなかったんだ……。

「どんな曲くせ者ものが来たのかと一いつ瞬しゆん本気で身構えちまったぜ？　今度からは鼻息にも気を付けるんだな。……そら、着いたぜセイさん。ここが主あるじ様さまの部屋だ」

「ありがとうグラーネくん。……あのさ……ボクのことなんか、別に呼び捨てでいいんだよ？」

「……嫌だってんなら改めるが……主様がそう呼ぶから、ついな」

「あ、別に嫌なんかじゃないよ。それで呼びやすいならそれでいいんだ」

「なら好きに呼ばせてもらう。だがいいか？　セイさんよ。主様は俺に癖くせがついちまうくらいあんたの話を聞かせてくるんだ。それがどういう意味か分かるか？」

「？　ううん、さっぱり」

「あのな……要するに気に入られてんだよ、お前。ったく、軽くジェラシーだぜ」

「あ、それはよく褒ほめられるよ、キミはジューシーだねって」

「ジェラシーだっつの！　それにそれは褒め言葉としておかしい！　……とにかくな、俺が言いたいのは主様の信頼を裏切るような真似はするなよって事だ。頼むぜ？」

　諭さとすように語るグラーネくんの眼まな差ざしは、真剣そのものだった。覚悟と誠意を問うその眼差しを真まっ直すぐに見つめ返し、ボクは真しん摯しに答えを返す。

「もしもこんなボクに──信頼なんていう身に余るものが寄せられているなら。ボクは裏切る前に死を選ぶ。なんて……毎晩のように死ぬ安い命だけどね」

「ふ……いい目をしてやがる。最初はただの変態かと思ったが、主様がお前のどこに惹ひかれたのか、何となく分かった気がするぜ」

「あ、やっぱり分かっちゃう？　この滲にじみ出る紳士魂がボクの魅み力りよくの秘密なんだよね」

「はぁ、やっぱ気のせいだったか……？　ま、その明あけ透すけなまでの単純さは買うけどな。お前の魅力は紳士魂なんかじゃなくて、毎晩のように命を捧ささげられるその勇気だよ。誰も真似できないぐらいとびきりの、な」

　穏おだやかな声で言い残し、グラーネくんはクールに立ち去る。よかった……ボクはブリュンヒルデさまの愛馬に合格点をもらえたらしい。何て誇らしい気分だろう。『ヴィーンゴールヴ』を目まの当たりにして浮ついていた心が、今ではすっかり平静を取り戻していた。

　今ならきっとある。ボクにも……紳士魂が。いや、さっきまでは無かったかもしれないけど芽生えたんだよ今まさに！　きっとそう！

　コンコン。

「ブリュンヒルデさま、遅くなってしまい申し訳ありません、セーフリームニルです」

「あっ、セイさん？　ちょっと待っていて下さい」

　扉越しに足音が近付き、ゆっくりと扉が開かれる。扉の隙すき間まから姿を現したのは、青せい藍らんの鎧よろい兜かぶとを脱ぎ捨て淡い金の長髪をなびかせる大天使──。生まれたままの姿に純白のバスローブだけを羽は織おったブリュンヒルデさまだった。

「ようこそ『ヴィーンゴールヴ』へ。さぁどうぞ、遠えん慮りよせず中に入って下さい」

「……」

　部屋に招かれ、ボクは生まれ立ての小鹿のような足取りで中に入る。あぁダメだ、帰ってきてよボクの紳しん士し魂だましい。滲にじみ出しすぎて全部抜け出ていっちゃったの？

「ブ、ブリュンヒルデさまにおかれましては、今宵こよいはバスローブ一枚でご機嫌麗うるわしゅう」

「？　あ、この格好……ちょっとはしたなかったですね。今ちょうどシャワーを浴び終えたところで、セイさんをお待たせしては悪いと思ってついこのまま……」

「お、お気き遣づかいありがとうございます。ボクのためにバスローブ一枚なんですね？」

「え？　は、はい、セイさんのためにバスローブ一枚です……あ、あれ？　そう言うと何だかヘンな意味に聞こえるような……」

　遅ればせながら羞しゆう恥ち心しんに火が付き始めたのか、ブリュンヒルデさまの頰ほおが赤くなる。

「そ、それよりセイさん、今日はわざわざ予定を空あけて下さりありがとうございます」

「いえそんな、胸元開いてます……じゃなくてっ！　元々空いてましたから！　と、ところで今日はどういったご用向きでしょうか？」

「……。用がないと、呼んじゃ駄目ですか……？」

　ブリュンヒルデさまが悲しげに呟つぶやき、薄紫の双そう眸ぼうがうるうると揺れる。しまった、ボクとしたことが会話の構成を誤ったか！

「滅めつ相そうもない！　用があってもなくてもご自由にお声掛け下さい、ブリュンヒルデさまのお傍そばにいられることはボクの最高の喜びなんですから」

「そんな事言うと、本当に毎日呼んじゃいますよ？　だってセイさんは……」

　そこで一いつ旦たん言葉を区切り、ブリュンヒルデさまはボクの体に覆おおい被さるように抱きついてくる。そしてそのままボクの背中に顔を埋めると思いがけないことを口にした。

「あぁやっぱり、セイさんの体って何だかフルーツみたいに甘い香りがしますね。リンゴみたいな、ブドウみたいな」

「ええっ、そんな匂いしてますか？」

　自分では気付かなかったなぁ……何だろう、ここのところ毎日死んで新品の体になってるからか？　それともレーラズミードを飲み始めたせい？　もしくは女の子にモテたくて適度な運動を始めたから？　いや、そもそも生まれつきの体質だったり……。何にせよ、ボクの肉がエインヘリヤルたちにやたら好評なのは、その体質が原因なのかもしれないな。

「はぁ[image: ～][image: ～]、目一杯堪たん能のうしました……。あの、また嗅かぎたくなったら頼んでもいいですか？」

「もちろんです。ボクも目一杯堪能できましたから」

「？　何をです？」

「それはまぁ……ハハハ、どうかお気になさらず」

　あの間、ボクの顔面がブリュンヒルデさまのおっぱいに埋もれていたことは絶対に秘密だ。

「ところでブリュンヒルデさま、今回ボクを誘って下さったのは匂いを嗅かぎたかったからでしょうか？　それくらいだったらもう毎日でも喜んで、いやむしろボクからお願いしたい」

「いえ、違います」

「あ、そうですか……」

　邪よこしまな願望を無む垢くな笑顔で否定され、思わずガックリと項垂うなだれるボク。声のトーンもテンションも下がってしまったボクを見て、ブリュンヒルデさまは慌あわてたように顔の前で手を振った。

「あっ、あぁぁのっ、違いますっ、いえ違うという事もないんですけど今回お呼びしたのは他に理由がありまして……その、前に料理長のアンドさんから聞いたんですが……セイさんは人間の姿になれるって本当ですか？」

「え、あ、はい本当です。マンナズのルーンを使って」

「マンナズ！　セイさん凄すごいです、やっぱりルーン魔ま術じゆつが使えるんですね！」

「いやぁ～ははは、マンナズだけ、ですけどね」

「それでも充分に凄いですよ。あの……実はですね、今日セイさんをお呼び立てしたのはある相談があったからなんです」

　そう言って、改めて居住まいを正すブリュンヒルデさま。つられてボクも姿勢を正し、緊張を表に出さないようにしつつ相談内容に耳を傾かたむけた。

「相談というのはですね、私の妹、次女のゲルヒルデの事なんです」

「あぁ、ゲルヒルデさまというとあの高たか飛び車しや、っではなく！　た、立ち振ふる舞まいに気品が漂う槍やり使つかいのお嬢様ですね!?」

　しまった！　自分の失言に気付いて咄とつ嗟さに言い繕つくろってみたけどもう遅い。ボクの素直すぎる感想を受けたブリュンヒルデさまはジト目になってボクを睨にらんできた。

「むぅ……セイさん酷ひどいです。私の可愛い妹をそんな風に思っていたんですね？」

「あうっ！　そそそれは違っ、違うんですそれは……っ、ごめんなさいでしたぁっ!!」

　ボクは全身を使って謝罪の意を表現する。あぁ、いつも四つん這ばいの体がもどかしい！　これじゃ折角の土下座がただの伏せにしか見えないじゃないか！

　ボクは恐る恐る視線を上げる。するとどういうわけか、ボクを見下ろすブリュンヒルデさまはすっかり顔を綻ほころばせて可笑おかしそうに笑っていた。

　ひょっとして……からかわれた!?　でも許せる！　ブリュンヒルデさまのジト目最高だったし！

「ふふっ、すみません、何だかつい意地悪したくなっちゃって」

「イジワル大歓迎……ゲフンゲフン！　いえ、ボクがゲルヒルデさまを侮ぶ辱じよくしてしまったことには変わりありませんので」

「別にいいんですよ？　あの子が高飛車なのは本当の事ですから。……あの子は武芸の腕前は達者なんですが、その分ルーンの技量に欠けていまして。なのに今度の任務では白鳥に変へん化げをしなければいけないらしくて困っている……という話を四女のヴァルトラウテから聞いたんです。あの子も私に直接相談してくれればいいんですけど、はぁ……私って何故かあの子に敵視されてるんですよねぇ」

　遠い目をして深い溜ため息をつくブリュンヒルデさま。物もの憂うげな表情も悪くないけど、やっぱり女の子には笑顔でいて欲しいなぁ。

「敵視……ではないと思いますよ、多分」

「そ、そうなんでしょうか？」

　ボクは『ヴァルハラ』に来てまだまだ日が浅い方だけど、それでも彼女の様子を遠目に見てると分かるんだ。彼女のソレは敵視だとかそんなドス黒いものじゃなくて……そう、言うなればライバル視。

　いつでも手が届きそうでいて、あと一歩のところで絶対に届かない、常に先を行く存在。そんな自分の姉を素直に尊敬できなくて、ついついキツい態度をとってしまうんだ。

　ゲルヒルデさまがブリュンヒルデさまに頼ろうとしないのは多分……その背中に追いつきたいからじゃなくて、ずっと追い続けていたいからなんじゃないのかな。

　なんて、知った風なことをドヤ顔で言ってみる。さすがに勝手が過ぎたかなと後悔しかけたけど、ブリュンヒルデさまはちょっとだけ安心したように笑ってくれた。

「ありがとうございますセイさん、お陰で気持ちが楽になりました。でも、セイさんの言う通りだとしたらやっぱりあの子は私の言う事を聞いてくれないんでしょうね。だからこそ、お願いがあります。セイさん、私に代わってあの子に変化のルーンを教えてあげてくれませんか？」

「ボ、ボクがですか？　でも確か、七女のジークルーネさまも相当なルーンの使い手でしたよね？　なんでもルーンの知識だけならあのオーディンさまに勝るとも劣おとらないとか。ボクなんかよりも彼女にお願いしてみては？」

「う～ん……そう思って前にお願いしてみたんですけど、あっさり断られてしまいました」

「な、なぜ？」

「『姉妹一だと唯一誇れるあたしの取とり柄えを人にホイホイ伝授できる訳ないじゃないっ！』って」

「器うつわちっさ！」

　安心していいですよジークルーネさま。あなたは多分、心の狭さも姉妹一だ。それが誇れるかどうかは別問題だけど……。

「分かりました、僭せん越えつながらこのボクがお引き受けしましょう」

「！　ありがとうございますっ！　あ、あの、私からの頼まれ事だという話は……」

「もちろん伏せておきますよ。じゃないとボクの指導も聞いてくれなくなりそうですし」

「ふふふっ、本当に困った妹で申し訳ありません」

　上品な笑みを浮かべ、ブリュンヒルデさまはもう一度頭を下げる。本当に丁てい寧ねいな人だな……そんな風に恐縮されちゃうと、逆に居心地が悪くなるよ。ボクなんか、足あし蹴げにするくらいが丁度いいんだから。いや……むしろ足蹴にして欲しい。お願いしてみるか？　こっちだって依頼を引き受けたんだ、お礼になにか一つくらい要求してもバチは当たらないんじゃ……。

「ところで……」

「は、はいっ!?　いや今のはほんの冗談でして、決してお礼が欲しいなんて浅ましいことは」

「え？　いえ、そうではなくて、もう一つお願いしてもいいかな～と思ったんですけど」

　きょとんとしてボクを見つめるブリュンヒルデさま。何だ、変な考えが声に出ちゃってたのかと一いつ瞬しゆん焦ったよ。

「いいですよ。ブリュンヒルデさまからのお願いなら、一つと言わずいくらでも」

「わぁ、セイさんって本当に優しい方ですね。ではあの……マンナズのルーンなんですが、今ちょっと見せてもらう事ってできますか？」

「えぇ、お安いご用です」

　愛いとしの女の子から期待に満ちた目を向けられて、応こたえない道理はない。ボクはここぞとばかりにありったけの気合を込めて、得意の変へん化げ魔ま術じゆつを披ひ露ろうする。

「《ユミルの頭ず蓋がいに敬拝を。その軀むくろには接せつ吻ぷんを。我ここに、全知を暴き神かむさびせし事の許きよを請こい願う。千変万化に色を変え、邂かい逅こう、離別、調和と孤独を象かたどり示せ！　フサルク第二十のルーン──マンナズ！》」

　内なる魔力が一いつ瞬しゆんの閃せん光こうとなり、部屋全体を食らい尽くす。一呼吸の後に光が収まった時、ボクの目の前には目を丸くして震ふるえるブリュンヒルデさまがいた。

　この反応……どうやらボクのルーンは無事に発動したみたいだな。ボクは一応確認のため、服のポケットにあらかじめ忍ばせてある手鏡を取り出して姿をチェックする。

　イノシシ時の体毛と同じ煤すすけ色の髪、まだ幼さが残る十五歳前後の顔、質素で飾り気のないシャツとズボン……うん完璧、いつも通りの人間の姿だ。

「どうですかブリュンヒルデさま。ボクのマンナズはこんな感じで……ってアレ？」

「はっ、え……な、いや……」

　な、何だろう？　ブリュンヒルデさまの様子がおかしい。バスローブをぎゅっと押さえて縮こまって……顔なんか耳まで真っ赤だ。

「あの、大丈夫ですか？」

「み、見ないで下さいっ！　あ、すみませ……でも……」
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　え、なにこれ、ブリュンヒルデさま一体どうしちゃったんだろう？　今まで気にしてなかったけど、ボクの人じん化かって何かおかしいのかな？

　ボクは手鏡でもう一度自分をチェック。寝ね癖ぐせなし、目ヤニなし、鼻毛も飛び出したりなんてしてないし、歯に青ノリも付いてない。どこからどう見ても完璧、まさに紳しん士し魂だましいを体現させたような紳しん士しっぷりじゃないか……あ、もしかしてこのナルシストがダメなのか!?

「えと……よく分からないですけどすみません、今日のところはこれで失礼した方がいいでしょうか？」

「そう……ですね。ご、ごめんなさい……本当にでも、な、何だか、凄すごく恥ずかしくて……」

「あわわっ、いやボクのことは構わないのでどうかご無理はなさらず！　……お休みなさい！」

　ガチャ！　バタン！

　ふぃ～……ホントにどうしちゃったんだろうブリュンヒルデさま。今にも煙が出そうなくらいに真っ赤になって……。

　まさかアレかな？　人じん化かしたボクがめっちゃ好みで、バスローブ姿の自分が急に恥ずかしくなっちゃったとか。……んなわけないか……。

「お？　セイさんだよな？　人の姿になんかなってどうした？　もう帰りか？」

　どこかで様子を窺うかがっていたのか、退室したボクの前にすぐさまグラーネくんがやってきた。

「そうみたい。今夜はお泊りかもと思ってたんだけど、残念だなぁ」

「そいつはご愁しゆう傷しようさん。さて、帰るんだろ？　乗ってけよ。ヴァルハラまで送ってやる」

「えっ、いいの!?」

「まぁ……。友達……だからな」

「っ！」

　グラーネくんが、友、達……？　え、ボクなんかに、友達？　本当に？

　噓うそみたいだ、夢みたいだ！　友達なんて初めてできた！　そりゃ実家の森にいた頃は出会いすらなかったかもしれないけど、それでも……『ヴァルハラ』にきて今日まで、こんな言葉を掛けてもらったことなんて一度もなかった。

　ブリュンヒルデさまに憧あこがれて森を出て、でも結局のところボクはただの食材で、来る日も来る日も死ぬ毎日。その覚悟は決めてきたつもりだったけど、やっぱり辛つらい。なにかホッとする幸せがあったとしても、その幸せを一発で帳消しにするぐらい、死は辛いことなんだ。

　でも確信できる。今日は間違いなく人生最良の日だよ。『ヴァルハラ』に来て本当に良かったな……。

「グラーネくん、ボク嬉うれしいよ」

「……あぁ」

「ホントだよ？　キミとはいつか……友達以上の関係になりたいなって、思ってる」

「……えっ!?　いやっ、それはちょっと……」

　そう──友達以上の……親友にね。

　よ～し、何だかやる気が湧わいてきたぞ。明日からゲルヒルデさまのルーン指導、気合入れて頑張らなきゃ！

　って……よく考えたらそれって結構重要な任務だよね……？　そんな大役がボクなんかに務まるのか、急に心配になってきた。

　けど、やるしかない。それが……ボクにしかできないことなら、全力で。
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　月の神・マーニさまが御者を務める月の入った箱馬車が、遥はるか西の空の果てへと消え去ろうとしていた。

　神界における盈えい虚きよのサイクルに則のつとって、それまで優しく夜を照らしていたお月さまは空くう際さい近くで新月となり、『アースガルド』を完全な暗黒が支配する。昼と夜との変わり目にだけ訪れる、一片の光もない刹せつ那な──でもそれは、すぐさま昇るお日さまの赤によっていつものように彩られた。

「ふぁぁ……ソールさま、本日もおはよーございまひゅ……」

　声なき産うぶ声ごえを上げる世界に寝ぼけ眼まなこで挨あい拶さつし、ボクは寝床からノソノソと起床する。

　今更だけど、ソールさまは毎日毎日本当に早起きだなぁ。まぁ太陽をお運びになる女神さまが寝坊なんかしちゃったら、それはそれで大おお事ごとだけどね。

　というか……そもそも太陽の箱馬車を引く馬の名前が、確かアールヴァク──早起きって意味だから、二重の意味で寝坊はできない訳だけど。

　ボクには別に早起きする義務もないし、特に昨夜は寝るのが遅かったからベッドの温もりがまだまだ恋しい。でも甘えるなセーフリームニル、今朝も起きるったら起きるんだ。

「よぉぉ～し行くぞ、今日も早朝ジョギングだ！」

　強引にテンションを引き上げ、体を揺すって眠気を振り払いながら部屋を出る。起き抜けに広大な『ヴァルハラ』の館をグルリと一周──それがこの『グラズヘイム』にお仕えするようになってからの、ボクの日課だった。

　どうしてこんなことをやり始めたかって言うと、それはもう単純明快。ボクが〝食材〟としてこの地に招かれたことは最初から分かってたからね、どうせ食べられるんなら美味おいしく食べてもらいたい……そのためには、もう少しくらい肉を引き締めた方がいいと思ったからだ。今のままだと脂し肪ぼうばっかりで霜しも降ふり肉とはほど遠いし、目指せ肉質五等級だよ。

　あぁ、ボクはなんて捕食者思いの家畜なんだろう。美味しくなるために自主トレなんて並大抵のイノシシにはできないだろうね。しかもこうすることで男も磨みがける。もっともっと逞たくましくなって、いつかヴァルキューレさまがたからチヤホヤされて……。

「『きゃーっ！　セイさまっ、なんて逞しいモモ肉なの！』　『フッ、味見してみるかい？』　『ううん、むしろ私たちを味見してっ！』　……ぐへへへなんつってなんつってぇ！」

　と、邪よこしまな本音が殊勝な建前をズタズタに粉砕したところでジョギングコースもそろそろ終しゆう盤ばん、ボクは最後の力を振り絞ってラストスパートをかける。

　が、その時だった。

「なん……だと……？」

　一体いつから──ボクは一人でジョギングしていると錯さつ覚かくしていた？

　スパートをかけたボクを一いつ瞬しゆんにして抜き去る、超高速の金きん塊かい。いや、金塊なんかじゃない、不思議だらけの『アースガルド』でもさすがに金塊は走らない。だったら今のは……。

　そう思った時、金塊は地面に蹄ひづめを立てて派手に砂さ塵じんを巻き上げながら急停止。砂塵が晴れると同時に追いついたボクを待ち受けていたのは、全身を黄金の体毛で着飾ったイノシシだった。

「イノシシ……？　『ヴァルハラ』にボク以外のイノシシがいたの？」

　ボクよりも数段大きい、人一人が乗っても悠々と走れそうな体は惚ほれ惚ぼれするくらいの筋肉質。その体長よりさらに長い二本の牙きばが天を貫かんとばかりに伸び、雄お々おしさを際立たせる。これは……はっきり言ってボクの、いや、全イノシシにとって理想の体格だ。こんなイケメンイノシシが何故こんな時間のこんなところに？

「……遅い……」

「え？」

　黄金のイノシシが若い男の声で何かを呟つぶやく。見れば分かるけど、さすがに女の子じゃないか。

「遅すぎるな貴様！　世界最速である我わが輩はいからすれば、貴様には足りんものが幾つもある！」

「な、何だよ藪やぶから棒に。一体ボクの何が足りないって言うのさ？」

「フン、よく聞け。貴様に足りないものは……それは！　気合い・根性・体力・精神力・呼吸法・フォーム・リズム感！　そして何よりも──速さが足りない!!　まさか今ので全力か？　いや……違うな。あれだけ遅いとなるとそうか、なるほど……さては貴様、擬ぎ態たいの練習でもしていたのだろう？」

「ぎ、擬態……？」

　な、何だこのイノシシ。曲がりなりにもボクの全力疾走が、周囲の風景に溶け込む練習に見えたって言うの？　ヒドいっ！　それはあまりにも！　……これはいかに温厚なボクでもニコニコしてられないね。

「あれっ？　よく気が付いたね。キミが言う通りボクは擬態の練習をしてたんだ」

「何ッ!?　ジョギングをしていたのではないのか!?」

「ジョギングしてたに決まってるだろ！　何だよ擬態の練習じゃないって分かってたんじゃないか！　何で噓うそついたの？　噓つきは泥棒の始まりだって習わなかった？」

「め、面めん目ぼくない……」

「ホントだよ全く。今回は見逃すけど、二度とこんなつまらない噓はつかないでね。じゃ」

「はい、すみませんでした────ってオイッ!!　何故我わが輩はいが怒られているのだ！」

　立ち去ろうとしたボクの前にズザッと回り込んで息を荒げる金ピカくん。あ、もう我に返られたか。というか、一いつ瞬しゆんでも言いくるめられるなんて存外ピュアなんだな……。

「えっと……ところでキミは誰なのかな？　初めましてのはずだよね」

「そうだな、貴様とは初対面だ。しかし！　礼儀知らずに名乗る名などない！　他人に名を尋たずねる時はまず自分から名乗る……そう習わなかったのか？」

「あ、じゃあ別にいいです」

「ままま待ってくれたまえっ！　我輩の名は〝グリンブルスティ〟……くくく、どうかな？　この偉大なる名に聞き覚えがあるだろう」

「ま、まさか……！　ドヴェルグ謹きん製せい、宝具六大傑けつ作さくの一つで」

「ハッハッハ！　みなまで言うな」

「うん、分かった」

「えっ!?　あの、できれば最後まで賛美して欲しいのだが」

「みなまで言うなって言ったじゃん！」

「すまん、流れ的につい言ってみたくなって」

「ノリで会話しないでくれます？」

「め、面目ない……」

　はぁ……ボクに色々足りないとか言っといて、何だか面目ばっかり足りてないなぁこのイノシシ。こんな面倒なのがあのグリンブルスティだって言うの？

「グリンブルスティ。鍛冶かじ職人の種族ドヴェルグが作った六つの傑作の一つ、黄金に輝くイノシシ……だったよね？　豊ほう穣じようの神フレイさまの所有物で、陸上・空中・水中の全てを誰よりも速く走れるとか」

「如何いかにもそうだ。イノシシにおいて……否いな！　神を除く全生物において頂点に立つ男。それが我わが輩はいグリンブルスティなのだ！」

「ヘェー、スゴイナー。タマゲタナー、カッコイイナー」

「どうした？　言葉に心が籠こもっていないぞ。あれだけ仔し細さいに我輩の説明をしてくれたというのに、我輩のファンではなかったのか？」

「いやそんな全然ファンとかじゃないから！　家でたまたま六大傑けつ作さくについて調べたことがあるだけだから！」

「何だそうなのか。因ちなみに訊きくが、貴様が特に心惹ひかれた六大傑作は？」

「ん～、そうだなぁ。スリーズルグタンニとか、もう最高にロックだよね」

「それは我輩の別名だな」

「あれぇーーっ!?」

　何てこった、ボクとしたことがドヤ顔で熱烈ファンアピールしちゃったよ！　これじゃむしろファンを通り越して信者だよ！　うぅ……昔のボクのバカ野郎、暇人なら暇人らしくもっと真面目に勉強しとけばこんなことには……！

「どしたのルスティ、こんなトコで。ん？　あ、この子って例の……」

　ボクが後悔に歯は嚙がみしていると、今度は背後から聞き慣れない女の子の声がした。驚いて振り返ったそこには、白銀色に輝かがやく体毛が眩まぶしいイノシシの姿が。何で？　ここに来て『ヴァルハラ』のイノシシ率が急上昇だよ。

「プルプル震ふるえてどしたのおチビちゃん。にゃふっふ、ルスティにイジメられたか～？」

　この白銀の子……グリンブルスティの知り合いみたいだけど、一応ボクを気にかけてくれてるみたいだ。でも、イノシシを見かけだけで判断するのは頂けないな。

「おチビちゃんはやめて下さい。ボクはこれでも……〝人ニン〟！」

　ピカッ、とボクはマンナズのルーンを発動させる。

「これでも人間でいうところの十五歳くらいなんですから」

「……へぇ～。そりゃ悪かったよ、謝らないといけないねぇ。でもまぁ、」

　ピカッ、と白銀の子も姿を変える。これはマンナズのルーン!?　まさか……。

「あたいは人間でいうところの十八歳。実際？　キミよりすこーしだけお姉ちゃんなんですけどねー！　にゃっははは！」

　ポンポン、とボクの頭に手を乗せて豪快に笑う白銀の子。く、くそ～、年齢だけじゃなくて身長もボクより少し高い！　……完敗だ。

「参りましたお姉さま。どうぞ、ボクを足あし蹴げになさって下さい」

「い、いやいやあたいにそんな趣しゆ味みないし。けど素直なトコは気に入ったかな～？　にゃふん、おチビちゃんのお名前は？」

「セーフリームニルです」

「セーなんとかね。じゃ、これからはセイって呼ぶことにするからさ。ちなみにあたいの名前は〝ヒルディスヴィーニ〟、気軽にヒルディって呼んで。あとコレ重要！　あたい相手に畏かしこまるの禁止！　堅苦しいのは苦手でさ～、さっきはお姉ちゃんぶったけど、これからはタメ口でシクヨロ！」

　言って、ニカッとハツラツとした笑顔で手を差し出してくるヒルディスヴィーニことヒルディ。うん、第一印象はちょっとあれだったけど、こうして話してみればサバサバしたいい子じゃないか。

　人じん化か後の見た目も悪くない。銀の長髪を上に折り曲げ後頭部で留めた髪型は、正面から見ると毛先が猫耳のように見えて可愛らしい。布面積の少ない衣装から覗のぞく小麦色に焼けた肌は活発的かつ健康的だ。同じイノシシ族だし、もしブリュンヒルデさまにお会いできていなかったら好きになっていたかもしれないね。

「こちらこそよろしく、ヒルディ。そっちのグリンブルスティもよろしくね」

「わ、我わが輩はいは……ま、まぁ、同族のよしみでよろしくしてやらん事もない。しかし！　我輩は貴様を気安く愛称で呼ぶつもりも呼ばせるつもりもないぞ！　セーフリームニル！」

　そう叫ぶと同時にグリンブルスティもルーンで人化、ビシッと人差し指を突きつけてくる。へぇ～、グリンブルスティは逆立った金の短髪に、遮しや光こう眼鏡を掛けた姿になるのか。

　父さんや母さん、ヘイズもそうだったけど……同じマンナズのルーンで人間に変へん化げしてもみんなそれぞれ個性的な外見になるんだな。もし人間に生まれていたならこう、っていうイメージが勝手に適用されるのかも。うん、やっぱりルーン魔ま術じゆつは奥が深いや。

「ところで二人は『ヴァルハラ』で暮らしてるわけじゃないよね？　ボクも『ヴァルハラ』に来て一ヶ月くらい経たつけど初めて会ったし。どこから来たの？」

　ボクはずっと気になっていた質問を投げかけてみる。すると二人は一いつ瞬しゆんだけ顔を見合わせ、まずはグリンブルスティが一歩前に出て答えた。

「どこから……という問いには少々答え辛づらい。我輩がフレイ様と共にあるのは知っての通りだが、スキーズブラズニルを手に入れてからのフレイ様は一ひと所ところに留まらないからな」

「スキ……ブラ？　え、も、もしかしてエッチな話題？」

「馬鹿だろ貴様ッ!!　スキーズブラズニル！　我輩と同じドヴェルグ六大傑けつ作さくの一つ、伸縮自在の魔法の船だ！　ゴホン……ともあれそれさえあれば世界中の空がフレイ様の庭となる。故に──どこから来たかと問われたら、空からとしか言えんな。ただ、つい最近まで居たのは妖よう精せいの国『アールヴヘイム』の空だ」

「へぇ～、妖精の国。何でそんなところから『ヴァルハラ』へ？」

「うむ……実は『アールヴヘイム』へ行ったのも任務の一環でな。ドヴェルグの鍛冶かじ師しヴェルンドから、かねてより修復を依頼していた〝勝利の剣〟を受け取りに行っていたのだ。その剣は『神々の黄昏ラグナロク』を制する鍵となる重要な宝具だけに、無事に入手できた事をオーディン様にご報告するため『グラズヘイム』を訪れたという訳だ」

「『ラグナロク』を制する剣……」

『ラグナロク』──その昔、オーディンさまの伯父おじでもある知恵の巨人・ミーミルさまが予言したと言われる、世界の終末。それが一体どういったものなのか、具体的な形は語られていないものの……一般的には神々の敵対者である〝霜の巨人ヨトウン〟たちの反乱を指すものだと解釈されている。

　オーディンさまがエインヘリヤルたちを集め出したのもやがて来る『ラグナロク』に備えてのことなんだけど、まさかその鍵となる宝具が存在するなんて……。

「お手柄じゃないかグリンブルスティ！　じゃあこれで世界は安あん泰たいなんだよね？」

「ハッハッハ！　そうだとも！　勝利の剣が一振りあれば神々の栄光は揺るがない。よって目め障ざわりなエインヘリヤル共もめでたくお払い箱という訳だ」

　言って、グリンブルスティは豪快に鼻を鳴らしてみせる。え……エインヘリヤルがお払い箱？　それってつまり……エインヘリヤルのご飯になりに来たボクもお払い箱ってこと!?

「なんて余計なことをしてくれたんだよこのバカイノシシ!!」

「ヘブッ!?　な、何だどうした？　何故我わが輩はいが殴られねばならんのだ？」

　頰ほおを押さえてへたりこみ、フルフルと震ふるえながら疑問符を浮かべるグリンブルスティ。その一方、飛んでいった遮しや光こう眼鏡をヒルディが拾い上げ、苦笑いを浮かべてボクの肩を叩たたいた。

「まぁまぁ抑えて抑えて。ルスティも悪気があった訳じゃないんだしさ。それにご報告した時のオーディン様の反応からして、エインヘリヤルを今すぐクビにする事はなさそうだったよ」

「ほ、ほんと？　はぁ……だったらいいんだけど。あ、ところでヒルディはどうして『ヴァルハラ』に？」

「あ～、あたいはホラ、フレイヤ様のお使い。愛いとしの兄上様が久方振りに『アースガルド』に戻ったって聞いたフレイヤ様がさ、どうしても会いに行きたいって言うから乗っけてピューンって一っ走り。そのついでっちゃーなんだけど、『ヴァルハラ』に新入りのイノシシがいるって噂うわさを聞いてたからルスティと一緒に様子を見に来たって訳。チミの事ぢゃよぉ～？」

　ツンとボクの鼻を突いて拾った遮光眼鏡を掛けるヒルディ。な、なるほど……それで二人揃そろって『ヴァルハラ』にいるわけか。

　……待てよ？　今の話から察するに……フレイヤさまがこの近くに来てるってこと!?

「ち、ちなみにフレイヤさまは今どちらに……？」

「え？　あぁ、フレイヤ様なら今はアレよ、オーディン様のお屋敷の『ヴァーラスキャルヴ』に……あ、違った。後ろだ」

「後ろ？　後ろってどこ？」

「後ろは後ろじゃん。ほれ、回れ～右っ」

　なぜか素早く遮しや光こう眼鏡を外すヒルディの号令を受け、ボクは咄とつ嗟さにそれを実行に移す。百八十度ターンを決めたボクの視界に映り込んだのは、明るいブラウンのストレートヘアを背に流し、レーラズの若葉のごとく鮮やかな緑のドレスを纏まとったうら若き女神さま。兄・フレイさまと同じ豊ほう穣じように加え、美と愛をも司つかさどるクイーンオブアイドル・フレイヤさまだった。

「はひっ!?　ふひっ、はふっ、はふっ」

「あれれ？　ちょ、貴方大丈夫？」

　あまりの衝しよう撃げきに呼吸困難に陥おちいってしまったボクに駆け寄り、優しく背中をさすって下さるフレイヤさま。ああぁぁ感動だ感動だっ、今すぐ十回死んでもいい！

「ボボボボクなら大丈夫ですのでっ！　それ以上はお手が穢けがれます！」

「そんなことないけど……あ、ねぇルディちゃん、ひょっとしてこの子が噂うわさの？」

「えぇ、その通りですフレイヤ様。彼が噂の生き返るイノシシ、セー……セー……えっとその、仕事仲間からはセイと呼ばれているらしいですよ」

　うわ、ヒルディってばボクのフルネーム覚えてくれてないよ。ていうか……ヒルディの喋しやべり方がいきなり丁てい寧ねいになったみたいだけど一体どうしちゃったんだろう？　フレイヤさまの前では猫被ってるってことなんだろうか。

「そっかそっかぁ。ねぇセイちゃん？」

「はははいっ！　なんでありましょうフレイヤさまっ！」

「ちょっとマンナズのルーン解いてみてくれる？」

「お安いご用ですっ！」

　ボクはフレイヤさまが望まれるまま、瞬しゆん時じに人じん化かのルーンを解除する。一瞬の閃せん光こうの後、ボクは慣れ親しんだイノシシの体に戻った。

「やだ可愛いぃぃ～！　こんなにちっちゃいんだぁ！」

「!?」

　イノシシに戻った瞬間、こともあろうにフレイヤさまがボクを力いっぱい抱きしめてくる。あぁ……なんて心地いいんだろう。不ふ埒らちな欲望も、淫いん猥わいな妄もう想そうも……ボクの紳しん士し魂だましいを毒していた邪念のことごとくが浄化されていくようだ。

　……あ、でも無理だコレ、なんかめっちゃ苦しくなってきた！　マズイマズイ、このままだとオッパイで溺でき死しする！　フレイヤさまちょっと力入れすぎです！

　どどどどうしよう、ギブか？　ギブなのか？　でもこのポジションで迂う闊かつにタップしたらパイタッチの現行犯で人生終了、ブリュンヒルデさまに醜いブタを見るような目で見られること請うけ合いだ。……ん？　待てよ、それはそれで悪くないような……いやいやダメだ！　ここは紳士魂を鬼にしてでも脱出を！

　さぁ脱出を、脱出、早く……あ、ダメ。なんかもう意識が朦もう朧ろうとしてきた……。
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「ギ……ギブ……」

「あれっ!?　何で、セイちゃんぐったりしてるよ!?　どうしたの、しっかりして！」

　天使の悲鳴を耳に聞きながら、ボクの意識は急激に薄れていく。

　これまで誰にも経験できない回数を死んできたボクだけど……たまにはこういう死に方をするのも悪くないかな──ガクリ。







　天に召めされかけていた意識が戻った時、ボクは自室のベッドに寝かされていた。ベッドに寝たまま目を開くと、子ヤギの姿のヘイズが隣となりでせっせとミードを搾しぼっているのが見えた。

「ヘイズ？　何してるの？」

「あ。セーたん、いきかえった？」

「いやさすがに死ぬまではいってないから。ちょっと気を失ってただけだよ」

　とはいえアレは本気でヤバかった。あの極上の感触を一秒でも長く堪たん能のうしようとしたばっかりに脱出が遅れるなんて……ボクの紳士魂にはキツいお仕置きが必要だって、今日改めて思ったよ。……そんなのがホントにあればだけど。

　と、後悔しているボクの目の前に、ヘイズが頭で器用にジョッキを押し出してくる。ジョッキには美味おいしそうなミードがなみなみと注がれていた。

「レーラズミードのいちばんしぼりだよ。キツケにどうぞ」

「わ、ありがとうヘイズ。いただきます」

　んぐ、んぐ、プハーッ！　うまい！　もう一杯！　……は、いくら何でも贅ぜい沢たくすぎだよね。

「ところで、どうしてヘイズはボクの部屋にいるの？」

「んと……ニセセーたんがセーたんのこと、はこんでて……おへやにあんないしたから」

「ニセセーたん？」

「キンキラキンとギンギラギンのイノシシだった。ホンモノのセーたんは、いちばんみすぼらしいんだよね？」

「……うん。はは、ヘイズは正直者だね……」

　ちっ、相手がヘイズじゃなかったら鉄の斧おのに縛り付けて川に投げ入れてるところだよ。

　でもそうか……気を失ったボクのことを、ヘイズの案内でグリンブルスティたちが部屋まで運んでくれたんだな。二人には後でしっかりお礼しなくちゃ。もちろん、ヘイズにもね。

「ありがとねヘイズ、二人を部屋まで案内してくれて」

「どういたしまして。……もうひとりでへいき？　ヘイズはあさごはんたべにいくけど」

「あ、だったらボクもお供するよ。そうだ、ついでに料理長も誘ってみんなで食べようか」

「っ！　（こくこくこく）」

　部屋を出ながらボクが料理長という単語を発した瞬しゆん間かん、いつも半目のヘイズが途端に目を輝かがやかせて頷うなずきまくる。うん、この反応は分かってたよ。何しろヘイズは『ヴァルハラ』にやってきたその日のうちに料理長に一ひと目め惚ぼれしてたからね。

　ヘイズはボクと違って積極的で、あれから事あるごとにアタックを仕掛けているようだけど料理長の対応はあまり芳かんばしくない。なんでも「種族が違う」だとか、「社会通念に反する」だとかがその理由だ。全く……エインヘリヤルたちの間で密かにファンクラブが作られるような巨乳美幼女に愛されて、一体あの人はなにが不満だっていうのやら。

　まぁ幼女に本気で手を出すような人だったら尊敬なんてできないけどね。

「さぁ、料理長の部屋に着いたよヘイズ。料理長はまだ起きてないみたいだから、キミが起こしてあげるといい……ん？　ヘイズ？　どうしたの？」

　話しかけても俯うつむいたまま、反応がないヘイズ。何事かと思った時、ヘイズは不意にマンナズのルーンを使って人じん化か、思いつめたような表情で静かに告げた。

「セーたん……。ヘイズ、ここからさきはヘイセイをたもっていられるじしんがないの」

「え……だ、ダメだよ？　健全かつ節度のある起こし方でお願いします」

「むり」

「そこをなんとか！」

「ダメ。ヘイセイでいられるうちに……セーたんにつたえておかなきゃいけないことがある。フレイヤさまからのでんごん──〝きょう、『ヴィーンゴールヴ』でランチをごいっしょしましょう〟──だって。そのとき、セーたんはヘイセイでいられる？」

「無理」

　ボクの即答を免罪符と受け取り、ヘイズは邪悪な笑みを浮かべて部屋の扉に手をかける。扉には鍵がかかっていたけど、ヘイズはノブごと粉砕して室内に踏ふみ込んだ。

「おわっ!?　な、何だ、ヘイズ君!?　あぁセイ君、これは一体どういう状況だい!?」

　粉砕音に驚いて飛び起きた料理長は、ボクとヘイズを交互に見やって状況を問いただしてくる。ボクは自分でもビックリするくらいに冷淡な声で答えた。

「昨日マッサージしてほしいって言ってましたよね料理長。ヘイズがね、代わりにやってくれるそうですよ？」

「うん……はつみみだけどそういうことなら。ダーリン……どこがこってるの？　め、かた、こし？　あっ……やだ、ココ、すごくかたい」

「ままっ待てヘイズ君！　そこは今確かに硬くなってるが別に凝こってる訳じゃ、寧むしろ血行が良くなっててね……あっ、もっと優しく……ってセイ君どこ行くの！　ヘイズ君を頼むよ！　僕には彼女を止められない！」

「いいんじゃないですか？　無理に止めなくても。すみません、今日はお昼から予定があるのでボクはこれで失礼します」

　言うが早いか、ボクは半はん壊かいした扉をすり抜けて一人で大食堂へ向かう。

　嫌よ嫌よも好きのうち、口ではあぁ言ってても体は正直なんだ、料理長だってヘイズのマッサージはまんざらでもないはずさ。おまけにヘイズの欲望も満たされて一石二鳥、早くも恩を返せた感じだ。フフン、ボクってば有能すぎ？

　みんなで一緒に朝食の予定は狂ってしまったけど、二人の幸せのためには仕方ない。お邪じや魔ま虫は自じ重ちようしてボッチ飯とシャレ込もうじゃないか。いやー、今日もパンがうまいっ！







　朝食の量もほどほどに、お腹なかを空すかせて迎えた本日のランチタイム。

　女神の宮殿『ヴィーンゴールヴ』に、恐れ多くも宮殿の実質ナンバー２であるフレイヤさまから直々にご招待をたまわったなんて、末代まで語り継いでも色いろ褪あせない栄誉になるだろう。

「さて。今日も行きは虹にじの虚うろを使えばいいのかな？」

　と、世せ界かい樹じゆレーラズに向かう途中。『ヴァルハラ』が誇る大演習場を右手に見ながら歩いていると、空の彼方かなたから高速で飛来してくる謎の物体が。あれは鳥？　いや……馬だ！

「グラーネくん！」

「ようセイさん。拾いに来てやったぜ」

　ザッ、と地面に降り立ちクールにたてがみをなびかせるグラーネくん。しかし、今日の彼の背中には青せい藍らん色しよくのドレスに身を包んだ美少女がまたがっていた。

「こんにちはセイさん。お迎えに上がりました」

「ブ、ブ、ブリュンヒルデさまっ!?」

　の、私服バージョン。は、初めて見た。いやーこれは……いつもの凜り々りしい鎧よろい姿すがたもいいし、昨晩みたいなエッチなお姿はなおいいけど、この楚そ々そとしたお姿も最高だ！

「さぁセイさん、どうぞ乗って下さい」

「え……の、乗るって……あはは、ど、どこにでしょう？」

「そんなん一つっきゃねぇだろ？　そらよ」

　理解しつつも何となく躊ちゆう躇ちよしていたボクの首根っこをグラーネくんが甘あま嚙がみし、ボクを宙に放り投げる。放物線を描いてボクが着地したのはブリュンヒルデさまの膝ひざの上……というか、太ももの間だった。

「では参りましょう、しっかり摑つかまっていて下さいね」

「えっ!?　い、いいんですかっ!?　しっかり摑まっちゃっても！」

「もちろんです、じゃないと落っこちちゃいますから」

「ハハハ、ですよねぇ。で……では、お言葉に甘えまして……」

　むにっ。

　ふあぁ～、やわらかぁ[image: ～][image: ～]い。全身がとろけちゃいそうだよ。なにしろ〝摑む〟と言ってもボクの前足は蹄ひづめだからね、こうやって上半身全体で左太ももを抱きかかえるような形になるのは仕方がないことなのさ。ブリュンヒルデさまのお御み足あしの感触をここぞとばかりに堪たん能のうしようという意図は、断じて無い。

　ボクがしっかり摑まったのを確認したブリュンヒルデさまが手た綱づなを引くと、グラーネくんの足がフワリと地を離れて空高く舞まい上がる。昨日とは違う、昼の空から見下ろす『アースガルド』はまさに絶景の一言に尽きる。それどころかこの太ももの付け根に目をやれば更なる絶景が至近距離で楽しめるんだろうけど……くぅ、さすがにそこまでしてしまうのはボクの紳しん士し魂だましいが許さないよ。

　……で、でもボクの紳士魂ってさ、ひょっとしたら案外優しいんじゃないかとも思うんだ。ちょっとだけ、チラッとだけなら許してくれるかな？　いや許す！　他でもないボク自身が許す！　焼き付けろ、青いミニのプリーツスカート、その奥に隠された背徳の美を！

「あの、セイさん」

「はいすみません！　まだ何も見てません！」

「うん？　何をです？　あの、それより一つお尋たずねしたい事があるのですが」

　え？　あぁ、何だ質問か。ボクの紳士魂がブリュンヒルデさまに悪事を告げ口したんじゃないかと一いつ瞬しゆん本気で焦ったよ。全く、悪いことは考えるもんじゃないな、うん。

「ゴホン！　ブリュンヒルデさまからのご質問とあらば何なりと承うけたまわりましょう」

「ふふっ、何だか紳士っぽいですね、それ。あのですね、今日はフレイヤ様からランチのお誘いを受けたみたいですけど……セイさんはフレイヤ様とはどんな間あいだ柄がらなんでしょうか？　あっ、べ、別に深い意味は、ないんですけど」

「？　どんなと言われましても、今日が初対面ですよ。ただ以前に一度だけフレイヤさまのライブを見に行ったことがあって、それからすっかりフレイヤさまのファンになってしまったんですけどね。いや～あの可愛さは『アースガルド』の、いや、九つの世界全ての至宝です」

「……へぇーそうなんですか。だからセイさん、さっきからお顔が緩ゆるみっぱなしなんですね」

「ギクッ！」

　あ、あれ、おかしいな、何で表情がバレたんだろう？　料理長はイノシシの表情なんか分からないって言ってたのに。

　！　ま、まさか今のボクは他種族の目でも見て取れるほど卑いやしい表情を浮かべてたのか!?　いや……むしろこうは考えられないだろうか。ブリュンヒルデさまは自然と表情が読めるようになるくらい、ボクのことを日頃からよく見てくれていたとか。

　ここはぜひともプラス思考でいきたいところだけど……気のせいかな。何だかブリュンヒルデさま、さっきから微妙に不機嫌そうにしてるような。もしかして……嫉しつ妬となさってる？

　いやいやそんな心配いらないのに！　確かにボクはフレイヤさまのこと好きだけど、高貴なゲルヒルデさまも神秘的なオルトリンデさまもお色気全開なヴァルトラウテさまも生真面目なシュヴェルトライテさまも自由人なヘルムヴィーゲさまもツンデレなジークルーネさまも天然なグリムゲルデさまも健気けなげなロスヴァイセさまもみんなみんな愛してるけども、ブリュンヒルデさま一筋なんだってことだけは分かって欲しい。

「違いますブリュンヒルデさま！　ボクの顔が緩みっぱなしだとしたらそれは──」

　ハッ……しまった、これってどう答えたらいいんだ!?　全身で太ももの温もりを感じてたからなんて正直に言ってみろ、その瞬しゆん間かんにボクの恋が、いや人生が終わる。かといって〝あなたと一緒だからです〟なんていうのは……イケメンにしか許されないセリフのような気がする。

（くっ、どうする……どうするボク！　あっ閃ひらめいた！　よし、もうこの手しかない！）

「大好きなグラーネくんのそばに居られるからです！」

　その瞬間、ボクの恋と人生と友情は物の見事に終わりを告げた。







　そして十数分後、目的地『ヴィーンゴールヴ』へ到着。ここまでボクらを運んでくれたグラーネくんはお別れの挨あい拶さつもそこそこに、世にも珍しい馬のバック走行を全力で披ひ露ろうしながらその場を去っていった。

　あれからというもの、なぜボクの顔が緩んでいたかのＱ＆Ａについて、あくまでも友情の話ですと何度も弁明した甲斐かいあって二人はどうにか理解の色を示してくれた。

　でも何でかな、こちらに一切お尻を向けようとしなかったグラーネくんのあの態度……あれはどう見ても鮮やかな誤解の色を示してる。それともまさかボクの突っ込み待ち？　突っ込まないよ？　だってボクはノーマルですから。

　まぁグラーネくんの方もそうだけど、今は隣となりを歩くブリュンヒルデさまの察し顔が無性に気になるんだけどね……。

　微妙な気まずさを引きずりながら『ヴィーンゴールヴ』内をしばらく進むと、遠目からでもはっきりと見えていた一ひと際きわ大きい宮殿に辿たどり着いた。

　一つの大宮殿の中に複数の宮殿が存在する独特の様式は、ここ『ヴィーンゴールヴ』も『グラズヘイム』と変わらない。恐らくは、ここが……。

「さぁセイさん着きましたよ。ここがフレイヤ様の住むお屋敷、『フォールクヴァング』です」

「ほぇ～、ここが……」

　うん、やっぱりというか、ここも金一色だ。昨日お邪じや魔ましたヴァルキューレさま方の寮もそうだったけど、造りが目一杯豪勢なのはもはや語るまでもない。

「ランチパーティーは『セスルームニル』という大広間で行う事になっているので、もうしばらく歩きます。もし疲れたら抱っこしますので言って下さいね」

　えぇっ！　そんなこと言われたら、たとえ疲れてなくても疲れたくなっちゃうよ。でも逞たくましさをアピールするならそんな弱音は口が裂さけても吐けない。くっ……エロスを取るかプライドを取るか、なんと悩ましい男の二律背反！

　いや待て、落ち着けセーフリームニル。悩む必要なんかないはずだ、だってボクにはプライドなんてそもそもないじゃないか。取るならエロス、これで決まりだ。

　でもちょっと待った。この後のランチパーティーでもきっと楽しいことが待ってるはず。だったらそんなに欲張らなくてもいい気もするし、自力で歩いて少しでもお腹なかを空すかせておいた方がいいんじゃないか？

　頭の中で散々悩み抜いた末、結局ボクが選んだのはプライドの方だった。

「それにしても……さっきからすれ違う人たちは、ひょっとしてエインヘリヤルですか？」

　女神の館を鎧よろい姿すがたで闊かつ歩ぽする、人間の女性たち。たくさんの人間がいる光景は『ヴァルハラ』で見慣れたものだけど、『フォールクヴァング』で見る光景は一部が決定的に違っていた。

「セイさんの仰おつしやる通りです。取り分けここにいるエインヘリヤル達は、『ヴァルハラ』にいる者達より格段に優秀なんですよ」

「へ～……でも見たところ、全員女性みたいですが」

　そう、決定的な違いはそれだ。逆に『ヴァルハラ』のエインヘリヤルは全員が男。そのせいか女性はエインヘリヤルとして選ばれないものだと勝手に思ってたけど、なるほど……女性のエインヘリヤルは全てこっちに集められていたんだな。

　でも、それで格段に優秀っていうのはどういう意味なんだろう？　ボクの訝いぶかしむ気持ちを察してか、ブリュンヒルデさまは一つ頷うなずいて答えてくれた。

「セイさんの言いたい事は分かります。私自身女ですし、率先して男女差別をするつもりはサラサラ無いのですが……とはいえ身体的な都合上、こと武芸の面において女性が男性に劣おとるのは変えようがない事実です。なのに『フォールクヴァング』の戦士達の方が優秀だというのはどういう事か。その答えはそのまま、〝女性だから〟という事に他なりません。体力的に劣っているはずの彼女達が、数多あまたいる男性の戦士を差し置いてエインヘリヤルに選ばれた。その時点で彼女達のポテンシャルが非常に優れている事の証明になりますよね？」

「た、確かに！　女性より男性の方が強いっていうのが一般論だけど、本当に強い女性を相手にしたらボクなんか簡単にやられちゃうだろうし……すごく納得です！」

「納得してもらえて嬉うれしいです。けれども、今の話はあくまでも対外的な理論武装でして……本当のところは男性だらけの『ヴァルハラ』に女性を押し込めたら大変な事になると危き惧ぐしたフレイヤ様のご判断なんですけどね」

「あ～……ですよね、男であるボクが言うのもなんですが、英断だと思います。いやぁさすがはフレイヤさま、聡明でいらっしゃる。ますます好きになりそうです」

「えっ……は、話さなければ良かったかな……」

「？　なにか？」

「い、いえ何でもないですっ！　あ、セイさん着きました、ここが『セスルームニル』ですよ」

　慌あわてたように顔の前で手を振って、ブリュンヒルデさまは正面の扉を指し示す。

　広く長い渡り廊下の突き当たり、宮殿の最さい奥おう部ぶ。中を覗のぞくまでもなく、その先にとびきりの空間が広がっていることが容易に想像できた。

「そうだセイさん、広間に入る前にちょっといいですか？」

「？　はい、何でしょう？」

　夢のランチパーティーを目の前にして、ブリュンヒルデさまからストップ要請が入る。この土ど壇たん場ばで何を言われるのかと一いつ瞬しゆん身構えたボクだけど、ブリュンヒルデさまの口から出たのはある意味最も重要なことだった。

「昨晩のお願い、覚えてますか？　ゲルヒルデのことです」

「あ、はい、もちろん覚えてますよ。ルーンの指導をして差し上げればいいんですよね？」

「はい。ですがその……何だか催さい促そくするようで申し訳ないのですが……このランチパーティーで何とか話すきっかけを作らないと、これから先話す機会は当分めぐって来ないんじゃないかと思うんです」

「あっ、そうか……そうですよね」

　言われてみれば、ボクがこれまでにゲルヒルデさまと言葉を交わしたことはほとんどない。これから急に親しくなるなんてことはまず有り得ないし、今回のパーティーでチャンスを摑つかめなければルーンの指導までもっていくこと自体がそもそも難しくなってくるわけだ。

「分かりました。パーティーの間にどうにか話のきっかけが作れるよう、それとなくチャンスを窺うかがってみます」

「ありがとうございます！　大変だとは思いますが私もできる限りフォローしますので、二人で頑張りましょう！」

　言って、ボクの両前足をぎゅっと握り締めてくるブリュンヒルデさま。あぁ……二人で頑張る初めての共同作業かぁ、これは絶対に成功させなくちゃ！

　ボクが気持ちを引き締めたその時、華やかな装飾がなされた両開きの扉が重々しい音を立ててひとりでに開き出す。そこでボクを迎えてくれたのは、八人の美しい乙女たちと一人の女神。そして無骨な『ヴァルハラキッチン』ではお目にかかれないような優美な料理の数々だった。

「ハーイ、ようこそセイちゃん！」

「はひっ！」

　世界を魅了するフレイヤさまの笑顔を見た瞬しゆん間かん、ボクの心臓はバースト寸前。まるで魅了イングズのルーンでも掛けられたかのように呼吸が乱れてしまう。

「あっ駄だ目めっ!!　また朝みたいに倒れるとかナシだよ！　深呼吸深呼吸！　無理なら誰か人工呼吸！」

「それだけはやめて下さい死んでしまいますっ！　ふーっ、ふーっ……もう大丈夫です」

　いやぁ危ない危ない。ボクは死んだって生き返れるけど、今ここで死んでランチパーティーを台無しにしちゃったら一生フレイヤさまに顔向けできなくなる。生きてて良かった。

「う～ん……ホントに平気？」

「天てん地ち神しん明めいに誓ちかって」

「ん、よろしい！　では改めて、ようこそ我が『フォールクヴァング』へ！　大歓迎しちゃうから今日は目一杯楽しんでいってね、生き返るウリ坊ちゃん」

　言って人ひと懐なつこそうな笑みを満面に浮かべるフレイヤさま。あぁ……神々どころか巨人たちさえ魅み了りようするフレイヤさまの笑顔が、今はボク一人だけに向けられている。こんな幸せがあっていいんだろうか……いや？　そうだよおかしい、こんなのあっていいはずがない。

　これには何か裏があるんじゃ……ボクは尋たずねずにはいられない。

「あの……無礼を承知でお尋ねしますフレイヤさま。なぜボクごときがフレイヤさまの目に留まり、こうして最大級のおもてなしを受けられるのでしょうか？」

　この質問にフレイヤさまは小首を傾かしげ、事も無げに答えてくれた。

「何か不思議なこと？　う～ん……何故かと聞かれたら、それは貴方がイノシシだからかな。セイちゃんは、わたしがヴァン神族なのは知ってる？」

「はい、存じております」

　そう、フレイヤさまやその兄・フレイさまはヴァン神族。オーディンさまたちアース神族とはもともと根源を分かつ存在だ。

　かつては抗争状態にあった両神族はやがて和解し、恒久的な和平の証としてそれぞれが数名ずつ神の交換を行おこなった。その時アース神族の仲間入りを果たしたのが、フレイヤさまとフレイさま、そして二人の父・ニョルズさまだと言われている。

「豊ほう穣じよう多産を尊ぶわたし達ヴァン神族にとってはね、ブタやイノシシは聖せい獣じゆうなの。子供をいっぱい産むからね。だからわたしが貴方をひいきにするのは、ごく当然のことなのよ。……こんなんじゃ駄だ目めかな？」

「いえ！　充分に理解しました。わざわざのご説明、ありがとうございます」

「どう致しまして、てゆーか硬いよセイちゃん！　まぁそれをほぐすためのパーティーなんだけど。さぁさぁ食べて食べて！　今はこの娘達が貴方の手足だからね」

　フレイヤさまがそう言うと、そばで控えていたヴァルキューレ九姉妹がわっと一斉にボクを取り囲む。

　イノシシの姿じゃ料理を口に運ぶのもままならないボクに、みんなは待たせず急せかさずのペースで料理を差し出してくれる。申し訳なくてホントは遠えん慮りよしたいのに、それすら許さない手て馴なれた奉仕ぶりは毎晩の酌しやくの賜たま物ものだろうか。

「全く……戦いくさ乙女おとめ全員を侍はべらすなんて贅ぜい沢たくな事、普通であれば有り得ませんのよ？　記念日としてこの日を毎年祝うといいですわ」

　若じやつ干かん不本意そうに目を閉じて、料理をボクの口元へ運びながらそう言ったのは姉妹の次女・ゲルヒルデさま。今はブリュンヒルデさま同様鎧よろいを脱ぎ捨て、鎧と同じ翡ひ翠すい色いろのドレスで着飾る彼女はいつも以上に高貴に見えた。

「いや、ほんとに仰おつしやるとおりです。ゲルヒルデさまにおかれましては屈くつ辱じよくの日として、毎年ボクを呪のろっていただくのがよろしいかと」

「ふーん……皮肉に皮肉で返してくるなんて、意外と洒落しやれが通じるイノシシですのね」

　えっ!?　何で皮肉に？　ただの本音だったんだけど。

　予想と違う受け取られ方をしたみたいだけど、ゲルヒルデさまは特に気分を害してはいないようだ。ボクは内心でほっと胸を撫なで下ろすと同時にブリュンヒルデさまの方に目を向けた。

（どうでしょう、このまま話を広げてみますか？）

　アイコンタクトでメッセージを送信してみる。するとブリュンヒルデさまは目を瞑つぶって若干悩むような仕草を見せた後、ゆっくりと首を横に振った。

（迂う闊かつな広げ方は不自然です。もう少し様子を見ましょう）

　そんな声が聞こえた気がした。

　ボクはその後もゲルヒルデさまの様子をそれとなく窺うかがい、会話の隙すきを探す。だけど彼女が見せる態度に変化はなく、至って平常通りだった。

　う～ん……次の任務に抱える不安や焦りを少しでも見せてくれれば、話の種にできるかもしれないのになぁ。

「セイくん、あ～ん……セイくん？　どうしたの？　ひょっとしてもうお腹なかいっぱいかな？」

　物思いにふけって反応を鈍にぶらせたボクを心配して、優しくお腹なかを擦さすってくれる姉妹の九女・ロスヴァイセさま。あぁ、前から思ってたけどなんていい子なんだろう、もっと下の方も擦って欲しい……。

　ってそうじゃないだろボク！　ブリュンヒルデさまも言ってたじゃないか、ボクとゲルヒルデさまの接点は少ない、この機会を逃したらもうお会いすることさえ難しくなるかもしれないんだ。

「あれ、もう満腹？　男の子なのに小食なんだねぇ。まぁそれだけ体が小さければ無理もないか……」

　無理もないと言いつつ、相当残ってしまった料理に目を落として困ったような顔をするフレイヤさま。ま、まずい、フレイヤさまを悲しませるなんてあってはならないことだ。けどそろそろお腹がキツイのもまた事実……っそうだ！

「こんなにおいしい料理を一品でも残すなんてもったいない！　きちんと残さず平らげて見せます！　はぁぁぁぁ……っ、〝マンナズ〟、発動っ!!」

　気合を込めて発動させたマンナズのルーン魔ま術じゆつ。マンナズは〝人〟のルーン、本来は人外の生き物が人間に化けるために使うルーンだけど、その文字が司つかさどる意味の中には〝調和〟というものがある。

　人の世の調和とはすなわち、意思の疎通。そのための手段として言葉があり、言葉によって対話が生まれる。でも対話に使われる言葉は種族によって様々で、それらを一つにまとめることはできない。

　なら──変わればいい。犬と話したければ犬に、鳥と話したければ鳥に。

　全ての存在と心を通わすため、全てに変わる。それがこのボク……煤すすけイノシシ・セーフリームニルが辿たどり着いた、マンナズの神しん髄ずいだ！

「な、なっ……なななななっ!?」

　変へん化げしたボクの姿を見て、みんなは一様に驚きを露あらわにした。それもそのはず、だって今回ボクが変化したのは、料理を残さず平らげられる巨大な存在──ドラゴンなんだから。

「あ、みなさんどうか怖がらないで下さい。食べるのは料理だけですから」

「そりゃそうじゃなきゃ困るけども！　てゆーかアンタ……それどうやったの!?」

　後ずさるみんなの中から一歩踏ふみ出し、ジークルーネさまがそう叫ぶ。

「どうって、普通にマンナズのルーンを使っただけですけど。え、みなさんだってできますよね？　神界のトリックスター・ロキさまなんかは特に変化が得意だと聞きましたよ」

「と、鳥や馬になるくらいならできるわよ。けどアンタのそれは〝架か空くう種しゆ〟……伝説上の存在なのよ？　そんなものになるヤツなんて見た事も聞いた事もないわ」

「え……そうなんですか？」

　いまいち釈然としないけど、ルーン魔術の使い手であるジークルーネさまがそう仰おつしやるならきっとそうなんだろう。ドラゴンに変へん化げなんて、気付いたら自然とできるようになってたことだったからこれくらいは普通だと思ってたんだけど。

（架か空くう種しゆに化けられるのってそんなに珍しいのかな……？　機会があったらヘイズたちにも聞いてみよう）

　ひょっとしたら──ボクの出自を知る手掛かりになるかもしれないし。

　でもまぁ、それが分かったからといって何が変わるわけでもなし、死んで生き返ること以外にもう一個特徴が増えただけのこと。ボクは先が二ふた股またに分かれた長い舌でお皿の上の料理を巻き取ると、よく味を嚙かみ締めてから一気に喉へ流し込んだ。

「ふぅ～ごちそうさま、とっても美味おいしかったです！」

「そ、そぅ？　……あ、あはは、喜んでもらえて、何より……」

　あれ？　フレイヤさまの笑顔が何だか引きつってる。ど、どうしよう、ドラゴン化を披ひ露ろうしたのはやっぱり失敗だったのかな？
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　ボクは慌あわててイノシシモードに戻るとテーブルに飛び乗り、精一杯に愛あい嬌きようを振りまいてみる。でもみんなの心の距離はドラゴンの射程範はん囲い内には近付いてこなかった。グリムゲルデさまに至っては一番遠くの柱の陰に隠れたまま、顔を見せようともしない。

「あ、あのっ！　ドラゴンに変化してる間って……どんな感じなのかなっ？」

　思わずシュンとなった時、不意にロスヴァイセさまがそんな問いを投げかけてくる。その問いにどんな意図があるのかは分からなかったけど、ボクは素直に感じたままを答えた。

「えっと、そうですね……魔ま力りよくがドンドン消費されていく感じがして、そんなに長い時間は変へん化げを保っていられません。あとは……体の内側から凄すごい力が湧わいてきます。竜化を実戦で使ったことはないのであくまで予想ですが、多分戦せん闘とう能力もそれなりに高くなってるんじゃないかと。ああでもっ、別に人格が攻撃的になったりとかそういうのは一切ないですよ!?　それにボクがなれるあの竜は、毒系統のブレスは吐けても炎は吐けない大人しいタイプなんです！　だから大丈夫！　ボクはボクのまま、至って安全です！」

「ふぇ～そうなんだぁ……凄いなぁ」

　ボクの回答の中に聞きたい事がちゃんと含まれていたのか、ロスヴァイセさまがそれ以上の質問を投げかけてくることはなかった。

　でも気のせいかな、ボクに向けられたロスヴァイセさまの眼まな差ざしはなぜか少し羨うらやましそうで……それが少し気になったけど、ゲルヒルデさまが次の問いかけをしてきたせいでボクは思考の中断を余よ儀ぎなくされた。

「ふーん……持ち前の不思議な特性以外は能の無いイノシシだと思ってましたけど、随ずい分ぶんとマンナズが得意なようですのね？　ち……ちなみにお尋たずねしますけど、他にはどんな生き物になれますの？」

　その質問を聞いた瞬しゆん間かん、ボクの脳裏に電流が駆け巡った。思わず横目でブリュンヒルデさまに視線を向けると、ブリュンヒルデさまも興奮気味に頷うなずきながら親指を突き立てた。

　よっしゃ待ってました！　ブリュンヒルデさまによる〝行ってよし〟のサインを受け取ったボクは、慌あわてず騒がず透かさず答えた。

「何でもなれます！　ですが一番得意な変化は……白鳥です！」

　その瞬間、ゲルヒルデさまの顔がぱぁっと明るくなったのをボクは見逃さなかった。

「フレイヤさま、今日はボクなんかのために盛大な会を催もよおして下さり、本当にありがとうございました。お料理、とってもとっても美味おいしかったです。今後の『ヴァルハラキッチン』でもぜひ参考にさせて頂きたいと思います」

「そう？　良かったぁ、楽しんでもらえて。じゃあ今日の料理のレシピは料理長のアンドに渡しておくね。アンドならもっと美味しく出来るはずだから、これからはわたしもちょくちょくそっちにお邪じや魔ましてみよっかなぁ」

「！　お、お待ちしてます！　その際にはぜひボクにお申し付け下さい、誠心誠意ご奉仕いたしますので！」

「おー言ったなぁ？　その言葉、絶対に忘れないでね？　……さて！　それじゃあ名残なごり惜しいけどパーティーはここらでお開きにしよっか。誰か、セイちゃんを『ヴァルハラ』まで送ってくれる？」

「あっ、そ、その役目でしたらワタクシが！」

　フレイヤさまの声掛けに真っ先に応じたのは、他でもないゲルヒルデさまだ。

「いやぁ、お手数おかけして申しわけありませんゲルヒルデさま」

「……タダでお送りするつもりはありませんわよ？」

「えっ？」

　ボクを抱き上げたゲルヒルデさまが、その場の誰にも気け取どられないようにボクの耳元で囁ささやく。

「ちょっと事情がありますの。『ヴァルハラ』に着いたらその……ワタクシにマンナズの……白鳥に変へん化げするやり方を指導して下さらない？　いいえっ、これは命令ですわっ！　いいですわね!?　セーフリームニル！」

「……謹つつしんでお引き受けいたしますっ！」

　いやぁこれこれ、やっぱりこれだよ、こうして上から物を言われる方がボクの性しように合ってるね。そして何より、今ボクは声を大にしてこう言いたい。

『計画通り』──と。
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　神界『アースガルド』の昼下がり。戦いくさ乙女おとめヴァルキューレ九姉妹が次女・ゲルヒルデさまの豊満な胸に抱かれて、ボクは『ヴァルハラ』へと向かっていた。

　ゲルヒルデさまの背に広がる純白の翼つばさが羽ばたく度に加速する景色。音さえ置き去りにするその飛翔は、爽そう快かい感かんとともに若じやつ干かんの恐怖すら感じるほどだ。

「速いですねぇゲルヒルデさま！　ひょっとしてグラーネくんより飛ぶの速いんじゃ……」

「ほほほ、姉様の駄だ馬ばと比べられるのは心外ですわね。アナタはヴァルキューレの〝リュストゥング・ヴィント〟はご存じかしら？」

「リュス？　いえ、存じません。それはどういった物でしょうか？」

「甲かつ冑ちゆうの風という意味の……まぁ言うなればヴァルキューレのシンボルというか、アイデンティティーそのものですわ。ヴァルキューレのスペック全体に深く関わるその風を、ワタクシは姉妹一強く吹かせ、身に纏まとう事ができますの。それがどういう事か分かりまして？」

「はい！　ゲルヒルデさまが一番優秀ということですね！」

「まぁ……！　そ、そうそうその通りですわ！　まぁアナタ思ったよりいい子ですのね、ワタクシ気に入りましたの。今後はワタクシの事を〝ゲルヒ〟と愛称で呼ぶ事を許可しますわ！」

「ありがたき幸せ！」

　あ、あれ？　褒ほめられるのが当たり前って思ってそうな印象だったけど、ちょっと褒めたら急激に好感度がアップしたぞ……？　根は素直で単純ってことなのか、それともおだてに弱いタイプなのか……どっちにしても高たか飛び車しやって感じとはちょっと違う。ていうかぶっちゃけちょろいです、魂たましいの選定者がこんなにちょろくていいんですかゲルヒルデさま！

　う～ん、今朝知り合ったヒルディの時も思ったことだけど、人の第一印象って意外と当てにならないものなんだなぁ。

「あ、ゲルヒルデさま」

「ゲルヒで結構ですわよ」

「ゲ、ゲルヒさま。あそこの演習場の一角に下りて頂けますか？　あそこでルーンの特訓をしましょう」

「了解ですわ！」

　返答と同時にゲルヒさまは急速降下。地面に激突する寸前でピタリと静止し、フワリと音もなく地面に足裏を合わせた。風に舞まい散り搔かき消える翼つばさは、まるで風雅な羽はね吹雪ふぶきのようだ。

「こんなところに下りて良かったんですの？　ワタクシ、てっきり座学から始めるものだと」

　ボクの体をそっと地面に下ろしつつ、首を傾かしげるゲルヒさま。そんな彼女のごもっともな疑問に、ボクはもっともらしい理由をつけて答えた。

「座学で学べるのは基礎だけです。ゲルヒさまはルーン魔ま術じゆつが苦手なだけで使えないわけではありませんから、実技から始めても問題ないでしょう。というか……実はボク自身、ルーンは感覚で養ってきたものですから、実地訓練しかできないんですよ」

「そうなんですの。まぁワタクシも小難しい講義を聞くのは少々苦手な方なので、そちらの方が手っ取り早くて助かりますわ」

「そう言って頂けるとボクも助かります。手っ取り早く特訓が済ませられるよう、精一杯頑張りますので。ではまず……」

　と、その時だった。

　今まさに特訓を始めようとしていたボクとゲルヒさまの頭上に、どこからともなく一羽の鷹たかが飛んできた。鷹はそのまま空中を旋回、警戒したゲルヒさまがボクを背に隠すように立ち位置を変える。直後、それは軽やかに地面へと下り立った。

　猛もう禽きん類るい特有の射い竦すくめるような眼光がボクとゲルヒさまに突き刺さる。目線の高さはボクと同じくらいしかないのに、とんでもないプレッシャーだ。この鷹……ただ者じゃない！

「よぉ、いい日和ひよりだなゲルヒルデ」

　ボクが警戒を強めた瞬しゆん間かん、目の前の鷹が突然話し掛けてきた。あれ、なんか思ったよりフランクな感じ。

「！　そ、そのお声はまさか！　という事は……その鷹たかの衣ころも、まだフレイヤ様にお返ししていなかったんですのね!?」

「おっと、そう目くじら立てるなよゲルヒルデ。フレイヤにならちゃんと言ってあるぜ？　もうしばらく借りとくって」

「そ、そうなんですの？　だったら別によろしいのですけど」

「いいとは言われてねーけどな」

「今すぐ返して下さいなっ！」

　ガバッと飛び付くゲルヒさまを、太ふて々ぶてしい態度の鷹は横っ飛びで軽々と躱かわしてみせる。凄すごい、速さが身上のゲルヒさまをああも簡単にあしらうなんて……。

「この鷹はゲルヒさまのお知り合いですか？」

「はぁ？　何言ってますの！　この鷹はロキ様ですわ！　アナタだってお会いした事くらいあるでしょうに！」

「え……この鷹がロキさまって……いやいやそんなご冗談を。だって鷹ですよ？　まぁ確かにただ者じゃない風格は漂ってますけど、たかが鷹じゃないですか、鷹だけに。なんちゃって」

「ア、アナタ……氷イサのルーンまで使えますのね」

「いや使えませんよ！　今のそんなに寒かったですか!?」

　ま、まぁそれは置いといて……ボクが知ってるロキさまと言えば、オーディンさまの義理の弟にして神界きっての変へん化げの達人、そしてボクを『ヴァルハラキッチン』のスタッフに食材として推すい薦せんするという奇策を生み出したある意味ボクの恩人である、あのロキさまだけだ。

　そんな物凄いお方がこんなところに来るわけがないし、第一見た目が全然違う。ロキさまはこんなみすぼらしい鷹なんかじゃなくて、金の右目と青い左目が印象的な色黒の美青年だったんだから。

「くっくっく！　たかが鷹たぁ色んな意味で冷てぇじゃねーか煤すすけ色の。できれば声だけで気付いて欲しかったんだがな」

　不ふ貞て腐くされたようにそう言って、ロキという名の鷹は翼つばさを目一杯に広げてみせる。そして翼をクロスさせつつ下から上に持ち上げるようなポーズを取るとアラ不思議、みるみる大きくなって人の形になったではありませんか。

　えっと……これってつまり、マンナズとは少し原理が違うけど変化の術だったってことだよね？　そしてこのお顔には見覚えが……確かイーダフェルトの森で、オーディンさまがボクをスカウトしに来た時に一緒にいた……よね？　うん、いたね。間違いなく……。

「ももももおぉぉしわけありませんロキさまぁっ!!　ボクなんかの頭ずが高くて頭が高くて！」

「おっ、おい！　待て待て、そんな地面掘ってまで頭下げるこたぁねーんだよ！」

「なんとお優しいお言葉！　ボクは感動で鼻がもげそうです！」

「鼻をスコップにしたからもげそうなんだろーが！　いいから少し落ち着け！」

　ボクはロキさまが仰おつしやられた通りに大きく深呼吸。土の香りが鼻一杯に広がり母なる大地の包容力を嚙かみ締めたボクは、どうにか心を落ち着けることができた。

「ロキさま、この度はボクごときを『ヴァルハラ』にお招き頂きありがとうございました。ぜひ一度ご挨あい拶さつに行かなければと思っていたのですが、料理長が必要ないなんて言うものですから」

「挨拶なんて別にいらねーし、噓うそついて料理長のせいにしなくたっていい。寧むしろお前は恨うらんでいい。毎晩煮え死ぬ事を強要したアースの神々を……この俺をな」

　言って、ロキさまは沈痛な面持ちでボクの頭に手を乗せる。あぁ……やはり一度ご挨拶に行くべきだった。行って、この思いをちゃんと伝えるべきだったんだ。

「最初こそ強要されましたが、オーディンさまに取り成して最終的に選択する権利を与えて下さったのはロキさまです。そして無意味な生より意味ある死を選んだのはボク自身──。感謝こそすれ、恨む理由は一つもありません」

「……そうか」

　その口元に微かすかな笑みを飾り付け、ロキさまは立ち上がる。

「けどな」

　その目元に僅わずかな痛みを張り付けて、ロキさまは空を見上げた。

「生きてる方がいいに決まってる。たとえ無意味に思えても」

「……」

　人の言葉や思いには、心のどこかに必ず源泉が存在する。ロキさまの心には、そう呟つぶやくだけの何かがあるということなんだろうか……。何にせよその呟きは、ボクの胸にズシリと響ひびいた。

　──不死に等しいこの特性グルヴエイグは、命を軽視させる──うん。肝きもに銘めいじておかなくちゃ。

「ところで、ロキ様は何故こちらに？」

　会話の隙すきを見計らって、ゲルヒさまが重要な質問を投げ掛ける。ロキさまはおう、と小さく頷うなずいてから事も無げに答えた。

「実はこのセー……何だっけ？　お前の名前」

「セーフリームニルです」

「実はこのセイに興味が湧わいてな。何でも、ついさっきドラゴンに変へん化げしたらしいじゃねーか」

「しましたわね。それもとびきり悪そうなヤツに」

　悪そうって……そりゃ確かに全身紫色の鱗うろこで覆おおわれた毒々しい見た目になるけど、随ずい分ぶんな言われようだなぁ。ていうかヒルディといいロキさまといい、どうしてみんなボクの名前を覚えるのを簡単に諦あきらめるんだよ！　ヒドいよ！

「ですがいくらロキ様と言えど、随分と耳がお早いですわね。もうそんな情報を聞き付けてくるなんて」

「あぁ、ラタトスクの奴やつに聞いたんだよ。あいつの情報収集力は神界でも群を抜いてるからな、何か面白い事があったら真っ先に教えるよう言っといたのさ」

「あのリス……『フォールクヴァング』にまで忍び込んでくるなんていい度胸ですわね。今度見つけたらモフモフの刑ですわ」

　なにその刑、凄すごく興味あるんですけど。ボクも受けてみたいなぁ。

「まぁそう怒ってやるなよ、覗のぞかれてた事に姉妹の誰も気付かなかったんだろ？　凄すさまじい隠おん密みつ能力じゃねーか。今の神界にゃそういう奴も必要だ、そうだろ？」

「まぁそうですわね。でも……何だかやけに擁よう護ごしますのね、ロキ様？」

「ギクッ！　いぃいやそりゃお前アレだよ、『アースガルド』の外側はヘイムダルが常に監視してるが、逆に内側は結構手薄だろ？　だからこそ、自陣の内情は隅すみ々ずみまで把は握あくしておく必要がある。そのためのラタトスクだぜ」

「ふーん……ま、妥だ当とうな言い分ですわね。結構ですわ」

「やれやれ……で、だ。そろそろ本題に入ろうぜ」

　言って、ロキさまはボクの方へと向き直る。う、このお顔……何か悪いことを企んでそうなお顔だ。

「セイ、架か空くう種しゆに変へん化げするやり方を俺に教えてくれよ。俺もなってみたいんだよな、ドラゴン」

「もちろんお安いご用です。それではゲルヒさまに口こう授じゆが済み次第お教えします」

「ほぉ……。なぁセイ、それって順序がおかしくねーか？　わざわざ俺が訪ねてきたんだぜ、まさかこの俺を待たせるつもりじゃねーよな？」

「？　そのつもりですが。大丈夫ですよ、きっとそんなにお待たせしないと思いますから」

「！　い、いえセイ、ワタクシの事は後回しで結構ですから。先にロキ様にご指導差し上げて下さいな」

　ロキさまの苛いら立だちを感じ取ったのか、ゲルヒさまが慌あわてて言い繕つくろう。でもダメだ、ロキさまが気を立てたことくらいボクだって気が付いたけど、順番抜かしはよくないよ。

「マンナズの指導をボクに頼んできたのはゲルヒさまが先です。ロキさまにはちゃんと順番を守って頂きます」

「おいおい……よぉセイ、お前は時と場合って言葉知らねーか？　頼んでんのはこの俺だぜ？　俺はオーディンの義弟、実質神界のナンバー２であるこの俺を、お前は差し置こうってのか？」

「うぐ……と、時と場合を加味した結果です。ロキさまのご依頼には緊急性を感じませんので、ロキさまがどんなに偉かろうと順番に変わりはありません」

「……オーディンが相手でも？」

「！」

　試すようなその質問は、恐らく最終通告だ。神の逆げき鱗りんに触れるか否いなかの分水嶺。それは言い換えれば、生きるか死ぬかの瀬戸際だ。

　そうとなったら悩むまでもない。犬も食わない義ぎ俠きよう心しんを振りかざして天罰が下るくらいなら、口を噤つぐんで作り笑いの一つでも浮かべていればいいだけだ。以前のボクなら、きっと迷わずそうしていたのかもしれない。だけど──。

「申し訳ありませんが、ロキさま──」

　だけど──今は違う。そりゃあ死ぬのは怖いさ、何度体験したってそれは変わらない。でもさ……死ぬことが日課になってしまった今のボクには、逆に耐えられないんだ。言いたいことを飲み込んでまで浮かべる、不細工な作り笑いってヤツが。

　だからボクは……一歩も引かないし、一片も曲げたりしない。

「どなたが相手でも、です」

「そうか。……よしっ、お前は合格だ！　大合格！」

「え？　合格、ですか？」

　ロキさまは先程までのイラつきを噓うそのように霧む散さんさせて、途端に晴れ晴れとした笑顔を見せた。噓のようにっていうか……噓だったの？　ボクは試されてたってこと？　はぁ～……何か企んでるなと思ったらこういうことかぁ。

「いや～、すげーなその媚こびない姿勢、お前ほど芯のある奴やつは久し振りだ。その折れない信念に敬意を表して俺はお前を同格として扱うぜ。相棒、これから俺の事は遠えん慮りよなく呼び捨てろ！」

　ガシッとボクを小脇に抱えて豪快に笑うロキさま。うわぁ、何だかまたとんでもない人に気に入られちゃったみたいだ。これから先大丈夫なのかな、ボク……。

　ともあれ、これでロキさまは大人しく順番待ちをしてくれることに落ち着いた。多少のトラブルはあったけど、ようやくゲルヒさまにルーンの指導をすることができるぞ。

「それではゲルヒさま、早速ですが白鳥に変へん化げしてみて下さい」

「え……あの、変化できないから困っているのですけど？」

「少しもですか？　ゲルヒさまのマンナズの問題点を見つけたいので、今できるところまでを全部見せて頂きたいんですが」

「あ～……そういう事でしたら、じゃあできるところまで。っ……マンナズ！」

　戸惑いの表情から一転、キッと表情を引き締めたゲルヒさまがマンナズのルーンを発動させる。一いつ瞬しゆんの閃せん光こうの後、光のヴェールを脱ぎ捨て現れたのは見事な白い鳥だった。そう、白い鳥には変わりないんだけど……。

「確かに白い鳥だけどシルエットが全然違う！　これじゃただのニワトリですよっ！」

「だからできないって言ってるじゃありませんの！　これをどうしたら白鳥になれますの!?」

「まずはせめて水鳥になって下さい。あと、首はもう少し長く」

　ボクのアドバイスを聞き、再び精神を集中させるゲルヒさま。発動させた二度目のマンナズは、一度目に比べると大分白鳥に近付いた。とはいえ、まだまだ不自然に首の長いアヒルの域を出ないけど。

「ふ～む……なるほど、なるほど。やっぱりゲルヒさまはいいスジしてますね」

「え？　ひょっとしてちゃんとなれてますの？」

「いえ。ただ、きちんとボクの注文通りの修正ができているもので。どうやらゲルヒさまは知識ばかりに頼ってイメージがあやふやな……昔のボクと同じタイプですね」

　だとしたら話が早い。物事の修練に最適なのは反復練習とよく言うけど、それは繰り返すことによって比較・検証・修正を同時に行い成功のコツを体に叩たたき込めるからだ。だけど既にコツを摑つかんだボクになら、無む闇やみな反復をすっ飛ばして効率的な助言をすることができる。

　そして何よりゲルヒさまは──ちょろい。

「ゲルヒさま。次は白鳥になろうとするのではなく、こうイメージしてみて下さい。〝もしも自分が白鳥だったなら〟……と」

「自分が白鳥だったなら……う～ん、そう言われましても……」

「おや？　簡単なイメージのはずですが。何しろ白鳥はとても美しい鳥です。そしてゲルヒさまこそ鏡も恥じらう美しさを持つ女性。ならば白鳥以外の鳥に変へん化げしてしまうはずがない！」

「っ！　その通りですわセイ！　ワタクシの美び貌ぼうをもってすれば、白鳥変化など瞬まばたきするも同然の事！　御覧なさいな、ワタクシの本気を！」

　三度の精神集中。光に包まれるゲルヒさま。次こそ成功するという確信が、ボクにはあった。

「ほら……できましたよ！　ほら！」

　ボクは人間に変化して、ポケットの中の手鏡をゲルヒさまに向ける。鏡に映り込んだのは、世界で最も美しい白鳥の姿だった。

「で、できた……できましたわ！　それもこんなにも早く！　感謝いたしますわセイ！　アナタのお陰で次の任務はバッチリこなせそうですわ！」

「いやぁ、お役に立てて何よりです。えっと……それではロキさま、お待たせしてしまいましたがドラゴンになる方法を」

「あ、それならもういいわ。どうも俺には無理みてーだ」

　さぞ心待ちにしているかと思いきや、ロキさまは冷めた口調でそう言った。あれ、ひょっとして待ちくたびれて興味が薄れちゃったのかな？

　今度こそ本気で怒らせてしまったかと心配したけど、ロキさまはその心配を打ち消すようにやんわりと付け加えた。

「ドラゴンにしろ白鳥にしろ、〝もし〟のイメージが重要なんだろ？　今俺も試してみたけどよ、白鳥はなれてもドラゴンは無理だった。こいつはどうもお前だけの特技らしいぜ？」

　感心したような、羨うらやむような、複雑な表情を浮かべてロキさまは腕を組む。しかしその表情はすぐさま神妙なものに変わり、左右で色の違う瞳ひとみが真まっ直すぐにボクを射抜いた。

「ただな。宿している力が特異であればあるほど、希少価値と一緒に敵を作るもんだ。ドラゴン化の事はあまりひけらかさない方がいい。切り札は伏せておく事に意味があるからな」

　天てん狗ぐになりそうだったところに釘くぎを刺され、ボクは気持ちを引き締める。希少価値とは、利用価値とも言い換えられる代しろ物ものだ。ボクはある意味、〝グルヴェイグ〟を利用されてこの『ヴァルハラ』にいる。ドラゴン化を利用しようとする人がいたって何ら不思議なことじゃない。

「ご心配ありがとうございます。みなさんにご迷惑が掛かることだけはないよう、注意します」

　ボクの返答を受け、ロキさまは満足そうに頷うなずいて表情を崩した。

　さて──これでやるべきことは一段落。ブリュンヒルデさまからのお願いも無事に果たせて肩の荷が下りた感じだ。こうなった以上、これからまたしばらくは平凡な日々に戻るのかな……なんて思ったらちょっと、いや……かなり寂しい。

　なんせここ二日ほどは特に楽しかったからなぁ。ひょんなことからヘイズのレーラズミードを『オーディン飲み』して、大好きなブリュンヒルデさまともたくさん話せて、グラーネくんっていう初めての友達もできたし、こともあろうにフレイヤさまとランチをご一緒したり。

　だけどもう、その楽しさが終わってしまう。あとはまた食材として死に続ける日々に戻るだけ。それって何だか……あ～、分かっちゃいるけどやるせなくなってくるよ……。

「んじゃ、明日もこのメンツでビフレスト前に集合な。集合時間は日の出の刻、遅れんなよ？」

「「え……？」」

　ロキさまの突然の提案に、ボクとゲルヒさまは思わず惚ほうけた声でデュエットする。意図が分からず顔を見合わせるボクたちに、ロキさまは肩を竦すくめて言葉を続けた。

「おいおい薄情な奴やつだなセイ。初弟子がめでたく卒業したんだ、いい師匠なら特訓の成果くらい見届けてやるもんだぜ。つーわけで、ゲルヒルデは明日ヴァルキューレの任務、俺達はそいつに同行する。別に構わねーよな？」

「あ、はい、それは勿もち論ろん構いませんわ。もともと白鳥変へん化げをマスターでき次第、任務に赴おもむくつもりでしたので。ですが退屈なだけですわよ？　ヴァルキューレの任務なんて」

「ここで油売ってるよりは幾分マシさ、なぁ相棒」

　……この人は……見透かしたのか？　戻ってしまう毎日に、抱いたボクの切なさを。終わってしまう一時に、感じたボクの充実を。

「あ……ありがとうございます、ロキさま」

「ん？　おいおい、今は礼を言うべきところじゃねーぜ？　それに言ったろ、さま付けなんざいらねぇ、俺の事はロキと呼べ。……人生楽しもうぜ、な？　セイ」

「うん……そうだねロキさ──、……ロキ」

　本当にその通りだと思う。人生に楽しみや潤うるおいは必要不可欠、そうでなくちゃ生きていたいと思えないし、死にたくないとさえ思えなくなるのかもしれない。

　人生の楽しみを見失ってしまったその時が、本当の意味での〝死〟なのかもしれないな……なんて、ボクは柄がらにもなくそう思った。







　そしてその日の夜──『ヴァルハラキッチン』にて。

「あぁ……やだやだ死にたくないよ。つまりボクってまだまだいい人生を送れてるんだなぁ」

　死にたくないと思えるのは、人生を楽しめている証拠。ロキとの会話でそんな風に哲学したボクだったけど、それをこんなにも早く実証することになろうとは……。

「ん？　セイ君どうしたんだい？　鍋ならもう沸わいてるよ」

「いやそんなお風呂みたいに言われても」

　とはいえ入らないわけにもいかない。ボクは『ヴァルハラキッチン』のメーンディッシュ、替えが利きかない唯一無二の食材だ。ここは思い切っていつも通りに行くしか……！

「セイ君。気が進まないようなら今日のところは飛び込まなくていいよ」

「えっ！　ほ、本当ですか料理長！」

　マジで!?　いや嬉うれしいけど……でもそれだとエインヘリヤルたちの晩ばん餐さんには誰がなるんだろう？

「なぁセイ君……あの魔法の鍋エルドフリームニルだけど……あれは本当に便利な代しろ物ものだね。具材を入れて煮立てておけば勝手に調理してくれる。野菜の皮を剝むく必要もないし、魚や動物を捌さばく必要もない」

「？　え、えぇ、そうですね」

　ん？　料理長ってば何で今更そんな分かりきったことを？　そういう機能があるからこそ、ボクはただ鍋に飛び込むだけで良かったんじゃないか。

　料理長の言葉に若じやつ干かんの疑問を抱きつつ、ボクはおもむろに視線を上げる。

「ひっ！」

　何で……!?　料理長、笑ってる！　いや違う、これは怒ってるんだ！　何故か知らないけど物もの凄すごい笑顔でブチ切れてるよ！　あれボク何かしたっけ!?

「おっと怖がらないで聞いてくれ、鍋の話がまだ途中じゃないか。……勝手に調理してくれるってのはさ、助かる反面困りもするんだ。だってそうだろ？　誰でも簡単に料理が作れる……そんなのは料理人殺しだよ。僕らの価値が無くなってしまう」

「そ……そうですね」

「だから僕は思ったんだ。料理人としての矜きよう持じを保つためにも、たまにはきちんと自分の手でメーンディッシュを調理しなきゃいけないなって。今日は鍋を使うのは最後の最後、料理を減らなくするための仕上げとしてのみ使う事にする」

「あ、あの……どうして突然そんなことを？」

「……。今朝、僕の部屋にヘイズ君を置いていったろ？」

　あっ……。

「あの後ヘイズ君を振り切るのに、僕がどれだけ苦労したか君に分かるかい？」

「い、いやぁ、別に身を任せちゃっても良かったんじゃ」

「良くないよ！」

　瞬しゆん間かん、料理長はバシンと思いっ切り調理台を叩たたいて叫んだ。

「倫りん理りによって命を捌さばく料理人が率先して倫理を犯すなんて、そんなのは僕のポリシーに反する！　もちろん、君は良かれと思ってやったんだろう。その気持ちは素直に嬉うれしい。でも結果として僕を幼女に手を出す大罪人に仕立て上げようとした君には相応ふさわしい償いをしてもらわないとね……！　差し当たって今日は……ミンチの刑に処す！」

　言って、料理長はボクの首根っこを摑つかみ上げるとキッチンの奥へと移動。そこにあった超大型の破砕機を起動させる。

　狂暴な唸うなり声を上げて高速回転を始める破砕ローター。〝力ウルズ〟のルーンを動力にするソレは、放り込まれたあらゆる家畜を一瞬で挽ひき肉に変えるだろう。

「なんで『ヴァルハラキッチン』にこんなモノがっ!?」

「セイ君はこれが動いてるのを見るのは初めてだったね。これは本来、〝ある方〟にお出しする特別な料理を作る時に使う物さ。さぁ、セイ君も試してごらん？」

「待って！　今日はきちんと調理するって言ってましたよね？　だったら先に皮を剝はいで部位を切り分けないと！　ほら、まずはボクを優しく撲ぼく殺さつして」

「大丈夫大丈夫、下した拵ごしらえが多少雑ざつでも心配は要らないさ。最後にはあの鍋に入れるんだから。じゃあ行くよ？　いーちにーのさんっ！」

「そそそそんな料理長っ、ち、ちょ待っ、おっ……お助けぇぇ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッッ!!」

　今宵こよい──鍋より先に特大破砕機へと押し込められたボクは、とっても美味おいしいテリーヌとして大食堂のテーブルを彩った。

　レパートリーがまた一つ増えて、ボクも大満足……なわけあるかっ！







　明くる日の早朝。月の神マーニさまが太陽の女神ソールさまと入れ替わる少し前に、ボクは寝床を這はい出した。別に日課の早朝ジョギングをしに行くわけじゃない。今日はボクとロキとゲルヒさまの三人で、ヴァルキューレさまの任務に行くことになっているからだ。

　今回ゲルヒさまが遂すい行こうするのはヴァルキューレさまの定番任務、エインヘリヤルの選定。それはつまり、人間界『ミッドガルド』に行くということ。

「う～ん、楽しみだなぁ！　『ミッドガルド』に下りるのなんて初めてだよ、一体どんなところなんだろ？」

　ボク一人で行くんだったら緊張もあっただろうけど、今回は三人だし楽しみでしかない。実を言うと楽しみすぎて、昨晩は一いつ睡すいもできなかったんだけどね。

「まぁ楽しみすぎて一睡もできなかったなんて子供みたいなこと、ロキたちには絶対言えないけど」

（プッ……！）

　……ん？　何だろう、今……部屋の外から声がしたような。

　ボクは気配を殺して扉に近付き、ドアノブに結ばれたヒモを咥くわえて一気に引っ張る。開かれた扉の先にいたのは──憧あこがれのブリュンヒルデさまだった。

「ブ、ブ、ブリュンヒルデさまっ！　どどどどうしてこんなところに!?」

「あ、お早うございますセイさん。あの、私……セイさん達がヴァルキューレの任務に行く事になったと聞いたものですから、お見送りをしたくて。でも朝早いですし、ノックで起こしてしまっては悪いと思ったのでこうしてお部屋の外で待っていたんです」

　おぉ……さすがブリュンヒルデさま、なんという気配り上手！　これは恐らく、ボクが寝坊しそうなら起こすことも兼ねての行動だろう。う～ん、まさに聖母のような優しさだ。

「でも……ふふっ、何だかすみません、一いつ睡すいもできなかったみたいで……ふふふ」

「うがー！　聞かれてた！」

「いえ！　あの、大丈夫です！　笑ってしまったのはその、セイさんやっぱり可愛いなぁって思って微笑ほほえましくなってしまっただけなので！　寧むしろいい事なので！」

「あ、そうなんですか？　えへへ……」

　やったね、図らずもブリュンヒルデさまに好感を持ってもらえたみたいだよ。まぁできれば可愛いだけじゃなくて、カッコイイところも評価してもらえる機会があったらいいなぁ。

「いや～、でもわざわざボクの部屋にまで足を運んでいただいて、本当にありがとうございます。ちょっと浮ついちゃってますけど、任務の邪じや魔まにだけはならないように頑張ります」

「あはは、もっと気楽に構えていてもいいんですよ？　それより私驚きました、まさかルーン指導が始まった翌日にもう任務だなんて。それってつまり、ゲルヒルデはマンナズをマスターできたって事ですよね？」

「はい。さすがはヴァルキューレさまというか、ボクがちょっとコツを教えて差し上げただけでもうバッチリです」

「そうなんですか、良かった……。あの、セイさん、今回はご迷惑をお掛けして本当に申し訳ありませんでした。それと、ありが」

「おっとぉ！　それはちょっと待って下さい！」

　頭を下げるブリュンヒルデさまを見て、ボクは慌あわてて待ったを掛ける。きょとんとして首を傾かしげるブリュンヒルデさまに、ボクは自分の思いを正直に伝えた。

「まだ任務は終わっていません。今回ボクがお役に立てたかどうかは、任務が無事に成功した時に決まるものだとボクは思っています。なのでどうか、お礼のお言葉はその時までとっておいて下さい」

「セ、セイさん……！　分かりました。このご恩のお礼は、その時が来るまでたっぷり温めておく事にしますね」

　胸の前で手を組んで、何だか熱っぽい視線を向けてくるブリュンヒルデさま。フフン、これはちょっとカッコイイ方面のポイントをもらっちゃったかな？

「フッ──それではブリュンヒルデさま、名残なごり惜しいですがボクはそろそろ。約束の時間が迫っておりますので」

「あ、はい。それでは虹にじの虚うろまでは私がお連れしますね。あ！　でもその前にセイさん」

　？　なんだろう？　あぁひょっとして……いってらっしゃいのキスかな？　ハハ、またボクの紳しん士し魂だましいがはみ出しちゃったか。参ったね、どうも。

「寝ね癖ぐせがついてます。ササッとブラッシングしちゃいますね」

「……助かります……」

　はぁ……やっぱり締まらないな、ボクってヤツは。







　その後、ブリュンヒルデさまからいってらっしゃいのお言葉と極上の笑顔をいただいて、ボクは世せ界かい樹じゆレーラズの幹にぽっかりと口を開けた虹の虚に飛び込んだ。行き先のイメージは虹の橋。神の世界『アースガルド』と人間の世界『ミッドガルド』を繫つなぐただ一つの道、ビフレストだ。

「よっと……あ、虹の橋！　へぇ～あれがビフレストか。綺き麗れいだなぁ」

　今回も転移は無事成功。目の前には実に見事な虹の橋が伸びている。なんて幻想的な光景だろう……ボクは心をときめかせながら周囲にも目を向けてみた。

　そこは『アースガルド』の南端に位置する場所だけあって、期待するような何かは特にない。寂さびれた平野の中にあるのは一いつ邸ていの巨大なお屋敷──あのお屋敷は多分、『ヒミンビョルグ』だろう。

『ヒミンビョルグ』っていうのはヘイムダルさまが住まわれているお屋敷のこと。そしてヘイムダルさまと言えば、虹の橋ビフレストの番人にして巨人たちの監かん視し者しやだ。

　そう、何を隠そうこの監視はとても重要なことなんだ。何しろビフレストの終着点は人間界の東端。そして人間界の外周にそびえる壁を挟んだ東側にあるのが巨人の国『ヨトゥンヘイム』。厄やつ介かいなことにビフレストは、敵の目と鼻の先に伸びているんだ。

　そもそも何故そんなところに繫げちゃったのかという設計者の考えは謎だけど、『アースガルド』が今日も平和なのは間違いなくヘイムダルさまのお陰。生まれつき優れた視力と聴力、そして睡眠要らずという驚異の体質を活かした鉄壁の監視には万に一つの隙すきもない。万が一の時に吹き鳴らされ、世界中に警告の音色を届けるはずの角つの笛ぶえ〝ギャラルホルン〟は、これまでもこれからも奏でられることはないだろう。

　少なくとも──『ラグナロク』が起こる、その時までは。

　な～んて暗いこと考えるのはナシナシ！　今日は楽しい『ミッドガルド』旅行なんだから。さてさて、ロキとゲルヒさまはどこだろう？　ボクは改めて辺りを見回してみる。

　……ん？　そういえば今更だけど、視点が若じやつ干かん高いような。岩の上にでも出たのかな？

　そう思って足元に目を落とすと、あれ？　何だこれ？　転移先でボクが足場にしている場所は何だかムニッとしていて不安定。下手に身じろぎすると転んでしまいそうだ。

「セイ!?　何してますの、早く下りなさいな！　そこはヘイムダル様の背中の上ですわよ!!」

「ぎゃああああっ!?　もももも申し訳ありませんヘイムダルさまっ！　悪気は決して！」

　ボクは弾はじかれたように背中の上から飛び降りて、渾こん身しんの土下座。すっかり板に付いたその姿に免じてか、ヘイムダルさまは無言のままゆっくりと立ち上がった。

「というか……何でヘイムダルさまは俯うつぶせになってたんです？」

　素そ朴ぼくかつ当然なボクの疑問。ヘイムダルさまは右手を腰に当てて首を捻ひねると、低くドスの利きいた声で答えた。

「……ロキが言っていた。監かん視し者しやが堂々と立って見張りをしているのはおかしいと」

「そうそう、相手にバレバレじゃ意味がねーからな。しっかり頭を低くしとかねーと」

「いやロキ、寝そべって仕事してる見張り番、ボク見たことないんですけど」

　完全に悪ノリしているロキにツッコミを入れると、ヘイムダルさまは何かを思案し始める。数秒目を閉じて唸うなり声を上げていたかと思うと、

「つまり……監視者の新たなスタンダードという訳か」

　耳を疑う結論が飛び出した。

「勝手に標準変えないで下さい！　いいですかヘイムダルさま、ボクを持って！」

「……？　了承した」

　ヘイムダルさまは言われた通りにボクを抱え上げ、胸の高さまで持ってくる。

「そこから頭の上まで持ち上げて！」

「……こうか？」

「ここで質問です。既に雲の上にある『アースガルド』で、たったこれだけの高低差に意味は？」

「……ほとんど無い」

「いえ〝全く〟無いです。何でちょっと抗おうとしたんですか」

　そう、とにかく無意味。それなら普通に立って監視していた方が、むしろ〝監視してる神がいる〟というアピールになって抑止力に繫つながるはずだ。

　そもそも百マイル先まで見通せるほどの視力を持つヘイムダルさまが、先に誰かに気付かれるなんてことがまず有り得ないし。

　やれやれ……さしものヘイムダルさまも、ロキのイタズラにまんまと一杯食わされたわけだね。

　納得したのかしないのか、ヘイムダルさまは相変わらずの無表情でボクを足元に下ろす。

「よし、そのままシュートだヘイムダル！」

「って煽あおらないでよロキ！　そんなことされたら死んじゃうでしょ!?」

「くっくっく、いいじゃねーか。どうせ生き返んだろ？」

「そうだけどそれじゃ困るの！　ボクが生き返れるのは日没の瞬しゆん間かんだけなんだから」

「……あ？　何だそりゃ。そんなん初耳だぞ、そうなのか？」

　途端に笑顔を消して首を傾かしげるロキ。そう言えば、このことについては料理長以外にはまだ誰にも話してなかったっけ。

「ボクの蘇そ生せい体質……〝グルヴェイグ〟の発動には、一つだけ縛りがあるんだ。それは蘇生のタイミングが必ず日没の瞬間になるってこと。この条件は何時に死んでも変わらない。だから今死んじゃうと今日の日没までボクは死んだままになっちゃうんだよ」

「それって……つまりどういう事ですの？」

　これまで微笑を浮かべてやり取りを静観していたゲルヒさまも、この話題には食い付いてくる。ボクは二人にもなるべく分かり易いように〝グルヴェイグ〟を説明した。

「これまでのボクは夕方の──日が沈む少し前に鍋に飛び込んで、死んできました。そのすぐ後に日没を迎えるから、死んだらすぐに生き返るように見えていただけなんです」

「つまり、まだ早朝であるこの時間に死んでしまったら……」

「はい、日没まで生き返ることができなくなります。そうなると今日という日の時間の大半を損してしまうんです。でも……一番の問題は生き返ったあとに出てきます」

「というと？」

「仮に今ボクが死んでしまったとしても、エインヘリヤルの晩ばん餐さんは毎日必要ですから今夜もボクは当然鍋に飛び込むでしょう。でもそうなると、今日のボクは〝日没後に生き返った直後に死ぬ〟ことになります。つまり、また明日の日没が来るまでずっと死んだまま。そして明日も当然晩ご飯になるから……」

「生き返った直後に、死ぬ……」

　そう──ボクが最も恐れているのはそういう事態。一度この悪循環にはまってしまうとどこかで晩ご飯を代用してもらわない限り、ボクは生き返った直後に死ぬだけの生活になってしまうんだ。それはもう、死者と変わらない。いや……はっきり言って死者以下の存在だ。

　料理長だけはその危険性を知ってるから、ボクを料理に使うのは日没の直前と決めてくれていた。改めて考えると、それは本当にありがたいことなんだって思えるよ。

「……。なぁ、その縛りってのは確かなのか？」

　話すボクとは大分温度差がありそうな、難しい顔つきで何かを思案していたロキがぽつりと漏もらす。それがどういう意味か理解できず、ボクはただ聞き返した。

「確かなのかって、どういう意味？」

「どうもこうもねーさ。〝グルヴェイグ〟の発動条件は『日の入り』……それで本当に合ってるのか？　『その時刻』じゃなくてか？　実は『月の出』の可能性は？　月も太陽も無いあの『一いつ瞬しゆんの闇やみ』が条件かもしれねーし、『昼の終わり』かもしれねぇ。どうなんだ、セイ」

「そ、そんなこと言われても……」

「分からないんだな？　だったら調べておいた方がいい。検証不能な条件も多いが、やれるもんは全部試せ。発動条件に限らず、その力が本当に蘇生なのかどうかもだ。力を持つ奴やつはな、力の詳細を誰よりも把は握あくしておくべきなんだぜ」

　うぐ……ロキの言うことはもっともだ。ボクは自分の力を、これまでに経験した事例から推測で考え付く範はん囲いまでしか知らない。

　この力が持つ本当の意味……いや。ボクがこの力を持つ意味。そこまで知ることができたなら、ボクは──ボクの全てを理解できるのかもしれない。

「ま、つまらねぇ話はさておき任務だ任務。ヘイムダル、ビフレストの通行許可をくれ」

「……待て。オレはまだこのイノシシをシュートしていない」

「……へ？」

「八十パーセントの力でいかせてもらう」

「いやそれ木こっ端ぱ微み塵じんに消し飛びますから！　ロキのせいでしょどうにかしてよ！」

「お、おいヘイムダルさっきの話聞いてたか？　生き返れるっつってもセイは今死ぬとマズイらしい、だからさっきの命令はナシだ！」

　焦るロキの命令撤てつ回かいを聞き、ヘイムダルさまはロキとボクとを交互に見つめる。

「まさか……シュートしてはいけないのか？」

「そのまさかですヘイムダルさま」

「……了承した。オレはこのイノシシをシュートしない」

　ほっ……よかった。融ゆう通ずうはきかないけど聞き分けはいいみたいで助かるよ。

「ったく……相変わらず冗談が通じねー野郎だな、ヘイムダルよ」

「当然だ。上段だけでなく中段・下段、あらゆる角度からの攻撃がオレには通じない」

「……。ねぇロキ、ホントにこの人がビフレストの門番で大丈夫なの？」

「お前の心配は分かるぜセイ……。でも見ろよ、今日も『アースガルド』は平和だろ？」

「驚くべきことにね……」

　ボクは今日、この世界の平和が実はとんでもない奇跡の上になりたっていることを知った。

「そらヘイムダル、分かったらとっとと許可をよこせ」

「……このイノシシも同じ目的か？」

「当たり前だ、連れだって言ってあるじゃねーか。ゲルヒルデが『ミッドガルド』に下りてエインヘリヤル勧誘、俺らはその付き添い。安心しろよ、悪さなんざしねーから」

「……了承した。帰還は……今日の日没までに。気を付けて、行って来い」

　終始変わらない口調と無表情でもって、ボクらを送り出してくれるヘイムダルさま。いや～……実際にお話ししてみたら意外とバ……バカ正直なお方みたいでちょっと驚いた。まぁでも、その分緊張せずに接することができそうだし……これはこれでよかったのかな。

　さぁて、何はともあれ生まれて初めての『ミッドガルド』旅行だ。日帰りとはいえ今日は思う存分楽しむぞ～!!







「おおぉぉ、こ、ここが人間界『ミッドガルド』……！　『アースガルド』とは空気の匂いが違う！」

　虹にじの橋ビフレストを渡り、下り立った緑の大地。勧誘するエインヘリヤル候補の自宅までの道中、ボクは飛び跳ねたり寝転んだりして全身で世界を感じていた。

「あっ、あっちに町がある！　見て見てロキ！　カラフルな建物がいっぱい！」

「はいはいそーだな。しっかしそこまではしゃぐ程のもんかねぇ。こう言っちまうのも何だが、『ミッドガルド』なんて『アースガルド』と特に大差はねーんだぜ？」

　テンションＭＡＸなボクに対して、ロキはやや冷めた口調で返してくる。ボクは思わず反論した。だってこの感動が分からないなんて、それこそ人生損してるじゃないか。

「大差はなくても感かん慨がいはあるよ！　瑞みず々みずしい緑の草原、鏡のような青い湖、雲を纏まとって連なる山々、酔いそうなほど濃密な空気──。草も木も建物も、何かと黄金尽くめな『アースガルド』の風景とはやっぱり印象が違う。何ていうかこう……絵にして持ち帰りたいくらいだよ」

　芸術家っぽく気取って、ボクは蹄ひづめで景色を切り取る。

「ほう。お主ぬし、イノシシの割には中々見込みがあるのぅ」

　突とつ如じよ、背後から年老いた人間の声が掛かる。振り返ったそこにいたのは一人の老人。大量の画材らしき物を背負った、やけに小柄なお爺じいさんだった。

「ヴィズガ！　こんなところで一体何をしてますの？」

「うん？　ほっほ、これはこれはゲルヒルデ殿。なぁに、仕事道具が切れました故、少々町へ買い出しに。今はその帰りですじゃよ」

　ヴィズガと呼ばれたお爺さんは、温厚そうな笑顔を浮かべて背中の画材を背負い直す。お年寄りが運ぶには重そうな荷物量だけど、お爺さんはそれほど苦には感じていないみたいだ。

「ゲルヒさまのお知り合いですか？」

　知り合いだということは二人のやり取りを見てすぐに分かったけど、ボクは敢えてそう尋たずねる。ゲルヒさまはボクが本当に聞きたいことを汲くみ取って、お爺さんを紹介してくれた。

「この方の名前はヴィズガ。人間とドヴェルグのハーフですの。もうかなりのご高齢なのだけれど、かつては剣聖と謳うたわれるほどの使い手でしたのよ。そして何を隠そうこの方こそ、今回ワタクシが受け持った任務のターゲットですわ」

「えっ!?　じゃ、じゃあこのお爺さんが……エインヘリヤル候補……？」

「ほっほほ、驚かれるのも無理はありますまい。二百を越えた齢よわいから数える事さえ止めたジジイですじゃ、昔取った杵きね柄づかですら疾とうに錆さび付いた始末。今はこうして絵師の真似事をしながら食い繫つないでおります。ヴァルキューレ様のお眼鏡に適かなったというのは光栄の至りに存じますが……わしは自分がその栄誉に浴よくする資格を持っているとは思えぬのです」

　まるで自分を揶や揄ゆするように薄く笑い、トボトボと歩き出すヴィズガさん。哀あい愁しゆうが漂うその背中はとても小さく、儚はかなく見える。

　──反面。心と体の奥底に秘められた、強大な何かが見え隠れしていた。

「……覇は気きがあるな」

　ボソリとロキが呟つぶやき、ゲルヒさまが同意の頷うなずきを返す。素人しろうとのボクですらその呟きに異論はなかった。

　巧みに謙けん遜そんしているように見えて、隠しきれない英雄のオーラが滲にじみ出している。もし『ヴァルハラ』に招くことができたなら、彼は間違いなく最強のエインヘリヤルになるだろう。

「着きましたな。どうぞお入り下され、工房も兼ねた自宅故、居心地は良くないでしょうが」

　世せ界かい樹じゆレーラズが見渡せる開けた湖こ畔はん、そこに建てられた木製の平屋がヴィズガさんの自宅だった。

　外観はそこそこ大きく見えたけど、中に入ってみると建物の半分は作業場と作品置き場になっていて居住スペースはかなり狭い。既に収容人数ギリギリだし、ボクはイノシシのままでいた方がいいかも。

「ヴィズガ、早速ですけれど今日こそワタクシの選定に応じて頂きますわよ！」

「ふむ？　そう仰おつしやられるからにはゲルヒルデ殿、わしの希望を叶かなえる準備が整いましたかな？」

　お茶のもてなしを制して息巻くゲルヒさまに、ヴィズガさんはからかうような視線を向ける。

　そう言えば、ヴィズガさんはどうして今日まで戦いくさ乙女おとめの選定を拒絶していたんだろう？　二人が既に知り合いだったのは、二人が前にも会ったことがあるということ。少なくとも一度は『ヴァルハラ』へ招待しに来ていたということだ。

　招待を蹴けられたからこそこうして改めての勧誘がある訳だけど、う～ん……普通だったら喜んで受け入れるはずなのに、何でそんなことになったのか。その答えは、ゲルヒさまとの特訓の中にあった。

「かつてお父上が目になさったという戦乙女の白鳥変へん化げ──今度こそご覧に入れて差し上げますわ。それで冥めい土どの土産になるのでしょう？」

「そうですな。それが絵に出来たならば現世に思い残す事はありませぬ。さて、それでは外に参りましょうかの、背景にユグドラシルを入れたいもので」

　言うが早いか、画材一式を持って外に出て行くヴィズガさん。

「あれ、工房では描かないのか。ねぇロキ、ユグドラシルって何か知ってる？」

「あぁ、そりゃ世界樹の事だ。神界うちじゃレーラズで通ってるが、人間界ここではユグドラシルって呼ばれてる。由来は知らんが、まぁ深い意味はないぜ」

「へぇ～。ユグドラシル……か」

　言葉の響ひびきを嚙かみ締めながら、ボクは遠くにそそり立つユグドラシルを見上げる。天を支えるようにして伸びる緑の大樹は、神界で見るのとはやっぱり何かが違って見えた。

　そんなこんなで始まる、ヴィズガさんの創作作業。特訓の甲斐かいあってゲルヒさまは少しの危なげもなく完璧なマンナズを披ひ露ろうし、ヴィズガさんはそれをキャンバスに描き出していく。壮大な世せ界かい樹じゆを背に、鏡のような湖面に浮かぶ優美な白鳥。それは絵心のないボクにもはっきりと分かる、最高のモチーフだった。

「ヴィズガさんは普段はどんな絵を描いているんですか？」

「そうですなぁ、普段はもっぱら風景画ばかりを描いておりますな。特に、あのユグドラシルは素晴らしい。生命力に満ちたあの大樹だけは、何百枚描いても飽あきが来ないのですじゃ」

「随ずい分ぶんたくさん描いていらっしゃるんですね」

「これを言うと驚かれるかもしれませぬが、実は剣士だった頃から絵が好きでしてな。剣より筆を握っている時間の方が断然長いのですじゃよ。まぁ結局は下手の横好き止まりだったのですがのぅ。あぁ、でもここ最近になってわしの才能は風景画ではなく、別のジャンルに向いていると気が付いたのですじゃ」

「ふむふむ。どんなジャンルですか？」

「裸ら婦ふ画が、と呼ばれるものですじゃ」

「「ら、裸婦画っ!?」」

　瞬しゆん間かん、ボクとロキは揃そろって声を上げた。

（裸婦画だって？　それってあれか、あの裸婦画なのか？　人は見掛けによらないとはよく言うけど、まさかそんな神の芸術をこのお年寄りが……？）

「爺じいさん。あんたの芸術、芸術神ブラギに代わってこの俺が採点してやるよ。ブツはどこにある？」

「イノシシ目線の感想もたまには欲しくないですか!?　ご協力いたしますっ！」

「いやぁ、それが飛ぶように売れましてな、もう残っているかどうか……あるとすれば工房のどこかにあるはず……ふむ、こんなものですかな。有り難う御座いましたゲルヒルデ殿、もう結構ですじゃよ」

　その時丁度絵が完成し、モデルを務めていたゲルヒさまが解放される。その瞬間、マンナズを解除したゲルヒさまは工房に向かうボクとロキを追い抜いてヴィズガ邸ていの玄関前に立ち塞ふさがった。

「あらお二人ともどちらに？　残念ですが絵が描きあがったからには長居は無用、帰り支度をお願いできますかしら？」

「チッ……わーったよ、ったく」

　不ふ貞て腐くされて頭を搔かくロキは、見るからに残念そうだった。気持ちは分かるよ、相棒。

「それではご招待に与あずかると致しましょうかのぅ。ゲルヒルデ殿、こちらの準備は整っております故、いつでも参られよ」

　平屋の壁に立て掛けられていた一振りの剣を取り、スラリと鞘さやから抜き放つヴィズガさん。冷たい光を宿すその切っ先が、真まっ直すぐゲルヒさまに向けて狙ねらいを定めた。

「ッ!?　ど、どういうことですかヴィズガさん！　まさかゲルヒさまと剣を交えるつもりじゃ……!!」

　嫌な予感が脳裏をよぎる。ボクは咄とつ嗟さに二人の間に割って入ろうとしたけど、どんなに走っても近付けなかった。ロキに首根っこを摘つまみ上げられ、宙ちゆう吊づりにされてしまったからだ。

　為なす術すべもないボクが抗議の言葉をぶつけようとした時、ゲルヒさまがおもむろに歩を進める。涼やかな微風を伴って立つ、開けた緑の中心で。彼女は静かに言葉を紡つむいだ。

「生者をただ連れ帰っても、それは単なる客人にしかならない。普通に死を迎えるだけでは、死者の国『ヘルヘイム』に落ちるだけ。闘争の果てに散った〝戦死者〟のみが招かれる第二の揺ゆり籠かご、それが──『ヴァルハラ』なのですわ」

　……そう、だった。誉ほまれある死を迎えた勇士であること、それがエインヘリヤルの条件だ。ゲルヒさまとヴィズガさん、二人の様子があまりにも親しげだったから失念していたけど……二人は出会ったその日から、戦う運命だったんだ。

「爺じいさんよ。勝負の前に一応聞いとくが、あんたはどんくらい強いんだ？」

「強さの証明、ですか。そうですな……」

　ロキの質問を受け、ヴィズガさんは白い顎あごヒゲを擦りながら口を噤つぐむ。数秒思案した後、伝説の剣豪は血ち色いろの瞳ひとみをギラつかせて答えた。

「剣聖などと呼ばれていたのも今は昔、老いさらばえたこの身では聊いささかも儘ままなりませぬが、全盛期ならば──竜殺しを為なした男を屈服させるくらいには」

「竜殺しの男だと？」

「おや、『アースガルド』では馴な染じみが薄い話ですかの。〝大英雄シグルズの竜殺し〟、『ミッドガルド』では誰もが知る、実在した夢物語ですじゃ。かつてのわしは──そのシグルズに負けを認めさせた事があるのです。まぁ、実際に白黒ついたとは言い難い決着でしたがのぅ」

　す、凄すごい……どんな形であれ、ドラゴンよりも強かった英雄に勝ったとなれば強さの証明には充分すぎる。それはロキも認めたのか、ロキの興味は早くも別の方向に向いていた。

「『グニタヘイズ』にエラく獰どう猛もうなドラゴンが棲すみ付いたって話は、前にラタトスクから聞いた事があったな。そしてそのドラゴンが人間に倒されたって話も」

「その人間がシグルズでしょうな。ちなみに、その時倒されたという竜は元々ドヴェルグでしてな、その弟に当たるドヴェルグから鍛冶かじの技を学んだのが、何を隠そうわしの父上ですじゃ」

「おい待て。そのドラゴン、ドヴェルグが変へん化げしたってのか？　一体どうやって？」

「詳しくは知りませぬが、聞いた話では〝欲〟からなったと。山と積まれし黄金に目を眩くらませ、邪じや悪あくなる存在へとその身を堕だ落らくさせた欲深きドヴェルグ。その名は──〝ファフニール〟」

「……ファフニール……」

　今はもう存在しない、邪悪の化身の呼び名を反はん芻すうする。ボクと同じ、竜化の技を使うドヴェルグ……彼がどのようにしてその力を手に入れたのか、一度聞いてみたかったな。

「……あれ、ロキ？　どうかしたの？　難しい顔して」

　ふと横目でロキを見ると、顎あごに手を当てて何やら思案顔。ボクは思わず声を掛けた。

「ん？　あぁわりぃ。いやなに、ファフニールって名前にちょいと聞き覚えがあったような気がしてな……。ま、この俺が覚えてねーくらいだ、どうせ大した事でもねーだろうよ」

　心配するボクに気を遣つかってか、ロキは頭を振ってすぐに表情を和やわらげる。まぁロキも随ずい分ぶん長く生きてきた神さまだろうし、物忘れの一つや二つあったって別に不思議じゃないよね。

「少々話が逸それましたかの。どうでしょう。強さの証明──ご満足頂けましたかな？」

　竜殺しの逸いつ話わとは切っても切れない、剣聖の武勇伝。揺るぎない自信を剣の輝かがやきに変えて、ヴィズガさんは証明している。その強さは、歴史に裏打ちされた本物だということを。

「ふふっ……えぇ充分ですわ。寧むしろそれくらいでなければ引き入れる意味もありませんものね。ですが──所しよ詮せんそれらは過去の栄光、今のアナタはどうかしら？　例の愛剣を出し惜しみして、このワタクシと踊れまして？」

「ほっほっほ。それは〝ミームング〟の事ですかな？　申し訳ありませぬがゲルヒルデ殿、そのように挑発なされても出せぬ物は出せませぬぞ？　でなければ……わしが勝ってしまいますからの」

「っ!!　馬鹿にして……本気にさせて差し上げますわっ！」

　刹せつ那な──烈風が吹き荒すさぶ。

　足元の芝がめくれ上がり、周囲の緑樹を一いつ瞬しゆんにして裸にするほどの嵐がゲルヒさまを中心にして巻き起こった。この圧倒的な風こそが……ゲルヒさまのリュストゥング・ヴィント！

「おいでなさいなっ、『アルダ・ツヴァイク』！」

　風が風を切り裂いて、ゲルヒさまの手元に現れたのは細身の銀ぎん槍そう。神々の小枝とも呼ばれるその槍やりは、貧相な名前とは裏腹に恐るべき由来がある。世せ界かい樹じゆレーラズの枝から作り出された神槍の影かげ打うち……つまり、オーディンさまが持つグングニルの姉妹槍なのだ。

「『翠すいの神槍』、ゲルヒルデ！　参りますわよっ！」

「『黒き剣聖』、ヴィズガ。尋じん常じようにお相手致す！」

　名乗りと踏ふみ込みはほぼ同時、彼ひ我がの距離は瞬またたく間にゼロとなり、ぶつかり合う互いの得え物ものが激しい火花を撒まき散らす。目まぐるしく入れ替わる攻守、間断なく交わされる剣けん戟げきは、相あい対たい尽くの殺陣たてを思わせるほどに美しい。とはいえ姉妹中最速を誇るというゲルヒさまの舞ぶ踏とうは、残念ながらボクの目には残像すら映らなかった。

　でもそれ以上に驚きだったのはヴィズガさんの立ち回りだ。出会った時に見せていた謙けん虚きよさをかなぐり捨てて、戦せん闘とう前に突とつ如じよ始めたセルフハードル上げ……あれは正直言って負けフラグだと思っていた。

　だけどそれは違ったんだ。ゲルヒさまの姿を目で追えていない様子なのに、余裕の剣けん捌さばきで全ての攻撃をいなしている。研とぎ澄まし、磨みがき上げ、鍛きたえ抜かれた究極の心技体……衰おとろえなんて微み塵じんも感じさせない、これが伝説級の絶技──。

「はぁぁッ!!」

　繰り返される剣けん戟げきの音を追い抜いて、一ひと際きわ強烈な一撃。ゲルヒさまが気合を込めて放った神速の一突きは、それでも剣聖ヴィズガの体に届かなかった。

「……ふぅ。恐ろしく速い刺突、わしでなければ見逃しておったのぅ」

「あら残念。あれで充分やれると思ったのですけど、手加減が過ぎてしまいましたわ。ですが元・剣聖のお爺じい様さま……実はもっと残念なお知らせがありますの」

「ほう？　その悲報、聞かない訳にはいかぬのでしょうな。どういった内容で？」

「えぇ。戯たわむれはお仕し舞まい、というお知らせですわ！」

　ゲルヒさまがそう宣言した瞬しゆん間かん、烈風に電光が迸ほとばしった。魔ま力りよくを帯びた風は限界を超えて密度を増し、目で見えるほどの実体を形作る。時を同じくして頭上に垂れ込めるは、雷鳴を轟とどろかせる巨大な黒雲。その黒き巣そう窟くつから、咆ほう哮こうと共に荒れ狂う辻つじ風かぜが舞い降りた。

「やれやれ……これは最も早はや武芸でどうにかできる物ではありませんなぁ」

「ふふ、残念な気分になれまして？」

「残念……そうですな、本当に残念ですじゃ。これ程に胸を熱くする戦いがこれまでと思うと、惜しくてなりませぬ。どうか、この老いぼれが煩ぼん悩のうに毒されぬ内に葬って下され」

「……御免なさい。それではヴィズガ、次は『ヴァルハラ』でお会いしましょう」

　黒き風の濁だく流りゆうが槍やりと交わり、ゲルヒさまは竜巻を振りかざす。この光景は誰も見たことがないはずだ。横倒しになった竜巻を手に、風神と化した乙女おとめが世界の全てを吹き飛ばす！

「神技──〝ブラーゼン・シュトース〟」
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　追つい悼とうするが如ごとくしめやかに、手にした竜巻が投げ放たれる。巻き起こった神風が黒雲を吹き晴らし、巻き上げられた湖の水が雨となって空に虹にじを架かけた。そこに剣聖ヴィズガの姿はない。神技を受けて散った英雄の魂たましいは、あの虹を渡って天上へと導かれたんだ。

　目を奪われるほど幻想的な決着。なのに、そこには一つだけ違和感があった。今さっき投とう擲てきされたはずの槍が、ゲルヒさまの手元に残ったままなのだ。ボクが不思議に思っていると、ゲルヒさまは愛いとおしそうに槍の柄えを撫なでながら言った。

「お帰りなさい。今回は早かったですわね、世界一周の旅は楽しめて？」

　世界一周、って……そ、そんなバカな！　ゲルヒさまの投げた槍は、投げると同時に世界を一周して手元に戻っていたって言うの？　そんなのは誰にも避よけられない。オーディンさまの槍やりが〝必中〟なら、ゲルヒさまの槍は〝不可避〟──神しん槍そうの影かげ打うちは伊達だてじゃないってことか。

「ひゅ～、やるじゃねーかゲルヒルデ。中々見み応ごたえのある勝負だったぜ」

　戦いくさ乙女おとめの戦ぶりはボクも初めて見た。とてつもない名勝負に見えたけど、ロキの目にもそう映ったのならきっと本当に凄すごかったに違いない。

「お褒ほめ頂き光栄ですわ。さ、これで任務は無事終了、『ヴァルハラ』に引き上げましょう」

「そうですね。早く戻って、先に逝いったヴィズガさんに挨あい拶さつしに行きましょう！」

　この歴史的名勝負の果てに、一人の英雄が死んだ。エインヘリヤルを招くっていうのはこういうことだったんだと、ボクは今日改めて思い知った。これからはもうちょっとだけ、あの人たちのわがままに付き合ってあげてもいいかもね。

「おっ、わりわり、いや～わりぃな二人とも。何か俺、急な腹痛が……すぐ追い付くから先行っといてくれ。う～トイレトイレっと」

　何だ？　ロキが突然腹痛を訴えてヴィズガ邸ていに駆け込んでいったぞ。いや、腹痛は突然襲おそってくるものだけど、どこかわざとらしかったような……あっ！

「す、すみませんゲルヒさま！　ボクも急な腹痛が！」

「は？　な、何ですの、本当に突然……二人揃そろって拾い食いでもなさいまして？」

「いやその……ゲルヒさまの戦いぶりに感動しすぎてお腹なかにきたというか……と、とにかく行ってきます！」

　もっといい言い様もあったと思うけど、ボクの頭で咄とつ嗟さに出せる言い訳なんてこの程度だ。ボクは結局力技で押し切って、戦いの余波で崩落しかけたヴィズガ邸ていにダッシュした。

「ワタクシ、あまり人前で戦わない方がいいのかもしれませんわね……」

　その結果ゲルヒさまに余計な煩はん悶もんを抱かせたことは、ボクが知る由よしもない。







「ロキ！」

「うおっ!?　って何だセイかよ、ビビらせやがって。ハハン、お前もこっちに来たって事は……やるべき事は分かってるな？　相棒」

「当然だよ相棒。さ、手早く済ませよう」

　ルーンで人じん化かしたボクはロキと手分けして、ヴィズガさんの工房を手当たり次第に物色する。ボクらの目的はもちろん、伝説の剣豪絵師が描き残したという至宝、裸ら婦ふ画がの発掘だ。

　こんなのただの泥棒だって？　おいおい変な言い掛かりは止よしてくれ、これは歴史的価値のある絵画を保護するための言わば正義の行いだよ。

「チッ、ねぇな……ていうかそれ以前に工房が荒れ過ぎだ、ゲルヒルデの野郎め、調子こいてビュービュー風吹かせやがって。これじゃ捜索にならねー」

「むしろこのオンボロ屋敷、よく全ぜん壊かいせずに済んだと思うよ……。あっ！　見てロキ！　この戸棚の引き出しのとこ、『裸婦画』って書いてあるよ！」

「よっしゃでかした！　よっ……チ、このままじゃ無理か。セイ、俺が瓦が礫れき上げるからその隙すきに引っ張り出せ！　せーのっ」

　ロキとの協力プレイによって宝箱は無事回収。時間がない、早速中を検あらためよう。

「おお～来た来た来たぁ……って何じゃこりゃあ!?」

　秘密の引き出しから現れたのは、美人美少女の一糸纏まとわぬ裸体が描かれた男子垂すい涎ぜんの一品。……の、ラフ画だった。

「デザインスケッチ!?　おおまかっていうかラフ過ぎだろっ！　確かに裸婦画だけど！」

「裸婦画のラフ画かぁ。ププッ、これは一本取られ」

「今笑ってみろ、殺すぞ」

「ごめんなさいでした」

　いやボクだって悔しい気持ちいっぱいなんですよ？　ここまでフラストレーションが溜たまってこの仕打ち、こうなると男の裸でいいから見たくなる……わけないか。

　他に何か残ってないかな？　そう思って戸棚の引き出しを下から順に開けていくと、一番上の引き出しから大量の絵が出てきた。これは……。

「ユグドラシルの絵だ。凄すごい──まるで本物をそのまま張り付けたみたい。ヴィズガさんは才能無いなんて言ってたけど、才能無しでここまで上手に描けるはずないよ」

「このクオリティの裸ら婦ふ画がが見たかったなぁ」

「まだ言ってる……。『ヴァルハラ』に移っただけなんだから、今度頼んでみれば？」

「そうかその手があった！　モデルはフレイヤにしよう！」

「その時は立ち会いますよっ！」

　女神さまがたをモデルにする発想はなかった！　ロキってばナイスアイディアだよ。むふふ、これで明日からの毎日にまた一つ楽しみが増えてしまったね！

　あぁ、今から夢が膨ふくらむなぁ、フレイヤさまの次はもちろんブリュンヒルデさまにお願いして、次はロスヴァイセさま……いや、そこはヴァルトラウテさまだろう。待て待て、恥ずかしがるシュヴェルトライテさまやグリムゲルデさまも捨てがたい……。

　でも安心して下さい、ボクにとっての一番は、やっぱりブリュンヒルデさまだから。綺き麗れいな額に入れて部屋の四方に飾り付けて、安らかな眠りにつけたらもう最高。欲を言えば、いつかは自分の手で描いてみたい気もするよ。

「……ん？　ロキ、どうかした？」

　めくるめく芸術の日々に胸をときめかせていたボクは、ふとロキが神妙な顔でユグドラシルの絵を見つめていることに気が付いた。ロキは手にしていた二枚の絵を傾かたむきかけた作業台の上に並べ、トンと指を置いて言った。

「この絵と……こっちの絵。何か違和感ねーか？」

「違和感……？　うーん……分からないなぁ。こっちが古くて、こっちが比較的新しい絵っぽいけど、それ以外に違いある？　同じユグドラシルの絵だよ、それもとびきり細密なね」

「あぁ。だが問題なのはまさにそこだ。神かみ懸がかって細密な絵のクセに、何か違う。構図も、恐らくは描いた時間帯すら全く同じはずなのに何かが微妙に違う。微妙すぎて気付けねぇレベルの、何かが──」

　ロキの指摘を受け、ボクはもう一度よく絵を見比べてみる。……ダメだ、何回見返してもボクには何の違いも感じない。

　その時──微かに地面が揺れた。

「っと、地震か？　セイ、この家はもう持たないかもしれねぇ、危ねーからさっさと出るぞ」

「う、うん。そうだね……」

　その時感じた、小さな揺れ。

　世界がクシャミを堪こらえたような、小さな身み震ぶるい。

　でももし……世界がクシャミをしてしまったら、世界はどうなってしまうんだろう？

　軋きしみを上げるヴィズガ邸ていを後にしながら走るボクは、何故だか──震えが止まらなかった。
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「よしセイ君、今日もそろそろ逝いってみようか。準備はいいかい？」

『ミッドガルド』旅行から無事帰還したその日の夕暮れ。ボクは料理長の合図を受けて、いつものように『ヴァルハラキッチン』のまな板上に立つ。グツグツと煮えたぎる鍋を見下ろせるその定位置は、さながら断頭台──じゃなかった、飛び込み台だ。

　当たり前のことだけど、ここに立つといつも心が押し潰つぶされそうになる。注射を打たれたって死にはしないけど、打たれる直前は怖いでしょ？　それと同じ。ボクは死んだって生き返れるけど、死ぬ直前はやっぱり死ぬほど怖いんだ。実際、痛みや苦しみといった死ぬまでのプロセスは、何一つ省略されないわけだし。

　だからこそ、これまでのボクは死を受け流してきた。真まっ向こうから受け止めてたら、きっと心が死んでしまうから。でも……これからは違う。ロキという名の新しくできた相棒が、ボクの心に安らぎを与えてくれるはずだから──。

「準備オーケーです料理長！　見てて下さい、今日もとびきり美味おいしい肉になりますから！」

「おっ、気合入ってるな？　何だい何だい、何かいい事でもあったのかい？」

「いやぁ、実はこれからあるというか……まぁロキの頑張り次第なんですけどね」

「ロキ……って……おいおいセイ君、それってまさかあのロキ様の事じゃないだろうな？」

「そのまさかですけど」

　事も無げに答えた瞬しゆん間かん、料理長の笑顔がピシリと凍こおり付く。その笑顔はヒドくぎこちない動きで驚きよう愕がくへと変わり、次いで一切の表情を無くした。

「……。あ～、僕はね、君はいつか大きい事をやらかす男なんじゃないかと思ってたけど……どうも思ってたのとはスケールが違ったみたいだ。お別れ会は盛大にやりたいから、その時は早めに言ってくれると助かる」

「は？　な、何ですかお別れ会って！　お別れなんてしませんよ!?」

「ん？　あれ、引き抜きの話じゃないのかい？　ロキ様に気に入られて」

「友達になったってだけですよ！　ボクの師匠は後にも先にも料理長だけですから、これからもよろしくお願いしますよ！」

「セ、セイ君……！　僕は感激したっ！　こちらこそよろしく頼むよ！」

「はいっ、料理長！」

「じゃ、入って」

「はい、料理長……」

　ドボン──。

「ッぎゃああぁぁああっぢぃぃぃぃーーーーッッ!!」

　──カポン。

　地獄の蓋ふたが閉ざされて数分後。世界が日没を迎えるとともに、ボクは新品の体になってカマドの横に復活を果たした。ふぃ～……いくら前向きになったつもりでも、この心地の悪さはおいそれと誤ご魔ま化かしきれるもんじゃないや。

〝グルヴェイグ〟発動に際する魔力消費と死の記憶により、肉体的にも精神的にも疲労したボクはその場で少し休きゆう憩けい。すると、それまでカマドの火の具合を窺うかがっていた料理長がニコニコ顔でこっちにやってきた。

「お疲れセイ君。今日の湯加減はどうだった？　今日は小細工一切無し、このカマドで出せる最高温度でやってみたんだけど」

「あれ？　確か初日もそんなこと言ってませんでした？」

「ハッハッハー！　実はあれから最高温度を更新したのさ！　オーディン様にお願いしてね、〝ケナズ〟の力を宿した石をカマドに埋め込んだんだ」

「ケナズと言うと……確か炎のルーンですよね。なるほど、それで火力を底上げすれば……ん？　待って下さい料理長、よく考えたらソレを埋め込んでも意味なくないですか？　いくらカマドの火力を底上げしたところで、結局お湯の沸ふつ点てんは変わらないんですから」

「そうだね。沸ふつ点てんが上がらなければお湯はどんなに熱しても百度を超える事はない。でもセイ君、僕はケナズの力でカマドの火力を上げたとは、一言も言ってないよ？」

「え……と、それってつまり……？」

「ケナズは炎を操るルーンだ。だけど炎は空気がなければ発生しない。つまりケナズは炎を操るルーンである前に、空気を操るルーンでもあるのさ。それに加えて僕は今回、ケナズと一緒に氷のルーンである〝イサ〟を刻んだ石も埋め込んでもらった」

「イサのルーンまで!?」

「まぁね。ケナズの力で発生させた大量の空気をイサの力で空間固着させ、カマドの周りに空気の層を作って密閉する。それを熱し続ければ中の気圧が上がり、沸点も上昇する。その結果、百度以上のお湯を作り出す事が可能になったって訳だ」

　な、なるほど……つまり……どういうことなんだろう？

「分かってない反応だなそれは。まぁいいよ、湯加減の感想だけ聞ければ。どうだった？」

「そ、そうですね、正直言ってボク好みでした。これだけの高温ならほぼ即死できるし、精神的な負担は大分軽くなると思います。けど、さすがにこれだと高温すぎて調理前に肉の旨うまみが壊こわれてしまうんじゃ……」

「チッチッチ、その心配も無用さ。カマドにはイサの石も埋め込んであると言ったろ？　君の蘇そ生せいを確認したら、その瞬しゆん間かんに急速冷却して通常の温度に戻るように設定してるんだ。イメージとしては、強火と弱火の熱量を瞬時に切り替えられる感じかな。どうだい完璧だろ？」

「す、凄すごいハイテクじゃないですか！　『ヴァルハラキッチン』が生まれ変わりましたよ！」

「そうだろう？　いや～、やっぱりこれまでの設備だとセイ君ばっかり辛つらいと思ってね。少しでも君のためになるように、毎日コツコツ根回しして優ゆう遇ぐうしてもらったんだよぉ」

「りょ、料理長ぉぉ……ボクは感激ですっ！　ボクなんかのためにそこまでして……！」

　と、ボクが感動の涙を流しかけたその時、不意に料理長が厳しい視線を投げ付けてきた。

「〝ボクなんか〟なんて言い方は良くないぞセイ君。君は君が思っている以上に素晴らしい、オンリーワンな存在なんだ。毎晩君一頭が犠ぎ牲せいになる事で、これまでに何頭の家畜が命を拾ってきた事か。もちろん家畜は食べるために育てている訳だけど、食べられるために生きてるなんて家畜達は思ってないよ。命は命なんだ、一秒でも長く生きていられる方がいいに決まってる、たとえ次の日の朝食にされるのだとしてもね。だから忘れないで欲しい。英雄達に食べられ続ける君もまた、既に英雄なんだって事を」

　滔とう々とうと紡つむがれる賛辞を受け、ボクは何ともムズがゆい気持ちになる。でも料理長が言う通り、家畜の目線に立ってみればボクは確かに英雄なのかもしれない。いや、家畜に限らずエインヘリヤルたちにとっても……ううん、それらを養う神々にとって、ボクはなくてはならない存在だ。

　そう──そのはずなんだ。だってボクは〝あの日〟、みんなに必要とされてこの『ヴァルハラ』にやってきたんだから……。
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　──今からおよそ一月前、『イーダフェルト大神殿』。

　偉大なるアース神族達が、極めて重要な会議をする時にのみ開放される神聖な場所。その奥に鎮ちん座ざする大理石の円卓をグルリと囲み、アースの主要な神々が向かい合っていた。

「我が愛いとしきアースの子、偉大なる神達よ。突然の召集にも拘かかわわらずこうして馳はせ参じてくれた事、まずは感謝する」

　最初に口を開いたのは、上座に座る最も年老いた神だった。軽くウェーブの掛かった白く長い髪、威厳と共に蓄たくわえられた口くち髭ひげと顎あご髭ひげ、深く刻まれたシワだらけの顔は、左目部分だけが黒い眼帯で覆おおわれている。彼こそが、アース神族を統すべる最高神・オーディンだ。

　彼の両りよう隣どなりの席に座るのはその息子達、光の神バルドルと雷神トール。それから順に、軍神フレイ、テュール、芸術神ブラギ、バルドルの弟達であるヘズ、ヘルモーズ、ヴィーザル。そしてオーディンの背後には彼の義弟・ロキが控えている。

「今回皆に集まってもらったのは他でもない。ミーミルが告げた世界の終末、『ラグナロク』の予言以降増加の一途を辿たどる神々の駒こま──エインヘリヤルの食しよく糧りよう問題について議論する為だ」

　単刀直入に議題を切り出すオーディン。その題目は予かねてより水面下で問題視されていたもので、いつか大事に至る事を暗に示し唆さする者も少なくなかった。

「へぇ。来るべき時が来たっつーわけだ、いよいよな。で？　何故親父はわざわざオレ様達を集めた。対応策は固まってんだろ？　少しくらいはよ」

「はぁ……トールよ。そなたはそろそろ頭突き以外の頭の使い道を覚えるべきだ。対応策が少しでも固まっていればいつものように告知で済ませる。これはとても難しい事案なのだ」

「ハッ！　舐なめんなよ親父、オレ様だって頭使う事ぐらいあるぜ、頭突き以外に」

「ほう？　言ってみろ」

「土下座」

「それは大切だな。妻シヴとは上手くやれてるだろう」

　賢神と謳うたわれる自分から何故このように蒙もう昧まいな神が生まれたのか、オーディンは心底嘆いた。

「エインヘリヤルらの数はもうじき二十万に手が届くという。海神エーギルから買い占めた宴うたげ用の食糧も、底を突くのは時間の問題。更に買い付けようにも備蓄の黄金が持たんし、そもそもエーギルが持つ食糧とて無限ではない。どうにか打開策は出せんものか……」

　はぁ、と深く溜ため息を漏もらすオーディン。困り果てた彼の身には、主神の威厳すらも残り僅わずかに見えた。

「オーディン様。心苦しいですが、彼らを幾らか間引くというのは？」

「うむ、それはワシも考えた。しかしなフレイ、ヨトゥンの軍勢は強大にして膨ぼう大だいだ。もしも奴やつらにぶつけるつもりならば、最低でも今の倍の数は必要だとワシは考えている」

「この上さらに倍、ですか……。それは相当に画期的な打開策が求められますね」

　それきり会議は滞る。そもそもの話、最も賢いとされるオーディンを以もつてしても浮かばない策を、他の神が雁がん首くびを揃そろえたところでどうにかできるものでもない。この会議は始める前から、暗あん礁しように乗り上げていたのだ。

　……しかし。ここにきて思いもよらない人物から意見が飛び出した。

「なぁ、アレを使うのはどうだ？　タングリスニとタングニョースト」

「……トールよ、まさかそなたが口火を切るとはな。二頭のタングか、確かそなたが所有する魔法のヤギだったな？」

「あぁ。アイツらはオレ様のミョルニルの祝福さえあれば何度でも生き返る。つまり何度でも食えるってこった。ま、骨と皮を傷付けないっつー条件付きだけどよ」

「ふむ。正直言って、その案は好よい線を行っていると思うぞ。ただな……エインヘリヤル共に骨と皮を傷付けない上品な食べ方ができるとは思えんし、晩ばん餐さんの度にそなたとミョルニルを『ヴァルハラ』に通わせる訳にもいかん。画期的だが、現実的とは言えんな」

「そうか……何でぇ、これで決まりだと思ったのによ。ああ[image: ～][image: ～]っったく!!　いつまで続くんだこの会議はよ！　おいロキッ！　てめぇさっきからダンマリじゃねぇかよ、何かねぇのか！」

　渾こん身しんの案に却下を食らい、不機嫌の矛ほこ先さきをロキに向けるトール。しかし、これはただの八つ当たりという訳ではない。知神として名高いオーディンでさえ舌を巻く狡こう猾かつさを持つロキは、こういう場でこそ本領を発揮する。彼が生み出す神しん算さん鬼き謀ぼうを、この場の誰もが欲していた。

「やれやれ、そう無茶振りしてくれるなよトール。こちとら何も浮かばねーから黙ってたのによ。けどまぁ、お前のボツ案を聞いて俺にも一つ案が浮かんだぜ」

　その一言を受け、絶望に沈んでいた神々の表情がぱっと華やぐ。次の言葉を期待に満ちた視線で促うながされ、ロキは肩を竦すくめて続けた。

「少し前の話だ。ラタトスクの奴からちょいと面白い話を耳にしたのさ。何でも『イーダフェルトの森』の奥深くに、不死身のイノシシが棲すみ着いてるらしいぜ」

「不死身のイノシシだと……？」

「あぁ。オマケにもう一つ。何でか知らねーがそのイノシシはとんでもねぇ宝具まで所持してるって話だ。何でも〝一切中身が減らない鍋〟だとか」

「何っ!?　それは今の我らにとって正しく誂あつらえ向きな宝具ではないか！　ロキ、その話は確かなのか？」

「聞いた話だ。真偽と詳細についてはまぁ、現状じゃ何とも言えねーな。少なくとも、一度会いに行ってみる価値はあると思うぜ？」

　言って、ゆっくりと円卓を見回すロキ。そこに座す顔ぶれに、異論を挟む者がいようはずもなかった。

「……決まりだな。よし、今回の会議はここまで。我々がゾロゾロと赴おもむいてもイノシシは恐れて顔を出さんだろう、ワシとロキが代表して会いに行く。他の者は解散、持ち場へ戻ってくれ」

「マジかよ、なぁ親父、オレ様もくっついてっていいだろ？」

「ならん。取り分けてそなたはな、〝巨人殺しの赤あか獅じ子し〟」

「ケッ……強面こわもて野郎は端から願い下げってか。だったらフレイヤでも連れてけってんだ」

　不満を露あらわに言い捨て、トールは大おお股またで神殿を後にする。物ぶつ騒そうな通り名に恥じない粗そ野やな振る舞いを見れば、オーディンの判断は誰の目にも正しく映るだろう。

「……なるほどな。ちょっと待て、ヘルモーズ」

　トールの捨て台詞ぜりふを聞き、何かを思案していたロキは慌あわててヘルモーズを呼び止める。

「ちょいと頼みがある。スレイプニルを使って構わねぇから、手土産になりそうな品を大至急手配してくれねーか？　コイツは俺の独断だが、礼儀うんぬんじゃなくきっと役に立つはずだ。ただし──森まで持ってくるのはお前じゃねぇ。そうだな…………ブリュンヒルデとか、いいかもな？」

　手配だけを任せ、運送は別人に。ロキの奇妙な頼み事が一体どんな意味を持つのか、この時は誰にも予想がつかなかった。







　神殿を出て南に少し歩いた先。そこには青々と生おい茂しげる奥深い森が存在する。際立って田舎めいたその一角こそ『アースガルド』に残された最後の秘境、イーダフェルトの森だ。

　自然豊かなその森の木々には多種多様な果実が実り、そよぐ草花、せせらぐ小川、はためく鳥や昆虫達が溢あふれんばかりの生を謳おう歌かしていた。

　手付かずの自然が続く細道を搔かき分けて進むと、急に開けた場所へ出る。そこには外壁を無数の蔓つるで覆おおわれた、しかし確かに人の手が入った建造物があった。かつて何者かが造り打ち捨てた……というほど古くも傷いたんでもいない、比較的新しい感じの木造家か屋おくだ。

「イノシシ小屋とは思えんな。こんな場所に誰か住んでいるのか？」

「俺に聞かれてもな。兄貴のフリズスキャルヴで見られなかったのかよ？」

「無茶を言うな。あの玉座は確かに世界を見渡せるが、その全てに目を通せる訳もなかろう。目的を持って眺める時に初めて役立つ、そういう代しろ物ものだ。ほれ、たとえば女湯とかな」

「とんだ覗のぞき見アイテムだな……今度使わせてくれよ。さて、取り敢えずノックといくか」

　コン、コン。

「あら？　誰かしら？　はぁ～い！」

「うお、返事だ。さぁて、鬼おにが出るか蛇じやが出るか、はたまたマジでイノシシが出るか……」

　ロキのノックに応じて家の中から現れたのは、薄茶色の毛並みをしたエプロン姿のイノシシだった。奥にはもう一頭、濃い茶色の毛並みのイノシシがソファーでパイプを燻くゆらせている。

「普通に生活しすぎぃ！　おいあんたらホントにイノシシかっ!?」

「見ての通りですけど……？」

　そう言われると、確かにそうとしか見えない。ロキの目の前にいるのは間違いなく二頭のイノシシだ。彼らの暮らし振りがどうであれ、それは事実として受け止める必要がある。

　ロキは大おお袈げ裟さな咳せき払ばらいでカルチャーショックを振り払うと、本題を切り出した。

「ゴホン！　いや、突然押し掛けて済まない。あんたが不死身のイノシシか？」

「不死身？　あ、ひょっとしてセイちゃんの事を言ってるのかしら」

「こら母さん！　自分から息子の名前を出しちゃ駄目じゃないか！　新手の詐さ欺ぎだったらどうするんだ！」

「あ、あらあらごめんなさいお父さん。でも見て、この方の目、左右で色が違くて凄すごく綺き麗れいよ。こんな綺麗な目をした方が詐欺師のはずないわ」

「物理的に綺麗でも意味ないぞ？　全く母さんときたら……え～、そちらは旅の方々ですかな？　このような辺境に何の御用で？」

「死なないイノシシがいると聞いて来た。あんたらの息子がそうなのか？」

「……。申し訳ありませんが、何かの間違いでは？　死なない生き物なんてこの世に存在しない。もしいたとすれば、それは生き物ですらないでしょう」

「そう来ると思ったぜ。……確かな筋の情報だ、我が子を想おもう気持ちは美しいが、隠すと為ためにならないぜ？　あんたの息子が生き物か化け物かなんて、こっちの事情にゃ関係ないんだ」

「人聞きが悪いですな。隠すも何も、息子は普通に死にます。不死身などではありませんよ」

「ほう？　そりゃまるで……普通に死んだ息子が、今も生きてるみたいな言い種ぐさだな？」

「!!　くっ……それ、は……」

　ロキの一言を受け、見て取れるほどに狼狽うろたえる父イノシシ。図星を突かれた、それは火を見るより明らかだ。

「あれ？　珍しいなぁ、お客人ですか？」

　その時、ロキ達の背後から唐突に声が掛かる。声変わり前の少年、あるいは少女のような、中性的な声だった。

　見れば声の主は小さなイノシシ。まだウリ坊と表現してもいい煤すすけ色のイノシシは、沢山の野草や果物が入った籠かごを台車で牽ひいてきたところのようだ。

「セイッ……何てタイミングで帰ってきたんだ！」

「ええっ!?　何かマズかったの？　この人達は一体……」

「おっと、怪しいもんじゃないぜ。名乗るのが遅れちまったが、俺はロキ。そしてこっちが」

「……オーディンだ。耳にした事くらいはあろう？　『アースガルド』の子よ」

　冷厳なるその声に、その場の誰もが息を飲み、平ひれ伏ふす。この地を統すべる神の御み名なを知らぬ者などいはしない。それがどんな僻へき地ちの、乳ち飲のみ児ごであってもだ。

「答えよイノシシ。聞けばそなたは実に稀け有うな力を有しているらしいな。不死身……それは本当か？　そしてそなたが持つという、魔ま法ほうの鍋も」

「ふ、不死身？　あぁ、えっと……魔法の鍋っていうのがアレのことなら、それは確かに持ってます。でもボクが不死身かというとそれはまたちょっと違うというか……あのですね、ボクは正確には不死身などではありません。死んでも生き返れるだけなんです」

「生き返れるだと？　……どうやってだ？」

「どうやっているのかは、自分でも分かりません。ただ、ボクってばおっちょこちょいだから今までに命を落としたことが何度かあって……たとえばこの家を造ってる時に木材に押し潰つぶされたりとか、山菜取りに行って毒どく蛇へびや毒虫にやられたり、川や谷に落っこちたり。でもその度にどういうわけか生き返って、今もこうして生きています」

「それは何度でも、か？」

「恐らくは、無限に」

「ふむ……それが事実であれば何という恐るべき力。まるでそう、グルヴェイグを思い出させるような──。セイと言ったな。そなたとそなたが所有する魔法の鍋の力、我らの下で役立てよ」

「えっ！　す、凄すごい！　ボクなんかでお役に立てるのでしたらぜひっ！　それで、ボクは一体何をすれば？」

「『ヴァルハラ』に来い。そこでエインヘリヤル達の晩ばん餐さんとなるのだ」

「『ヴァルハラ』にですか!?　本当に凄いや、このボクが『グラズヘイム』の宮中にお招き頂けるなんて！　……ん？　え、でも……えへへ、聞き間違いかな？　今晩餐って……」

「よく聞こえているではないか。晩餐だ。そなたは今日から毎晩、人間達の食事となるのだ」

「は……？」

　セイが人であったならば、みるみると顔が青あお褪ざめているところだろう。その小さな体が、冗談ではないほどの勢いで震ふるえだしていた。

「そんな……それ、それはボボ、ボクに、毎晩死ねということですか？　毎晩、毎晩……」

「そうだ」

「それは……、……ご命令ですか？」

「無論だ」

　その時、傍かたわらで跪ひざまずいていたセイの両親がマンナズのルーンで人の姿を取る。その目は崇あがめる者を見る目ではない。愛する者を護まもるため、全てを投げ打つ覚悟を決めた者の目だった。

「チ……止よしておけよ。それで一体何が救われるってんだ」

「黙れ。愛する息子が無限の死を要求されたのだ、その苦しみが貴様に分かるのか……！」

「……。分かり過ぎるから困ってんだよなぁ……」

　ボソリと。その場の誰の耳にも届かない声で呟つぶやき、ロキはガシガシと頭を搔かき毟むしる。そしてロキは懐ふところから一本の小枝を取り出し、オーディンに対して驚くべき事を口にした。

「よぉ兄貴。イーダフェルトの名が付く聖なる場所で血は見たくねぇ。ここは一つ折れちゃくれねーか？」

「……ロキ。何のつもりか知らんが、こちらとて後があると思うのか？　それにこやつを利用する策はそなたが講じたのではないか。今更尻しり込ごみとは聊いささか無責任が過ぎるな」

「生憎あいにくと悠々自適がモットーでね。なに、あんたに命令する気はねぇさ。コイツはちょっとしたお願いだ。やるかやらないかは、ヤツ自身に決めさせる。俺の要望はそれだけだ」

「……ふん、いいだろう。エインヘリヤル如ごときのために我らが兄弟喧げん嘩かなど笑止千万の笑い種ぐさだ。たまには兄らしく弟の我わが儘ままも聞いてやるとしよう。イノシシよ、選ぶがよい。この閉ざされた箱庭で生きながらに腐り果てるか、神の宮殿で最上の栄誉のもとに死を遂とげるかをな」

「ボ、ボクは……」

　オーディンの言い様に、セイの心は揺らいだ。ここで首を横に振れば、これまで通り平へい穏おんな毎日が約束される。しかしそれはリスクも無ければチャンスも無い、停滞した日常。自分が望んでいるのは本当にそんなものなのか。

　とはいえ首を縦に振ったが最後、死に続ける毎日が待っている。森の外へ飛び出す代わりに鍋の中へ飛び込み続ける、波乱の日常。果たしてそれは命を差し出すに値するものなのか。

　もう一つ、今一つ。身を捧ささげるだけの何かが足りない。自分の中への問い掛けだけでは答えを出せず、セイは周囲に気を移す。

（！　父さん……母さん……）

　決死の面おも持もちで行く末を見守る両親が、そこにいた。誰よりもセイを愛し、誰よりもその身を案じる掛け替えのない存在。セイは痛感する。停滞と波乱、二つの日常のどちらをセイが選ぶとしても、後悔だけはあってはならないのだと。

　自身の不安と両親の心配。そのどちらをも払ふつ拭しよくするだけの、笑顔の理由を──。そうセイが願った時だった。

「あの……遅くなって申し訳ありません。手土産の品をお持ちしました」

　重苦しい森の沈黙に、前触れなく咲いた一輪の声。天使の歌声を思わせるその美声を受け、その場の全ての視線が声の主に集中する。

　その者はうら若き少女。腰まで届く淡い金の髪を靡なびかせて、羽飾りがあしらわれた青せい藍らん色しよくの鎧よろい兜かぶとを身に纏まとう、戦死者達の導き手。戦いくさ乙女おとめヴァルキューレだ。

「おっ、ブリュンヒルデ！　やっと来たかよ、待ちくたびれちまったぜ」

「す、すみませんロキ様。どんな品をお選びしたらいいのか迷ってしまって……」

　ブリュンヒルデと呼ばれた少女は平謝りに謝りつつ、持っていた手て籠かごから手土産の品を取り出す。迷った挙句に選ばれたのは神々の間では定番にして必ひつ需じゆ品ひん、黄金の林りん檎ごだった。

「こちらは食べればしばらくの期間不老の効果を得られるという黄金の林りん檎ごです。心ばかりの品ではありますが、どうぞお納め下さい」

　言って、そっと林檎をセイの前に差し出すブリュンヒルデ。しかしセイは林檎を受け取らず、またその目は林檎を見てもいない。その視線はただひたすら、ブリュンヒルデが浮かべる極上の笑顔にのみ注がれていた。

「あ、あれ？　あの……イノシシさん、林檎を……」

「ハッ!?　すっすすすすみませんっ!!　あぁああのあのあのっ、ブリュンヒルデさまっ！」

「はっ、はい？　何でしょう？」

「ブリュンヒルデさまはそのっ、普段はどちらにいらっしゃられるのでしょうか!?」

「ふ、普段ですか？　えっと、普段のお昼は『ミッドガルド』へ死者の選定に行って、非番の時は『ヴィーンゴールヴ』で休養をとります。夜は毎晩、『ヴァルハラ』でエインヘリヤルの酌しやくをして回っています」

「『ヴァルハラ』にいらっしゃるんですか!?　毎晩!?」

「そ、そうですね」

　矢や継つぎ早ばやに質問を繰り返し、セイはそこでようやく息をつく。

　しばしの静寂の後。困惑しつつも口元にだけは笑みを残したブリュンヒルデの手を取ると、セイは一世一代の決意を固めてその心を表明した。その心よりも若じやつ干かん大きめの、下心を押し隠して。

「やりますっ！　ボクを……エインヘリヤルたちの食事にして下さいっ!!」




　　　　　○　　　　○　　　　○　　　　○　　　　○




　──ということがあって、現在に至るわけなんだ。え？　両親の愛情とか、その他もろもろはどうなったかって？　大丈夫、二人とも快く送り出してくれたよ。反抗的な態度をとったこともロキの口くち利ききで水に流してもらえたしね。

　それからの仕事はオーディンさまが命ぜられた通り。毎晩のように死ぬかと思うと、正直怖くてたまらなかった。それは今でもそうだし、これから先も多分ずっと変わらない。

〝それでも〟、と思えたのは……間違いなくブリュンヒルデさまのお陰。ボクは困っていたオーディンさまやエインヘリヤルたちを助けたいと思ったわけでもなく、毎晩大量消費されてきた家畜の身代わりになりたいと思ったわけでもなく、ましてや英雄と思われたかったわけでもない。決意の理由は単純明快、ただの一ひと目め惚ぼれだったんだ。

　ボクはあの日あの瞬しゆん間かん、ブリュンヒルデさまに恋をした。どんな形でも、どんな僅わずかでも、彼女との接点が欲しくなったんだ。今思うと、あの時森にブリュンヒルデさまがやってきたのはロキか誰かの策略で、ボクはそれにまんまと嵌はまっただけなのかもしれない。だけどそれで良かったんだよ。ボクは自分で選んだ答えに──後悔なんてしていない。

「料理長！　今日はボク、ブリュンヒルデさまに会いに行ってもいいでしょうか？」

「んん～？　会いに行ってもって、いいに決まってるじゃないか！　何だい何だい、やっと自分からアタックする気になったのかい？　『ヴァルハラキッチン』でのセイ君の仕事はね、本来なら鍋に飛び込むところまでだ。僕の許可なんか要りやしない、気が変わらないうちに行っといで！　頑張れよっ！」

「はいっ！」

　料理長にお尻を押され、ボクは隣となりの配はい膳ぜん室しつまで全力でダッシュする。まぁ仮にお尻を押してもらえなかったとしても、その時はまたヘイズをけしかけたりして勝手に行くけどね。

　配膳室には既にヴァルキューレ九姉妹が勢せい揃ぞろい。その中でもとびきりの異彩を放つ青せい藍らん色しよくの戦いくさ乙女おとめに迷わずロックオン！　これぞ本物の猪ちよ突とつ猛もう進しん、ボクは後先の事なんか考えず、ブリュンヒルデさまのおっぱい目掛けて飛び込んだ！

「あらセイ！　会いに来てくれましたの？　このワタクシに！」

　地を蹴けった瞬しゆん間かん、ボクの体は横から伸びてきた腕に捕まり別のおっぱいへと吸い寄せられた。こ、この翡ひ翠すい色いろの胸当てとお嬢様口調は……。

「ゲルヒさま!?　あ、あの、ボク今日はちょっと一大決心をしまして……」

「分かってますわ、ヴィズガに挨あい拶さつしにいらしたのでしょう？　アナタのようなおチビさんが大食堂を歩いていたら一瞬でエインヘリヤルに踏ふみ潰つぶされてしまいますもの、ワタクシがヴィズガのテーブルまで運んで差し上げますわ」

「あ……えっと、ありがとうございます、ゲルヒさま」

　うん、まぁ確かにそれも考えてたことなんだけど、それは別にブリュンヒルデさまにお願いしても良かったかなって……。

「……。〝ゲルヒさま〟、ですか。セイさん、いつの間にかゲルヒルデと随ずい分ぶん親しくなったんですね？」

「えっ!?　い、いやその、まぁ成り行きで……」

　わっ、またジト目だ！　ジト目で睨んでくるブリュンヒルデさまはやっぱり何度見ても最高だね！　……じゃなくてっ！　マズイ、何か妙な誤解をされているような気がするぞ！
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「あら姉様、お声が低いようですが、何か不都合な点でもありまして？　セイには昨日からお世話になりっぱなしで、それはもう親密な、いえ、懇ねんごろな間あいだ柄がらになりましたのよ？」

「へぇー、懇ろ。そうなんですか？　セイさん」

「えぇ～っとぉ……当たらずといえども遠からず……みたいな？」

「まぁ！　セイったら恥ずかしがらなくたっていいじゃありませんの。セイがワタクシの美び貌ぼうは世界一と称たたえて下さったから、ワタクシは世界一美しい白鳥になれましたのよ？」

「ちょ！　ゲルヒさまわざとやってます!?」

「っ……！　わ、私がセイさんにお願いしなければそもそも……、[image: ～][image: ～]もういいですっ!!」

　ぷくっとほっぺたを膨ふくらませて、足早に大食堂へと出て行ってしまうブリュンヒルデさま。ああぁぁ、どうしてこうなった。人生ってほんと、上手く行かないものなんだよなぁ。

「ほほほ、姉様ったら子供みたい。ふーん、色事に臆おく病びようなあの姉様がねぇ……これはいい兆ちよう候こうなのかしら。さ、セイ。早速ヴィズガに会いに行きましょうか」

「はいはい……全くゲルヒさまだって充分子供じゃないですか、なにもあんな風に言わなくたって──あれ？」

　何をやっても敵かなわなかったお姉さんを珍しく出し抜き、さぞや邪悪な満足顔を浮かべているかと思いきや、ゲルヒさまはとても優しげな目でお姉さんの背中を見送っていた。

　うん……やっぱりゲルヒさまはブリュンヒルデさまを嫌っているわけじゃない。本当に大好きで、尊敬してて、心配もしてる。ほんの少し不器用で、素直じゃないだけなんだ。

（目が離せないな……）

　気を回しすぎる姉と、気難しい妹。そんな二人の潤じゆん滑かつ油ゆに、ボクはなりたい。最近急に欲しがりになった気がする自分に苦笑しつつ、ボクとゲルヒさまは喧けん騒そうに満ちた大食堂へ向かった。







『ヴァルハラ大食堂』。そこは無骨を貫くこの『ヴァルハラ』で、唯一ここも『グラズヘイム』の一部なんだと思わせてくれる豪ごう華か絢けん爛らんな施設だ。

　思わず口が半開きになるほど高い天井には派手で巨大なシャンデリアがいくつも吊つるされ、食堂内を柔らかな暖色で染め上げる。立体的な陰影を浮かべる毛足の長い赤あか絨じゆう毯たんには、一体何人掛けになるのか数える気にもなれないような長テーブルがズラリと並び、テーブル上には等間隔で大きな器が置かれている。器を満たすのはもちろん、鍋から取り分けられたボクの肉だ。

　最大収容人数は、よく覚えてないけど確か何十万という規模だったような気がする。今でも充分大規模なのに、将来的には増築の予定があるんだとか。

　そしてその喧けん騒そうの中をせわしなく飛び交うのは、戦いくさ乙女おとめヴァルキューレ九姉妹。たった九人でこれだけの数を相手にするのは物理的に無理があるけど、なるべく多くのエインヘリヤルに酌しやくができるようせっせとお酒を注いで回るんだ。

　怒って出て行ったブリュンヒルデさまは……あ、いた。しかも絶賛お怒り継続中。普段なら笑って許すセクハラ野郎に、剣の冷たさを教えてあげているのが見えた。どうせだから、そのまま剣の切れ味も教えちゃっていいですよブリュンヒルデさま。

「えーっとヴィズガヴィズガ……あ、多分あの辺りかしら」

　ツワモノ特有のオーラを感知したのか、ボクを抱えたゲルヒさまは食堂入り口付近の一角に向かって飛んでいく。ある程度近付いた時、ボクにもヴィズガさんの姿を視認する事ができた。

「ヴィズガ！」

「？　おおぉ、これはこれはゲルヒルデ殿ではありませんか。おや、あの時のイノシシ殿もご一緒のようで」

「イノシシ……？　あっ、すみません、そういえばボク、自己紹介をしてませんでしたよね？　ボクはセーフリームニルと言います。僭せん越えつながらこの食堂でコック見習いとして働かせて頂いている未熟者です。長い名前ですので、どうかボクの事はセイと呼んでください」

「これはご丁てい寧ねいにセイ殿。何かと物覚えが悪い年寄りですじゃ、そうして簡単な略称をご用意して頂けるととても助かります。改めて、どうぞよしなに」

　テーブルに下ろされたボクはヴィズガさんとにこやかに握手を交わす。見た目通り荒っぽい人が多いエインヘリヤルだけど、このヴィズガさんの物腰は穏おだやかで凄すごく好感が持てる。年の功、いや……真の強者だけが漂わせる、風格ってやつなのかな。

　仕事があるので、と言い残して早々に飛び立っていったゲルヒさまを見送り、ヴィズガさんはゲルヒさまが注いでいったレーラズミードを一口。

「んん……これは何という美味。わしもハーフドヴェルグとしては長く生きた方ですが、これほどの酒は味わった事がありませぬ」

「そうでしょう、何たってそれはあのオーディンさまですらお気に召した殊しゆ絶ぜつの一品ですからね。これは自慢ですが、そのお酒を生み出しているのはボクと同期のスタッフなんです」

「なんと。それはさぞや鼻が高いでしょうな。しかし同期の者が早々に功績を残してしまうと、セイ殿としては複雑な気持ちもあるのでは？」

「いやぁ、ボクは単細胞なのでそんな風には。それにですね、自分で言うのもなんですがこの『ヴァルハラキッチン』は、ある意味彼女とボクの二大巨頭なんですよ」

「ふむ？　セイ殿は確かコック見習いという事でしたが、それが大立て者とはどういう……」

「それはですね……ヴィズガさんは、もうお料理の方は食べられましたか？」

「挨あい拶さつの前に一口。これも酒に劣おとらず、極めて美味な味わいでした。何と言うか、口にした瞬しゆん間かんに全身から活力が漲みなぎってくるような……もしやこれをセイ殿が？」

「いえ、少し違いますね。これが、ボクなんです」

「……は？」

　うん、驚いてる驚いてる。ポカンって音が聞こえてきそうなくらいに大口を開けたヴィズガさんに、ボクは自分の特異体質──〝グルヴェイグ〟の事を話した。

「なるほど……日没ごとに蘇そ生せいする能力を生かした、無限の食材ですか。凄すさまじい発想から生まれた奇策ですが、それを講じた者は間違いなく奇人ですな。物言わぬ家畜であれば食べるのに躊ちゆう躇ちよはありませんが、人語を解するセイ殿となれば話は別。わしは聊いささか、食すのが怖くなりました」

「えっ!?　あ、あの、お気持ちは嬉うれしいですけど、死んでしまったらそれはもうボクではなくただの肉というか……折角なら美味おいしく食べてもらいたいです」

「ぬ……なるほど。もし家畜が口を利きくのであれば、そう言っていたのですかのぅ。その言葉を聞いたからには、逆に心して食したいと思いますじゃ」

　ほ、良かった。ボクの言葉が家畜の総意ってわけじゃないけど、食べられるしかなくなったものが食べられないのは存在の意義に反する。食べられるために死んだなら、ちゃんと食べてもらわなきゃ浮かばれない。

「しかし……疑うわけではありませんが、これら全てが本当にセイ殿の肉なのですか？」

「え？　それはどういう意味でしょう？」

「等間隔に置かれたこの器。この中身が全てセイ殿の肉だとしたら、勘かん定じようが合いませぬ。何しろセイ殿の体はこんなに小さいのですから」

「あぁ、その事ですか。実はその秘密は、ボクを料理する〝鍋〟にあるんです」

「鍋？　もしやその鍋も特別製なのですかな？」

「そうなります。〝厨ちゆう々ず神しん宝ほうエルドフリームニル〟と言いまして……」

　と、ボクは物心付いた頃から一緒にいる鍋の話をヴィズガさんに打ち明けた。自動調理機能があることや、条件付きで中身が一切減らなくなること。それを欲してオーディンさまが実家の森までやってきたことも。

「いや、恐れ入りました。夕ゆう餉げを用意するのには不足の無い性能、そこまでの物となるとさぞや名のある名めい匠しようが作られたのでしょうなぁ」

　どちらかというと鍋そのものよりも、製作者の方に強く興味を示すヴィズガさん。そういえば父親が物もの凄すごい鍛冶かじ師しだったって言ってたし、その影響で職人としての考え方が頭に染み付いてたりするのかな？

「うーん、どうでしょう……実はボクも誰が作ったかまでは知らなくて。なにせ両親に捨てられたボクが入れられていたのが、あの鍋らしいですから」

「捨て……、失礼ながらセイ殿は、孤児みなしごで？」

「そうみたいです。でも大丈夫、今の両親に拾われる以前の記憶は全然残ってなくて、その分悲しく思うことも全然ないですから。血の繫つながりはなくても、今の両親がボクを愛してくれているのははっきり分かるから……ボクは幸せです」

　それは自分に言い聞かせるつもりで言った言葉じゃない。虚勢でもなく、これは本心だ。それにボクの本当の両親だって、何か事情があって捨てざるを得なかっただけできっとボクを愛してくれていたと思う。

　何故ならエルドフリームニルの中にはボクの他に、一枚のメモが入れられていたからだ。それにはボクの名前と鍋の名前、そして鍋の使用方法までが事こと細こまかに記されていた。ボクを拾って育ててくれるであろう未来の親、その人達の負担が少しでも軽くなるように──あるいはそれが決め手となってボクが無事に拾われるようにと、そんな願いを込めて書かれたであろうそのメモは、ボクにとっての愛のメッセージ。だからこそ、ボクは絶対に幸せなんだ。

「親の愛に勝るもの無し、それがわしの持論ですじゃ。生みの親と育ての親、双方からの寵ちよう愛あいを一身に受けるセイ殿は、きっと誰よりもお強い。最初に貴殿から感じた尋じん常じようならざる意気、あれは気のせいなどではなかったのかもしれませぬな」

　そんなことを呟つぶやき、ヴィズガさんは自分の取り皿にボクの肉を取り分ける。感謝を込めて口に運ばれた肉は、こうして戦士達の糧かてとなるんだ。

　ボクは自分が強いだなんてこれっぽっちも思わないけど、黒き剣聖のお墨すみ付つきなら否定もしない。ボクの肉を食べることでみんなが強くなってくれたらいいなと、心の底からそう思った。

「いやぁ、それにしても美味うまい。これだけ美味いとつい勘かん繰ぐってしまいたくなりますな」

「？　何をです？」

「鍋か、或いはセイ殿か。実はまだ知られざる力が隠されているのではないかと」

「知られざる力……？　それ興味ありますね、どうしてそう思ったんですか？」

「良く考えてみて下され。生き返る事、そして減らない事……この二つは、どちらも美味さとは無関係ですじゃ。なのにセイ殿の肉がこれだけ美味だというのは、何か意味があるとは思えませぬか？」

「た、確かに。それさえ分かればボクはまだまだ美味しくなれるかも……」

「ふむ。現時点で推おし量はかれる事と言えば──セイ殿の本当の両親は相当に腕の立つドヴェルグと懇こん意いな間あいだ柄がらであった、という事ですかの。魔ま法ほうの鍋の製作など、ドヴェルグにしかできない芸当です」

「ドヴェルグって鍋まで作ってるんですか？」

「ほっほ、ドヴェルグの鍛冶師シユミートは何も血ち生なま臭ぐさい武具ばかりを鍛きたえている訳ではありませんぞ？　必要な材料と発想さえ揃そろえば何であれ作り上げる、たとえば女性のウィッグや巨大な戦せん闘とう船せん、果ては馬やイノシシのような生き物ですらも。それがドヴェルグの奥義ですじゃ」

　そっか……言われてみればそうだ。フレイさまのスキーズブラズニルやグリンブルスティがそもそもドヴェルグ製じゃないか。

「だとすると……まさか、ボクも？」

「いや、それはまずないでしょう。ドヴェルグが命を製造する場合、神々の認可が必要になります。セイ殿の存在を神の誰もが知らなかったというのであれば、貴殿は正真正銘生きつ粋すいのイノシシですじゃ。ただ、だからこそ面白い。それぞれが月と太陽に関連する力を持つ、出自不明の魔法の鍋と出生不明のイノシシ……これほど因いん縁ねんめいた巡り合わせは他にありますまい」

　混血とはいえドヴェルグの血が騒さわぐのか、ヴィズガさんは興味深そうに唸うなっては頷うなずきを繰り返していた。

　ボクはというと、正直ピンと来なかった。自分の正体に関することのはずなのに、どこか他人事のように感じる……そんな矛盾を孕はらんだアトモスフィア。

　それはまるで、過去の記憶を取り戻すことを無意識に拒絶しているかのよう。もしくは……ソレを探ることに意味などないと、心のどこかで悟っているような。

　ただ──このボクセーフリームニルの鏡映しのような力を持つ魔法の鍋エルドフリームニル。もしもこの存在が、始めからボクを煮殺すつもりで用意された物なのだとしたら。

　……やめよう、これ以上は受け止め切れない。ボクは神の境域まで熟達した得意のパリィで、謎と真相の一いつ切さい合がつ切さいを受け流した。
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　早いもので、『ミッドガルド』へ日帰り旅行に行ったあの日からもう一週間の時が過ぎていた。

　あれからこれまで自他ともに相も変わらず、世はことも無し。夜に死んでは生き返るといういつも通りの日々が、ごく当たり前のこととしてすっかり体に馴な染じんでいた。

　何か面白い出来事を運んできてくれるんじゃないかと勝手に期待を掛けていたロキは、どういうわけかあの日を境に音おと沙さ汰た無し。望み過ぎだと分かっていても、こうまで何もないと正直言って退屈だ。

　と言っても、ボクは別に退屈なこと自体に文句があるわけじゃない。ヘイムダルさまのポンコツっぷりを知ってしまった今となっては、この退屈で平凡な日常こそが奇跡なんだと思えるようになったからね。

　だから今ボクが問題を感じているのはただ一点。それは戻ってしまった繰り返しの日常の中で、たった一つだけ元に戻らないことがある点だ。

「うぅぅ～……ブリュンヒルデさまと全然お話ができてない……」

　戻らないことっていうのはずばりソレのこと。ブリュンヒルデさまを生き甲斐がいに死に続けるボクにとって、それは文字通りの死活問題だ。あぁ、一体誰が予測できただろう。まさかゲルヒさまと仲良くなれた代だい償しようにブリュンヒルデさまと疎そ遠えんになってしまうなんて……。

　いや、疎遠になんかなってない。その証拠にブリュンヒルデさまはあれから事あるごとにボクに歩み寄ろうとして下さっている。ボクだってそうだ。でもここのところなぜかお互いに手が空すかないことが多くて、上手い具合にすれ違っちゃうんだよなぁ。

「ダメだダメだ、このままでいいはずがない。今日こそブリュンヒルデさまとお話ししてゲルヒさまとの誤解を解く！　ついでにプロポーズして結婚して明るい家庭を築くんだ！」

　これまでの反動か、湧わき水のように脳内に溢あふれ出す桃色の家族計画。プロポーズの言葉は、『ボクと一緒の鍋に入りませんか？』。よし、完璧！

　毎朝恒例のジョギングなんかしてる場合じゃない。『ヴィーンゴールヴ』に、ブリュンヒルデさまに今すぐ会いに行かなくちゃ！　ボクは蹄ひづめを鳴らして戦意を鼓こ舞ぶし、部屋を飛び出す。だけど部屋を出てすぐの廊下を曲がったその瞬しゆん間かん、ボクの背に誰かの声が投げ掛けられた。

「あっ、セイさん！　丁度良かったです、実は少しお話ししたい事がありまして」

「ゴメン、悪いけど急いでるんだ。ボクに用事なら後にしてくれる？」

「あ……そ、そうですよね、私ったらアポも取らずにすみません……また出直します……」

　先を急ぐボクにきっぱりと拒絶の言葉を言い渡され、悲しそうに俯うつむいて去っていくブリュンヒルデさま。ちょっと可哀相なことをしちゃったけど、これでいいんだ。今は心を鬼にして障害は全て撥はね除のけ、一刻も早くブリュンヒルデさまの下へ向かうのがボクの使命なんだから！

　あ、でもそういえばブリュンヒルデさまは今どちらにいらっしゃるんだろう？　ついさっき声が聞こえたような気がしたけど、ひょっとして『ヴァルハラ』にいらっしゃってるのかな？

　……って……え、あれ、待った。ボク今何て言った？　今……ブリュンヒルデさまの声がして、ボクはどうしたんだ？　え、ちょ、噓うそだよね？　いぃ今ボク、まさかブ、ブリュンヒルデさまを追い返した……のか……？

「ままま待って下さいブリュンヒルデさまっ!!」

　…………いない。急いで引き返してみたけど思った通り手遅れだ。ブリュンヒルデさまの姿はもう見えず、閑かん散さんとした廊下には残り香さえも残ってはいなかった。

「アアーーーーッッ!?　なっ、何やってんだボクってヤツは！　このバカっ、大マヌケっ！　お前なんか一億万回死んでしまえぇぇぇぇッ!!」

　ボクは自分への怒りに身を委ねるままキツツキのごとく頭を壁に打ち付ける。何の罪もない壁には申し訳ないけど、今はボクの気が済むまで付き合ってもらうよっ！

「なっ!?　おいおいセイ気は確かかよっ、何だって朝からそんな真似してんだ！」

　と、その時どこからともなくロキがやってきて奇行に走るボクを押さえつけてきた。

「あ、ロキ久し振り。でも止めないで、ボクはこれから土下座百万回の刑を執しつ行こうするんだ」

「何でだよ！　いいからまず落ち着け！　そんで何があったのか俺に話してみろ、な？」

　むぅ、ロキにここまで必死に説得されたら仕方ない、ボクは一度深呼吸して気を落ち着けると、事の顚てん末まつを包み隠さずロキに打ち明けた。

「ふ～ん、ブリュンヒルデと疎そ遠えんにねぇ……なるほどな、あの日からそんな事になってやがったのか」

　話を聞き終え、ロキはその場にドカッと座って胡坐あぐらをかく。うんうんと頷うなずきながら顎あごをさすっていたロキだったけど、不意に手を膝ひざに置いてボクを見据えた。

「よぉセイ、つまりお前の本命はブリュンヒルデって事で間違いねーんだな？」

「えっ!?　ほ、本命だなんてそんな、恐れ多い……ま、まぁそうだけどぉ」

「モジモジすんなよ、乙女おとめかお前は。しかしそっかぁ、ブリュンヒルデも悪かねーが、俺なら断然四女のヴァルトラウテだけどな～」

「ヴァルトラウテさま？　いいね！　彼女のおっぱいはダントツで姉妹一だし」

「おうよ、思わずむしゃぶりつきたくなるだろ～？　つってもあれだ、オルトリンデの奴やつも意外とエロい体つきしてんだよな」

「あ～、オルトリンデさまかぁ。彼女は妖よう艶えんというよりは、ヘイズに近いような気がするよ。幼女というほど幼くないけど、その分あの舌足らずな感じの喋しやべり方がまたギャップでさ。あれでいて三女だから、尚なおのことビックリだけど」

「分かってるじゃねーか。そういや知ってるか？　ここだけの話……あぁくそ、何だったかなあのイノシシ、あれだよ、フレイの金ピカの奴」

　金ピカ……プッ！　アイツってばロキに名前覚えられてないでやんの！　ドヴェルグ六大傑けつ作さくの一つのくせに存在感薄いなぁ。

　まぁ……ボクもロキにフルネームでは覚えてもらえてないけどね……。

「もしかしてグリンブルスティのこと？」

「そうそれだ！　そのグリンブルスティの野郎はさ、九女のロスヴァイセにご執しゆう心しんらしいぜ？」

「ええ～!?　何それどこ情報なの!?」

「おっと出所は言えねーな。確かな筋からの情報とだけ言っとくぜ」

「う～んさすがの情報網だねロキ。にしてもそっかぁ、あいつロリコンだったのかぁ。まぁ気持ちは分かるけど。あぁでも真のロリコンだったらヘルムヴィーゲさま一択か。となるとあの無む垢くな感じに惹ひかれたのかな……だとすれば五女のシュヴェルトライテさまに流れる可能性もあり得るかも。彼女も穢けがれを知らなすぎるところがあるから調教のしがいがある」

「調教ってお前、何気にそそる事言うのな。ただアイツは怒らすとおっかねーからなぁ。その点で言ったらグリムゲルデの方が……いや、仮面を取ったアイツこそ一番手に負えねーな」

「グリムゲルデさまというと、八女の？　ねぇロキ、ずっと気になってたんだけど、あの子がいつも付けてる仮面ってなに？　取るとどうなるの？」

「人格が変わる。それも百八十度な。まぁ『ヴァルハラキッチン』にいりゃあいずれはお目に掛かる機会もあるだろうが……、ここまでで名前が出てない奴やつはいるか？　上二人以外で」

「ん～……あ、ジークルーネさま」

「アイツはどうでもいいや」

「ボクもどうでもいいかな」

「ってちょっとちょっとちょっとぉ!!　ねぇ扱い！　あたしの扱いだけ明らかにおかしいでしょーよどうなってるわけ!?」

「うわぁっ!?　ジジ、ジークルーネさまっ！　どうしてこちらに!?」

「あ、わりぃ、俺が呼んでたんだ」

　手を上げてイタズラな笑みを浮かべるロキ。そんな顔されても可愛くも何ともないよ！　じゃなくて、それより今はジークルーネさまに弁解しないと！

「ジークルーネサマハ、カワイイデスヨ」

「何ソレふざけてるの？　そんな取って付けたお世せ辞じを聞いたのは生まれて初めてよ。全く信じらんない、このあたしがこんなイノシシにまで軽視されてただなんて」

　弁解は見事に逆効果、ジークルーネさまは怒りを呆あきれに昇華させて深い溜ため息をついた。お、おかしいな、心を込めたつもりが何故だか棒読み臭くなっちゃった。

　いや……何故そうなるのかなんて、頭じゃ分かりきってるんだけどね。

「軽視だなんて滅めつ相そうもありません！　ボクはジークルーネさまのこと、本当に心の底から可愛らしいと思ってますよ」

「へ～、随ずい分ぶん舌が滑なめらかじゃない。見え透いた噓うそをいけしゃあしゃあと」

「噓じゃないですよ信じてください！　これは神に誓ちかって本心です！」

「あっそ。ならどーしてどうでもいいなんて言葉が出てきたわけ？」

「からかわれた時の反応が一番可愛いのが、ジークルーネさまだからです」

「かっ!?　からっ、かう、とか……そそそそこから既におかしいじゃないのよっ！　そもそもアンタ如ごときにからかわれる筋合いなんかないし！　ていうか……ていうかそう！　アレよ、あたしはいつでも一番可愛いわけだし？　わざわざからかう意味なんかないじゃない」

「意味ならありますよ？　たとえばホラ、今まさに可愛い反応しちゃってることに気付かないでドヤ顔決めてるあたりとか、もう最高に可愛いじゃないですか」

「は、はぁ!?　何でよ、あたし別に可愛い反応なんかしてないしっ！」

「その反応がすでに可愛いんですが……」

「これがそうなの!?　え、なっ、ちょっと待っ、やめてよ馬鹿！　こっち見るなぁっ!!」

　可愛い可愛いと連呼されてさすがに恥ずかしくなったのか、ジークルーネさまは自慢の金髪ツインテールを摑つかんで顔を隠し、その場にうずくまってしまう。

　あ～これですわ、これこれ。これがあるから彼女をからかうのは止められない。でも本気で嫌われちゃうのは嫌だから、引き際だけはしっかり弁わきまえておかないとね。

「ところでロキはどうしてこんな朝早くにこんなところへ？　しかもジークルーネさままで呼びつけて」

　引き際を弁えた結果の話題転換。唐突ながらもそれまでの会話の流れを乱すことなくついてきてくれたロキは、パチンと指を鳴らして気さくに答えた。

「おうそれな。実はお前にちょいとばかり死んでもらおうと思ってさ」

「そんな挨あい拶さつみたいなテンションで言わないでくれます？」

「くっくっく……ならば死ねぃ!!」

「表情作ったってダメなものはダメだから！　そこは大事な部分だから説明プリーズ！」

「あ～はいはいつまりはこういうコトよ。アンタの蘇そ生せい体質……〝グルヴェイグ〟って言ったっけ？　ロキ様はアンタのそれの発動条件を詳しく検証しようって言ってるのよ」

　埒らちが明かないと踏ふんだジークルーネさまが、ふざけているロキに代わってザックリと説明してくれた。なるほど、そう言われれば納得だけど惜しいな、納得がいったからっておいそれと死にたくなるわけがない。ミミズだってオケラだってアメンボだってみんなみんな生きているんだ、生き返るイノシシにだって簡単に死ねない理由はあるのさ。

「不服そうなツラだなセイ。だったら大サービスだ、今さっき仕入れたばかりの耳寄りな情報を教えてやるよ。そうすりゃきっと死にたくなれる」

「へぇ、それは興味あるね。ぜひ教えてよ」

「お前さっき……〝わざわざ訪ねてきたブリュンヒルデを追い返した〟んだって？」

「何度だって死んでやるよコンチクショーーーーッッ!!」

　死にたくなれる魔ま法ほうの言葉……それは死を司つかさどるエイワズのルーンなんか目じゃないくらい、今のボクには効果てきめんだった。







　時と場所を移して、今ボクらがいるのは『アースガルド』の東の地、『ヴィグリード』と呼ばれるだだっ広い平原のど真ん中。目指すはそこから更に東にある大陸の終着点、地平の果てだ。

　どうしてそんなところに向かっているかというと、これはロキの要望だ。『アースガルド』は世せ界かい樹じゆレーラズの枝に抱かれる形で浮いている鳥の巣のような大陸なんだけど、レーラズがあるのはこことは真逆の西端。そして『グラズヘイム』などの主要な施設は大体その周辺に集められている。

　つまり……この場所なら人目を気にする必要もなく、邪魔も入らないってわけだね。

「でも、〝グルヴェイグ〟の検証なんかにそこまで用心する必要ってあるのかな？」

「さぁな。ないかもしれねーし、あるかもしれねぇ。分からねーなら用心する、そいつが俺の流儀だ。何しろこれから解き明かされるかもしれない事実が……場合によっちゃ世界そのものを引っくり返す可能性だって大いに有り得るんだからな」

　鋭く目をギラつかせ、脅おどかすように声のトーンを落として話すロキ。今のロキはふざけているようにはとても見えない……怖くなったボクは逆におどけたように返した。

「またまた、そんな大おお袈げ裟さな」

「そう思うか？　だとしたら、無理もねーがそいつはお前の勉強不足だぜ。……よし、歩きながら聞きな。これから俺がちょいと歴史の裏話を教えてやるよ。ジークルーネも聞いとくと他の姉妹に差をつけられるかもな？」

「えっ!?　ホントですか！　だったら聞きます聞きます！」

　グラーネくんに変質者と呼ばれたボクさながらに鼻息を荒げて聞き耳を立てるジークルーネさま。前から思ってたけどこの人、他の姉妹に何かコンプレックスでもあるのかな？

　ヴァルキューレ九姉妹は、それぞれが一つずつ突出した才能を持っていると聞いたことがある。ジークルーネさまには誰にも負けないルーンの才能があるんだから、もっと胸を張っていればいいのに。……ん？　胸？　ハッ……そういえばジークルーネさまの胸は他の姉妹と比べるとワガママな主張が弱い気がする。鎧よろいごしでも分かるこの存在感の希薄さは、まさか……！

「なに？　どこ見てるのよセイ、ちゃんとロキ様の話聞いときなさいよ？」

「は、はいっ！」

　いやいや、実際に見たこともないのに邪じや推すいするのはよそう。それが紳しん士しというものさ。

　と、ボクが話を聞く態勢に入ったのを見計らって、ロキがゆっくりと語り始めた。

「本当に古い原初の時代──あのオーディンがまだガキ同然だった頃の話だ。神族と巨人族は最初こそ手を取り合って暮らしていたが、ある事をきっかけに軋あつ轢れきが生じて小さな諍いさかいを繰り返すようになった。そのある事っていうのはな……寿命さ」

「寿命？　それってあの寿命ですか？　生まれてから死ぬまでの命の期限っていうアレ」

「そうだジークルーネ。お前なら知ってるよな？　巨人共の命には期限がねぇって事を。端はなから大人の姿で産まれ落ち、そこから老いる事がない永遠の命を持つ巨人族を、持たざる当時の神族は羨うらやみ妬ねたんだ。そしてここからが問題だ。元々不老であるにも拘かかわらず、奴やつら巨人共はあの黄金の林りん檎ごを独占していやがったのさ。林檎を巡ってデッケェ争いが起こるのは、抗いようもない世界の運命だった。これが世界最古の戦争、『ユミル狩り』だ、覚えとけ」

『ユミル狩り』……家にあった虫食いだらけの古い文ぶん献けんを読んで、ボクもその存在だけは知っていた。アース神族とヨトゥンの不和を現代にまで残すほどの大戦争、その発端となった理由がそんなものだったなんて……。

　運命だったとロキは言ったけど、果たして本当にそうだったんだろうか。巨人族が要らないものを神族に譲ゆずるだけ、たったそれだけで戦争は簡単に回避できたはずだ。

　いや……簡単と思えることが結果としてできなかったからこそ、抗えない運命だったのか。

「最終的に『ユミル狩り』は神族側の勝利によって幕を下ろし、オーディンは巨人の王ユミルの亡骸なきがらを使って今の『ミッドガルド』を創造した。黄金の林りん檎ごもめでたく神族が独占する事になったが、生憎あいにくと戦争で樹が倒れちまってな……種から新しい樹が育ち実を実らせるまでに、オーディンは大分年老いちまった。オーディンだけが老いぼれてんのは、実はそういう理由があるんだぜ？」

「へぇ～！　それはちょっと面白いエピソードだね！」

「だろ？　ただ誤解がないように言っとくが、黄金の林檎は正確には老化を止めてる訳じゃねぇ、若さを保存してるだけなんだ。肉体は確実に老化していってるから、長い事食わねーでいると実年齢までみるみる老けちまうんだぜ。まぁまた食えば体が保存した若さまであっという間に戻るけどな。俺らはそいつを林檎中毒って呼んでるが、今の『アースガルド』で中毒に掛かってない神族は俺くらいだろうな」

「えっ、どういうこと？　ロキは黄金の林檎を食べたことないの？」

「ま、そういうこった」

「へぇ～……ん？　じゃあその、ジークルーネさまは？」

「へ？　あたし？　そりゃ食べてるわよ、じゃなきゃとっくにお婆ばあちゃんだもん」

「お婆ちゃんのジークルーネさま……」

　ボクは頭上にイメージを練り上げてみる。気難しそうな老ろう婆ばの顔がすぐに浮かんだ。

「あははっ、何だか世に憚はばかりそうな感じですね」

「それってどーいう意味よっ!?　てか勝手に想像すな！　やるなら他の人でやりなさい！」

「他の人っていうと……」

　あぁダメだ！　ブリュンヒルデさまのお歳を召めしたお姿が想像できない！　だってあの方はいつでも可愛いから！　永遠のヴィーナスだから！

　いやまぁ、たとえお歳を召したとしてもボクの心は変わらないけどね。

「それにしても博はく識しきだね、ロキは。その若さでそんな古い時代の話を知ってるなんてさ」

「若い？　この俺がか？」

　ボクの言葉を受けてキョトンとした顔を返してくるロキ。その意外な反応に、思わずこっちまで同じ表情を浮かべた。

「え？　だってそうでしょ？　ロキは黄金の林檎を食べたことがないんだから、今の姿が歳相応の姿だよね。ならボクとそんなに変わらないくらいじゃない」

「ははん、何か勘かん違ちがいしてやがるなセイ。俺はオーディンの義弟だぜ？　義理の息子でもなけりゃ孫でもねぇ。何しろ俺はオーディンと実年齢は大差ねーんだからな」

「？　それってつまり……」

　今となっては最古の神であるオーディンさまと年齢に差がない──ということは、ロキも古い時代に生きた神の一人ってことになる。それなのに林檎に頼らずこの若さなのはひょっとして……幽ゆう霊れいとか!?

「へ……察しの通りだぜセイ。ヨトゥンの親父とアース神のお袋を持つこの俺はな、老化はするがその速度が極端に遅い。言わば半不老って訳だ」

「ええーーーーっ!?　ロキが巨人と神のハーフ!?　全然察してなかったんですけどっ!?」

「はぁ!?　察しがわりぃなオイッ！　……ゴホン！　まぁそれはそれとしてだ。話が大分逸それちまったが、俺が言いたかったのは〝永遠の命への欲求が今の歴史を創つくった〟って事だ。お前の〝グルヴェイグ〟は不死とも不老とも違うが、それとほぼ同格のもんだ。そんなすげぇ力の原理が解明されるってところに悪意を持った野郎が立ち会ってみろ、万一それに利用価値があった時……お前はそいつに第二の林りん檎ごにされちまうかもしれねーんだぞ」

　第二の林檎……。もしそんな扱いを受けることになってしまったら、それはきっと今よりもずっと酷ひどい状況になるに違いない。そして誰がどんな悪意を抱いているか分からない以上、この検証は信頼のおける人たちとだけでひっそり行う必要があったんだ。

「心配してくれてありがとうロキ。今までのボクは本当に迂う闊かつだったよ」

「ふん、分かりゃいい。さて、そんじゃあボチボチ検証を始めていくとしようぜ」

「うんっ！」

　とは言ったものの……〝グルヴェイグ〟の検証って具体的に何をすればいいんだろう？　ボク自身はノープランでついてきただけだから何も思い浮かばない。言い出しっぺのロキだったら何か考えがあるだろうと目を向けると、ロキは黙ってジークルーネさまに目配せした。なるほど、ここから先はジークルーネさまに一任してあるってことか。

「能力の検証をしていくならまず、能力のどの部分について知りたいかを決めておく必要があるわ。前もってロキ様と話し合った結果、今回検証したいのはアンタの能力の仕組み、そして発動条件ね」

「ふむふむ。つまり……どういうことでしょう？」

「アンタねぇ……まぁいいわ、順番に試していけばいいだけだから。じゃ、とりあえず適当に死んでみてくれる？」

　おっといきなり恐ろしく物ぶつ騒そうなセリフが飛び出してきたぞ。適当に死んでくれだなんて、普通なら耳を疑う異常事態だよ。でも……悲しいけどこれ、正常なのよね。

「んん？　ちょっとセイあたしの話聞いてたの？　いい？　さんにぃいちでそこから飛ぶの。何ならあたしが殺やってもいいけど？」

「ままま待って下さい！　あとちょっとだけ、自分のタイミングで死にたいんです！」

「それっていつ来るのよ？　はぁ、いいからここは手っ取り早くいきましょ。大丈夫よ痛くしないから」

　絶対噓うそだ！　だって顔に書いてあるもん！　痛くない代わりにめっちゃ熱いって。きっとボクをイノシシの丸焼きにするつもりに違いない！

「あ、あぁそーだ！　今ボクが死んじゃったら今日のエインヘリヤルたちの晩ご飯どーなっちゃうのかなー？　ごめんロキ、前に話したと思うけど生き返った瞬しゆん間かんにまた死ぬ生活サイクルになるのはさすがのボクも嫌だから、やっぱりこの検証って無理があるよ。さぁ諦あきらめよう！」

「残念だったなセイ。この一週間、音おと沙さ汰た無しだった俺はどこで何をしてたと思う？　答えは簡単。誰にも何にも気兼ねなく〝グルヴェイグ〟の検証ができるよう、各方面に掛け合ってお前のシフト調整をしてたのさ。つーわけで今日から最長で五日間、お前の代わりにトールのヤギがエインヘリヤルの晩飯になってくれる。破格の特別措そ置ちだ、これで安心して死ねるよな？」

「わ、わぁーすごーい、まるで逃げ場がないや」

　濃厚な絶望感に引っ張られ、ボクはふらふらとおぼつかない足取りで後ずさる。追い詰められた先は『アースガルド』の最東端、文字通りの崖がけっぷち。ここからぴょんと飛び下りればビフレストを使わずに『ミッドガルド』へ直行できるけど、魂たましいは『ミッドガルド』をすり抜けて死者の国『ヘルヘイム』まで堕おちるだろう。ボクならすぐに生き返れるとはいえ、その一瞬が本当に本当に辛つらい。──だけどっ！

「ええぃ、飛び込むのが鍋じゃなくなっただけ！　こんなのいつも通りだね！　自分への怒りを思い出せセーフリームニル！　一つ死んでは……ブリュンヒルデさまのためーーッ!!」

　意を決して飛び下りる空の底。下腹部がヒュンとなる何とも言えない感覚に身を委ねながら、ボクは束の間のスカイダイビングを満まん喫きつした。

　そうそう、これは余談なんだけど、実は着地までにかなりの時間があったから途中で一羽のツルと仲良くなって少しの間話をしたんだよね。聞き上手な上に話し上手な、本当にいい子だったよ。

　望むらくは……すぐにお別れする事になったボクを見て、あの子の心にトラウマが生まれませんように──。







　それからというもの、ボクは夕暮れのたびに命を散らし、地獄の検証合宿は期日満了の五日目を迎えた。

「お疲れ様セイ。アンタよく頑張ったじゃない、さすがのあたしもちょっと見直しちゃった」

「えへへ、ジークルーネさまにお褒ほめいただけるなんて光栄です。鍋の中に飛び込むよりずっと有意義な思い出ができました。それでその……検証の結果は出ましたか？」

　ボクがそう尋たずねると、ジークルーネさまはロキと顔を見合わせて笑顔を見せる。達成感に満ちたこのお顔は……そうか、無事にいい結果が出たんだな。

「安心していいわよ、アンタの頑張りのお陰で沢山の事が分かったの。まずは能力の仕組みについてだけど……アンタのその能力は生まれながらの特異体質なんかじゃなく、ルーン魔ま術じゆつによるものだと判明したわ。今回あたしが呼ばれたのは実はこの検証のためでね、あたしも無事にお役目を果たせてホッとしてるところよ」

　言って、本当に晴れ晴れとした表情を覗のぞかせるジークルーネさま。ふむ……ジークルーネさま、この五日間でボクに対する評価がちょっと変わったのかな？　どことなく態度が柔らかくなったような……。少しでも打ち解けられたのなら嬉うれしいけど、でもこのまま仲良くなっていいのかなとも思う。

　だってゲルヒさまと仲良くなったらその分だけブリュンヒルデさまと疎そ遠えんになっちゃったし、今回のことでますます疎遠にならないとも限らないじゃないか。って……そんな心配するのはちょっと……いや、めちゃくちゃ贅ぜい沢たくな悩みだよね。

「こらセイ、アンタいまニヤけてたでしょ気持ち悪い。このあたしがわざわざ話してあげてるんだから、もっとありがたがって聞きなさい」

「あ、はいすみません。続きをどうぞ」

「うん。でね、蘇そ生せいした時に発動しているルーン魔ま術じゆつだけど、どうも二つのルーン文字が機能しているみたいね。ただ……予想外だったのは機能している二つのルーンが〝フェオ〟と〝ダガズ〟だったって事。言うまでもないと思うけど、ルーン魔術っていうのは複数の事象や事柄を司つかさどる魔法の文字、『ルーン』を媒ばい介かいにして発動する秘儀よ。逆に言えば、相応ふさわしい意味を持つルーンを媒介にしなければ魔術は完成しない。死んでも生き返るっていうアンタの能力なら、死と再生を司るエイワズのルーンがぴったりなはずなんだけど、実際はそうじゃなかったの」

「へぇ～。ちなみにフェオとダガズってどんな意味を持つルーンでしたっけ？」

「フェオは家畜の意味ね。転じて財産を表す文字でもあるわ。ダガズが持つ意味は一日。物事の終わりと始まりを司る文字でもあるから、ある意味エイワズに近いと言えるわね。まぁ何にせよ……今のアンタは家畜のエース、そしてアンタの力は日没の瞬しゆん間かんにオートで発動する。夜行性の動物の意見を無視するなら昼の終わりは一日の終わりと言えなくもないから、機能している二つの文字はあながち間違いじゃないのかしら」

「あ、あの。ボクの〝グルヴェイグ〟が発動するタイミングは日没で合ってたんですか？」

　ボクはジークルーネさまが口にした一言が気になって問い掛ける。前にロキが言っていた。この力の発動条件は本当に日没なのかって。

「そうね。確実にそうだと断定はできないけど、検証結果から消去法で考えると日没の線が一番濃厚かしら。いくつか分かった事を挙げると、まず一つ目。『午後六時ではない』。太陽の動きはソール様が毎日厳しく管理されているから、数秒の誤差はあるにせよ『アースガルド』の日没は午後六時と決まっているわ。だけど今回検証実験するにあたって、ソール様には一分間だけ日没を遅らせて頂いた日があるの」

「そっ、そんなことが可能なんですか!?」

「くっくっく、そんな事でも可能にしちまうのが、俺様の俺様たる所以ゆえんだぜ」

　ボクが目を見開いて驚く姿に鼻を高くするロキ。この神さまめちゃくちゃだよ、太陽の動きを止めようだなんて考え付くだけでも前代未聞なのに、それを本当に実行するなんて……とんでもないことを考える人だけど、正直言って憧あこがれる。ボクもいつかはロキのようなスケールの大きい男になりたいな。

「ホント、ロキ様のする事には毎度毎度驚かされるのよね……いつかは月と太陽両方とも消しちゃうんじゃないかしら。っと、それはさておきそうやって日没を遅らせた事で、その日は日没よりも先にマーニ様が運ぶ月が空に昇ったの。その少し後に日が沈んで、同時にセイが生き返った──これを受けて更に二つの可能性が除外されたわ。『月の出ではない』事と、『月も太陽もない一いつ瞬しゆんの闇やみでもない』、この二つね。ロキ様は『昼の終わり』という可能性も示し唆さしていたみたいだけど、その部分の検証は難しくてね……。何せ日が沈まない事には昼が終わらないじゃない？　時間という作られた概がい念ねんで区切るならともかく。だからまぁ、今回の検証に関してはここまでって事で」

　そこまで言うと、ジークルーネさまは軽く伸びをして一息入れる。これで話は終わりと思ってボクも姿勢を崩した時、話の尻尾しつぽをロキが摑つかんで引き継いだ。

「分かった事は他にもある。〝グルヴェイグ〟発動時の、蘇そ生せい位置についてだ」

「〝グルヴェイグ〟の蘇生位置……？　それって、ボクがどこに生き返るかってこと？」

「そうだ。セイにはこの五日間、検証のために地平の果てから『ミッドガルド』に向かって投身自殺をしてもらった訳だが……こいつがどうにも予想と違った。死んだらその遺体の近くに生き返るって話だったから、俺はてっきり『ミッドガルド』に生き返るもんだと思ってたんだ。なのに実際はここ、飛び下りる前の場所に蘇生した。そいつがどうにも気になってな、俺はお前が飛び下りた後でここら一帯を魔術で火の海にしてやったんだが、そしたら今度は安全地帯にいた俺の隣となりに蘇生しやがったんだ。この意味が分かるか？」

「ううん、さっぱり」

「ちったぁ考えろよ……。身投げしたお前は地面に激突して死んだんだから、お前を殺したのは『ミッドガルド』って事になるよな？　言い換えれば、『ミッドガルド』がお前の死因って訳だ。生き返ろうとしたお前は死因である『ミッドガルド』を嫌い、かといって空中に出る訳にもいかず、結局飛び下りる直前の場所に出た。そしてそこに危険があった時、お前はそれすら避さけて蘇生した。どうだ、ここまで言えば分かるだろ？」

「そうか……つまりボクが生き返るのは、〝死体に最も近い安全地帯〟だったんだね」

　考えてみれば当然だ。鍋に飛び込んで死んだボクが鍋の中に蘇生してしまったら、もうどうにもならない。ボクの〝グルヴェイグ〟はそういう問題にもきちんと対処してたんだな。

　と……以上のことが、五日間にも及ぶ今回の検証実験で得られた結果だ。ロキの総括によると、ボクの〝グルヴェイグ〟は稀け有うで有用な能力ではあるけれど、これといって今以上の使い道はないとのこと。つまるところ、世界は明日からも変わらず平和であるってことだね。

　それはそれでめでたしなんだけど……ボクとしては〝グルヴェイグ〟という能力がボクに備わっている理由まで知れたらなぁ、なんて思ってみたり。

　条件が揃そろってさえいれば必ず自動で発動する蘇そ生せい魔ま術じゆつ──生まれつきの体質じゃないのなら、誰がどんな目的でそんな大層な魔術をボクなんかに施ほどこしたんだろう。そこには誰も知らない、思いもよらない秘密が隠されているのかもしれない。

　でもだからこそ、近付いちゃいけない気もするんだ。その秘密が解き明かされてしまったら、多分ボクは本当に第二の林りん檎ごになってしまう。知らなくてもいい謎なんて世の中には山ほどある。たとえ世界が欺ぎ瞞まんに満ちていたとしても構わない。その世界が欺瞞と同じだけの、幸せで溢あふれているのなら。

「よしっと。そんじゃあボチボチ帰るとしようぜ、そろそろ柔らかいベッドが恋しいしな」

「ははは、五日間も野宿だったからさすがにね。ジークルーネさまもお風呂が恋しいんじゃないですか？」

「うん？　あたしはそんな不ふ潔けつな真似しないわよ。女の子だもん」

「え……？　ひょっとして毎日お風呂入ってたんですか？」

「トーゼンでしょ？　そうね……何も考えず、四大元素のルーンだけでも極めておけば大抵の事には困らないものよ、覚えときなさい」

「……」

　ふ～んそっかぁ、ジークルーネさまは毎日こっそりお風呂に入ってたのかぁ。チ……一体いつの間にそんなことを？　監視の目はロキが常に光らせていたはずだ。なのにどうして気付けなかった？　覗のぞきに行く準備はいつでもできていたというのに……！

「ま、お風呂に入ってる時はペオースのルーンで姿を消してたけど。と言っても〝どうでもいいアイツ〟であるところのあたしには、そんな用心も必要なかったかしら？」

「どうでもよくなんてありませんよっ!!」

「!?」

　尋じん常じようを越えたボクの様子を受け、ロキとジークルーネさまが揃って息を飲む。

　よし、摑つかみはオーケーだ。さぁお立会い！　ここから先は神さえ欺あざむくボクの一人芝居、伸のるか反そるかの即興劇だ！

「どうでもよくなんかないっ！　ジークルーネさま、誰にも何も告げずに仲間の輪から離れておまけにルーンで姿を消すだなんて、それは愚の骨頂です！　そんなことをされたら万一のことがあった時、迅じん速そくな対応ができなくなってしまう！　もっとボクらを信頼して下さい。これからお風呂に行く時は、きちんとボクらに報告すること。……約束してくれますね？」

「セイ……っ、分かったわ、約束する。今度からお風呂に行く時はちゃんと言うわ」

「トイレに行く時もですよ？」

「えっ！　……う、うん、セイがそう言うなら、約束する」

　ちょっと恥ずかしそうに身を捩よじらせながらも、ジークルーネさまはボクの言うことを素直に聞き入れてくれた。チラリと盗み見ると、「お前天才だな」とでも言いたげな目を向けてくるロキの姿が。いやなに、それほどのことでもないさ。

「あ、あの……」

　ロキにアイコンタクトでメッセージを送ったところで、さらに恥ずかしそうにしたジークルーネさまが控えめに手を上げる。

「帰る前にその……ちょっとその……お花……摘つんでくるから……つ、ついてこないでよねっ、絶対っ！」

　顔を真っ赤にしてどこかへと走り去るジークルーネさま。どこかへと、だって？　バカな、そんなの決まってるじゃないか！

「行こうロキ。彼女は今──どうしようもなく無防備だ」

「どこまでもお供するぜ、相棒」

　こうして、ボクとロキはまた一つ絆きずなを深めた。

　あぁ──。

　今夜はこんなにも、月が綺き麗れいだ──。
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　翌日。実に五日振りとなる『ヴァルハラ』で朝を迎えたボクは、日課の早朝ジョギングを終えたその足で『ヴァルハラキッチン』へ向かった。

「おはようございます！」

「おっ、やぁおはようセイ君。どうしたんだい？　今日は随ずい分ぶんとお早い出勤じゃないか」

　清涼な朝の日差しに照らされたキッチンのバックヤードには、朝食の下した拵ごしらえの準備を進める料理長が一人。ボクは前足を振りながらキッチンに入り、とりあえず一回りして様子を見る。うん、綺き麗れい。どうやらボクがいない間にとんでもない修しゆ羅ら場ばに陥おちいった、ということはなさそうだ。みんな頑張ったんだな……と思っていたら、料理長はまるでボクの心を見透かしたかのように言った。

「セイ君がいない間、そりゃあもうとんでもない修羅場だったんだよ？」

「えぇっ!?　でもこんなに清掃が行き届いて……」

「ここは食べ物を扱う場だよ？　前日どんなに忙いそがしかろうと清掃に手なんか抜かないさ。というかね、修羅場だったっていうのはそういう意味じゃないんだ」

　下拵えしていた手を休め、前掛けで手を拭きながら苦い笑みを零こぼす料理長。ふむ、忙しかったわけじゃないのか。となると一体どんな意味が……。

「君の代役を務めたヤギの子達がね……料理になるのを渋って渋って。気持ちは分かるから無理に推し進めるわけにもいかないし、かといって覚悟が決まるのを待つ余裕もない。結局最後はトール様の力技で丸く収まった形かな」

「力技って……一体何があったんです？」

「ミョルニルの雷らい撃げきでショック死させたのさ。それからみんなで皮を剝はいで、骨を抜く。皮と骨が傷付けられると生き返った時に後こう遺い症しようが残るらしいから、丁てい寧ねいに慎重にね。その後どうなったかは、セイ君が一番詳しいだろう？」

「なんか想像したくないなぁ、その場面」

　ボクが言うのもなんだけど凄せい惨さんな光景だ。ボク以外の家畜がそういう目に遭あうところって、実は見たことないし……ボクの身代わりにさせちゃったせい、なんだよね……。

　何だか暗い気持ちになってしまったボクを見兼ねてか、料理長はボクの頭を優しく撫なでてくれる。そしてやや強い口調で、はっきりとボクへの想おもいを口にした。

「でもあれを見て改めて思ったね。セイ君……君の勇気は、本当に尋じん常じようじゃない。後で必ず生き返る──そんな保証で打ち勝てるほど、死の恐怖は生なま易やさしいものじゃないんだ。君には敬服するよ、心の底からね」

「敬服だなんてそんな。ボクはただ、普通の人より諦あきらめが早いだけですよ」

「ハハハッ、相変わらず謙けん遜そんが好きだな君も。でも僕は勝手に思ってるよ、死をも超越する勇気を持つ君のオーラはそう……まるでエインヘリヤルみたいだ、って」

「ボクが……エインヘリヤル……？」

　料理長の中で、ボクはついにエインヘリヤルになっちゃったよ。あいつらはみんな粗そ野やでガサツだからいまいち好きになれないけど、死ねと命じられれば迷わず死ねる蛮ばん勇ゆうを持っている。そこは確かに、近いと言えば近い……のかなぁ。

「それよりセイ君、こんな朝早くにどうしたんだい？」

　あ、そうだった。いつまでもこうしてたって料理長の邪じや魔まになるだけだ。用件を済ませよう。

「五日も空あけてご迷惑をお掛けしたので、少しでも早く料理長に謝りたくて。あと、代行してくれたトールさまのヤギにお礼をと」

「そういう事か。わざわざありがとう、僕だったらその気持ちだけで充分さ。ただトール様のヤギ達はね、夜のうちにさっさと引き上げていってしまったよ。今どこにいるのかは僕も知らない。お礼はまたの機会に持ち越した方が賢明だろうね」

「そうですか……分かりました。では、ひとまずボクはこれで失礼しますね。今晩からまたよろしくお願いします」

　ペコリと頭を下げ、料理長の笑顔に見送られながらボクはキッチンを後にする。しばらく時間を置いたら朝食を食べにまた戻ってくることになるけど、さて……問題はそこから先だ。

　ボクの場合、与えられた使命がハードだからか夜のお勤め以外の時間は基本的に自由に使えることになっている。寝て過ごすもよし、勉強して過ごすもよし、遊んで過ごすのももちろんオーケーだ。ただ、そうやって時間が有り余るといつでも何でもできる気になっちゃって、むしろ何にも手が付けられなくなるんだよね。全く、持てる者の悩みは往々にして贅ぜい沢たくだよ。

「そうだ！　今こそブリュンヒルデさまとお話しする絶好のチャンスじゃないか。……まぁブリュンヒルデさまがちょうどお部屋にいて下されば……だけど」

　思い立ったが吉日、幸いブリュンヒルデさまのお部屋には一度お邪魔してるから迷子にはならないし、行くだけ行ってみよう。

　一時間後。朝食を食べ終え一息入れたところで、ボクは早速ブリュンヒルデさまのお部屋を目指して大食堂を出る。移動手段は前回同様、世せ界かい樹じゆレーラズの〝虹にじの虚うろ〟だ。

「ふんふんふー……ん？　何の騒さわぎだろう……？」

　鼻歌交じりに歩いていると、差し掛かった大演習場の一角がなにやら騒がしい。気になって覗のぞいてみれば、どうも何人かのエインヘリヤルたちが口論になっているようだった。

「やれやれ、勇者さまがたは何かと血の気が多くていらっしゃる……」

　彼らはみんな血気盛んな人たちだから、こんなことは日常茶さ飯はん事じだ。こうなってしまったらそもそもボクには手に負えないし、早々に退散しよう。

　と、興味を失くして背を向けた時だった。

「今のが聞こえぬとなるとお主ぬし、わし以上に耳が遠いと見えるな。であれば何度でも言うてやろう、お主程度の錬れん度どでは、巨人どころか山猫一匹斬きれはせぬ」

　人ごみから聞こえてきた意外な声に、ボクは思わず振り返る。やっぱり……ケンカの渦中にいるのは他でもない、ヴィズガさんだ！

「ジジイてめぇ……枯かれ損そこないの朽くち木きが上から物言ってんじゃねぇぞ？　俺様は生前、百人斬りの武ぶ勲くんを立てた男だぜ、その剣が猫一匹斬きれねぇってのはどういう了りよう見けんだよ、あぁん？」

「人を殺あやめて胸を張っておる内は青いと言うておるのじゃ。お主ぬしも騎士の端はしくれなれば、守った命の数を誉ほまれとせい」

「その綺き麗れい事ごとがいちいち鼻につくってんだよ!!　だったらあれか！　てめぇは第六班八百人を束たばねるこの俺様よりつえーってんだな？　え？　だったらその大層な剣を見せてみろよ！」

「六班八百人……はぁ、幼稚なチャンバラごっこでドングリの背比べとは……鼻が高くなり過ぎて前が見えておらぬと見えるわ、愚ぐ昧まいな青二才めが。……いいじゃろう」

　目頭を押さえて首を振り、嘆きを露あらわに溜ため息をつくヴィズガさん。小さい体がより小さくなったように見えた次の瞬しゆん間かん、それは世界一愚かな間違いだったと気付かされることになる。

（この覇は気き……！　ゲルヒさまとやり合った時と同じ、いや……それ以上だ！）

　大気に溶け出し本能を揺さぶる、圧倒的ツワモノのオーラ。その奔ほん流りゆうはまさに、伝説の黒き剣聖が本気になった証だった。

　剣聖ヴィズガは腰に下げていた漆黒の鞘さやから、一振りの長大な剣を引き抜く。鼓こ動どうするかのように閃ひらめく銀の刃は、見ただけで全身を切り裂かれそうなほどの鋭さを持っていた。

「『慈じ愛あい剣けんミームング』。数多あまたの敵諸共に歴史を刻んできた伝説の一振りは、常に伝説の担い手によって真価を発揮してきた。そう──このわしの事じゃよ」

　ミ、ミームングだって!?　そんなバカな、それって前にゲルヒさまが言ってた例の愛剣ってヤツなんじゃ……？　ヴァルキューレの選定戦ですら頑かたくなに使わなかった愛剣を、今この場面で使っちゃっていいんですかヴィズガさんっ！

「ふぅぅぅぅ……──」

　呼吸を整え、重心を落とし、斜に構えて剣を引く。腰の高さに固定された刀身は地平を両断するがごとく水平に保たれ、漲みなぎる剣気によって世界の音と風を殺した。

「老いさらばえたとはいえヴォルスング流の剣の冴さえ──お主らに見せてやるわい。奥義……屠と竜りゆう神しん滅めつ斬ざん!!　はぁぁぁぁッ!!」

　爆速の踏ふみ込み。神速の太刀たち筋すじ。そう見えたことが幻影だったかのように、奥義を放ったヴィズガさんは微動だにしていなかった。な、何という神かみ業わざ！　こんなに近くで見ていたのにその初動すら追えなかったなんて……、……あれ……ていうか……実際動いてなくないか？

「ア……ガ……こ、腰……腰が……ッ」

「ヴィズガさん!?」

　あかん、これギックリ腰や！　もうお歳なのに急にリキんじゃったから！

「お、おい爺じいさん平気か？　まず剣を置いて、な？」

　いさかいの中心だった男がおろおろと手を差し伸べる。ヴィズガさんは言われるまま剣を地面に突き立てるも、そこでカクンと力が抜ける。そしてそのまま、刀身を這はうようにして倒れこんだ。

　ポロリ──。

「ぎゃああぁぁッ!?　やべぇ取れた！　爺じいさんの首が取れちまったよぉっ!!」

「うわああぁヴィズガさん!?　ヴィズガさぁぁぁぁぁぁんッッ!!」







　──その日の夕暮れ時──。

　一時騒然となった『ヴァルハラ』の大演習場は、今だけしめやかな葬儀場となっている。

　最強のエインヘリヤル、黒き剣聖ヴィズガは……セルフ介かい錯しやくという遥はるか東方の民も真似しないような禁断奥義によって、その第二の人生に幕を下ろした。

「うっく……爺さんゴメンよ……俺が素直じゃねぇばっかりに……ホントは爺さんのこと尊敬してたんだ、なのによ……結局追い越せなかった親父とついつい重ねちまって、反発して……その結果がこれじゃあよ……いくら詫わびたって……うぅう……」

　大の男がすすり泣き、拳こぶしと涙と嘆きの声を地面に落とす。見れば、参列する多くの勇士たちが泣いていた。ヴィズガさん、まだ『ヴァルハラ』に招かれて日も浅いのに、こんなにも慕われていたんだな。

「あ……」

　参列者たちから少し離れたところで、ゲルヒさまが泣いていた。当然だ、ヴィズガさんは彼女が何度も通ってようやく口く説どき落とした、戦友みたいなものなんだから。

　ゲルヒさまを優しく抱きしめるフレイヤさまも泣いていた。他の姉妹たちも……もちろん、ボクも。みんなみんな、泣いていた。

　式は滞りなく執とり行われ、やがて日が落ちる。オーディンさまが直々にケナズのルーンで火を放ち、ご遺体の火葬が始まった。

「ご愁しゆう傷しよう様さまですじゃ。随ずい分ぶん盛大な式とお見受けしますが、どなたかお亡くなりに？」

　不意に隣となりから老人の声が掛かり、ボクは鼻を啜すすりつつ答える。

「グスッ……えぇ……とても惜しい人を亡くしたんです。今来たところですか？　献花には間に合っ、てぇぇぇぇーーーーっ!?　ヴィ、ヴィズガさんっ!?」

　ボクが上げた素すっ頓とん狂きような叫びに、周囲の視線が一斉に集まる。ボクの目の前、集まる視線の中心地には、今まさに灰になろうとしているはずのヴィズガさんの元気な姿があった。

「どどどどういうことですかっ!?　亡くなったはずじゃあ、首がポロンってなって！」

「はて……？　腰を痛めた覚えはありますが、首がどうのというのは……今は腰も何ともありませんしな」

　小首を傾かしげて首と腰を擦さするヴィズガさん。何だこれ、この人不死身か？　いや、間違いなく死んだはず。じゃあまさか……。

　ボクは困惑するオーディンさまを押し退のけて、大急ぎで焼かれているものを確認する。遺体は、ある。燃えている。つまり──生き返った。新しい体で……日没と同時に……──、

　──ボクのように。
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「はぁ～……こいつぁたまげたね、どうも。おーい、セイはいるかぁ？」

　ヴィズガさんが謎の蘇そ生せいを遂とげた日の翌日。いつものように昼が過ぎ去り、日が沈み、金色のお月さまが夜空に産うぶ声ごえを上げた頃──いつもとは違う来訪者が『ヴァルハラキッチン』にやってきた。

「ロキ？　ここにいるよ～！」

　生き返りたてホヤホヤのボクは疲れた体に鞭むち打うって、キッチンから大食堂へと這はい出る。そんなボクの様子を見兼ねてか、ロキはボクに待てを命じて駆け足。そのままボクを小脇に抱えて近くのテーブルに腰を落ち着けた。

「聞けよセイ、大変な事が分かったぜ」

「分かるよ、エインヘリヤルのことでしょ？」

　ボクはロキが何を話しに来たのか何となく察し、先回りして答えてみせる。頷うなずくロキの顔を見れば返事は明白、ボクの予想は見事に的中したわけだ。そしてそんな予言じみた真似がボクにできるのにも、もちろんわけがある。

　昨日──ヴィズガさんが生き返った後のこと。一部始終を見ていたオーディンさまはその場にいたエインヘリヤルたちを集め、こう命じた。

『誉ほまれを欲せんとする者は歩み出よ。明日の日没……死を以もつて不死を証明するのだ』、と。

　ヴィズガさんの蘇そ生せいは偶然か、必然か。エインヘリヤルなら実は誰でも再現可能なのではないか。オーディンさまでなくとも、それは誰もが明らかにしたい事柄だろう。

　動揺とざわめきが巻き起こる中、真っ先に歩み出た向こう見ずな勇士が一人。ヴィズガさんと口論になっていたあの大男……え～っと、確か名前は〝ベルゼ〟とかいったかな。とにかく彼が検証実験の生いけ贄にえに選ばれた。

　予定通りなら彼は今夜、日没前に自ら命を絶ったはず。ボクも同じ時間にエルドフリームニルに飛び込む使命があったから、この目で彼の死を見届けることはできなかったけど……。

「お前の代わりに俺がしっかりと見届けてきたぜ。予定通り、あの男は見事に死んでのけた。迷わず腹を剣で貫いてな。そしたら後は案の定さ、昨日のヴィズガと同じ要領で何事もなかったみてーに生き返りやがったよ。日没の瞬しゆん間かん、遺体の隣となりに新しい体でな」

　ヴィズガさんに続いてベルゼさんまで蘇生した。蘇生した二人の共通点はたった一つ──麗うるわしき戦いくさ乙女おとめに選ばれし神の尖せん兵ぺい、エインヘリヤルであるということだけ。

　これによってベルゼさんは、文字通り命を懸かけて証明した。エインヘリヤルはボクと全く同じ蘇生能力を持っていることを。そしてそれは即すなわち、事実上の不死だということだ。

「兄貴の奴やつ、柄がらにもなく舞まい上がってたぜ。図らずも不死身の軍勢を手に入れた、これで巨人共も敵じゃねーってな」

「図らずもって……オーディンさまはエインヘリヤルにそういう力があること、ご存じなかったの？」

「そりゃそうだろ、奴らに取説でも付いてりゃ話は別だがな。……エインヘリヤル共は毎日鍛たん錬れんに明け暮れちゃいるが、来たるべき決戦の日は遠い。要するに実戦がなかった訳だ。それどころか不幸な事故の一つもなかったからな、死人が出たのは昨日が初めてだったのさ」

　そこまでロキが言ったところで、料理長が飲み物を運んできた。ロキはお礼を言いつつグラスを受け取ると、グラスの縁を指でなぞりながらボクに問う。

「セイ。奴らの能力……お前はどう見る？」

「どうって……そうだ、機能してるルーンは確かめたの？」

「当然見させた。ジークルーネ曰いわく、お前と同じルーンが働いてるらしいぜ」

「フェオとダガズだったっけ。イノシシのボクなら分かるとして、エインヘリヤルにまで家畜のルーンが発動するっていうのはちょっとおかしくない？」

「別におかしかねーさ。こう言っちまうのも何だが、所しよ詮せん奴らは対巨人用の捨て石だ。巨人は強つえぇぞ？　何しろ神と巨人は似て非なるもの、つまり似てる事には違いねーからな。さて問題だ、たとえばトールの野郎をぶっ殺すのにエインヘリヤルは何人要ると思う？」

　突然の謎掛け。ボクは少し考えてから思った通りの答えを口にした。

「トールさまには……、多分今いる全員が束たばになっても勝てないんじゃないかなぁ」

「正解だ。まぁトールほど強つえぇ巨人はそうそういねーだろうが、つまりはそういうこった。俺の見立てじゃ巨人一匹に対してエインヘリヤル約千人が血祭り。この扱いが家畜じゃねーとどうして言い切れる？　あぁ、ついでに一つ家畜に似合いの命めいが下ったっけな。明日からの鍛錬は実戦形式──どうせ生き返るんなら死ぬまでやって腕を磨みがけってさ。笑えるだろ？」

　吐き捨てるようにそう言って、ロキはグラスの中身を一気にあおる。ロキが何に対してイラついているのか、ボクには分からない。分からないけど……。

（命いのちって……こんなに軽いものだったっけ……）

　ふと湧わき上がる、微かすかな苛いら立だち。あぁ、分かっちゃったな。きっと今のロキはボクと同じ気持ちに違いない。

「と、そろそろエインヘリヤル共が押し寄せてくる頃か？　むさ苦しくなる前に俺は退散するかねぇ。……っと、そうだセイ、明日のお勤めが終わったら演習場を覗のぞいてみろよ、すげぇもんが見られるぜ」

　意味深な笑みとセリフを残して去っていくロキ。何だろう、そんな時間に演習場なんか覗いても、エインヘリヤルたちの死体ぐらいしか残ってないと思うけど。

「料理長は分かります？　ロキが言う凄すごいことって」

「そうだなぁ……多分、久々に〝アレ〟が来るって事だろうね。よし、じゃあ明日は一緒に見に行こうか。何しろ──いや、やめておこう。見てからのお楽しみって事で」

　そこまで言って言葉を区切り、料理長はさっきのロキとそっくりな顔で含み笑いを零こぼす。い、一体何なんだ？　う～ん、知りたいような、知りたくないような……。

　とにかくアッと驚くようなことが起こる。それだけは分かるけど、それ以外はさっぱりだ。

「ま、どうせ大したことないよね。神界特有の不思議にはボクも耐性がついてるし、ある程度のことじゃ動じてなんかやらないぞ！」

　な～んて……そんなふうに甘く考えていた時期がボクにもありました。







「な、な、なっ……なんですかこれはっ!?」

　大きな期待と小さくない不安を抱えて迎えた次の日の夜。昨日のロキと料理長が浮かべた怪しげな笑いと言葉の意味を知った時、ボクは腰が抜けるどころか魂たましいまで抜け出ていきそうなほどの衝しよう撃げきを受ける羽目になった。

「え、これ……すみません、驚きが大きすぎて、というか目の前のモノが大きすぎてですね、ちょっと状況が飲み込めないんですけど」

　ボクは驚きの原因から目を逸そらさずに料理長へ問い掛ける。驚くボクとは対照的に、答える料理長の声はひどく冷静だ。

「ハッハッハ、やっぱり驚いたね。彼は〝フレースヴェルグ〟、見ての通り──というには大き過ぎて何だか分からないだろうけど、まぁでっかいワシだよね」

「ワシ、ですか……これ、どれくらいあるんです？」

　ボクは視界に収まりきらないオオワシの一部を見上げて尋ねる。

「僕が聞いた話だと、翼つばさを広げれば天を覆おおい尽くすほどらしい。世界中に吹く風が実は彼の羽ばたきによるものだって言われても、これなら納得だろう？」

「い、一体何食べたらそんな風ふうになるんですか！」

「……死体だよ。生き物のね」

　その答えを聞いた瞬しゆん間かん、ボクは息を飲んでフレースヴェルグの様子を窺うかがう。彼がさっきから一心不乱に啄ついばんでいるのは……演習場に散らばっているエインヘリヤルたちの死体だった。

「おっと、そんなに気味悪がらないでやって欲しいな。彼の存在と役割はとても重要なんだ」

「死体を食べるのがですか……？」

「そうだとも。生き物の死体を放置すればやがて腐るだろう？　それが異臭を放つだけならまだいいけど、下手をすると病気のもとを撒まき散らす危険物になってしまう。セイ君が配属される少し前まではまだ家畜が沢山いてね、でも色んな理由で食べる前に死んでしまう個体も相対的に多かったんだ。そんな死体を処理してくれていたのが、何を隠そう彼ってわけさ」

　なるほど……フレースヴェルグを見ても料理長が驚かなかったのは、『ヴァルハラキッチン』とは切っても切れない存在としてとっくに慣れ親しんでいたからなんだな。

　コック見習いとはいえ、今ではボクも『ヴァルハラキッチン』のスタッフだ。食堂と演習場、場所は違えど同じ『ヴァルハラ』で働く仲間にはきちんと挨あい拶さつしておかなくちゃ。

「おーい、フレースヴェルグー！　ボクはイノシシのセーフリームニル！　新入りだけどこれからよろしくねーっ！」

　どの辺りにあるかすら分からない彼の耳まで届くように、ボクは精一杯の大声を張り上げる。

　声はしっかり届いたようだけど何せこの巨体だ、彼はゆっくりとした重々しい動きでこちらに振り返ると、

「…………………………こ………………………………………………ち………………………………………………ら………………………………………………こ………………………………………………そ」

　動き以上に鈍にぶい口調で何かを呟つぶやいた。

「あの……彼、何て言ったか分かりました？」

「んや、僕も最後のそしか覚えてない」

　デスヨネー。

「えっと……あ、じゃあボクたちはもう行くから！　またねーっ！」

　お別れを告げてみるも、反応ナシ。しばらく待ってみたけど結局リアクションが無かったので、ボクと料理長は手を振ってその場を後にした。

「さ………………………………………………よ…………………………」

　あ、何か言ってるみたいだけど、今更だしまぁいいか……。







　それからというもの、エインヘリヤルたちはオーディンさまが新たに下した命令を忠実に守り続けていた。……なんて言ったら聞こえはいいけど、要するに毎日が殺し合いだってこと。

　正直言って惨むごいと思う。ボクなら絶対に嫌だ。だけど死と隣となり合わせの演習は戦士たちの集中力を極限まで高め、残酷さを代だい償しようにして確かな成果を上げていた。この調子でレベルアップしていけば巨人との戦いでも戦力としてかなり期待できるようになるらしい。そう考えたら、オーディンさまのやり方を全否定するわけにもいかない……のかなぁ……。

　何はともあれ、ボク以外にもたくさんの人間が死んでは生き返るという異常な夕暮れが、単なる日常風景として馴な染じみ始めた頃──ボクらはそれに便乗して日常化しようとする〝ある現象〟に怯おびえるようになっていた。

「うわっ!?　また地じ震しんだ！　…………収まった」

　ボクは慌あわてて潜もぐり込んだベッドの下からのそのそと這はい出す。最初はこれでホコリまみれになったものだけど、今じゃチリ一つ付かない。それほどに地震が多くなっていた。

「何だろう。最近になってヤケに増えたなぁ」

　日に二、三度の強く短い揺れが、ここのところは毎日くる。元来この世界では地震なんて滅めつ多たにあるもんじゃない。頻ひん発ぱつする地震が何を意味しているのか……少なくとも凶兆であるとして、オーディンさまたちも原因究明にあたっているようだ。

　アースの神々が本腰を入れたのなら、この件はもう解決したも同然だろう。何て高を括くくっていたその時──控えめなノック音とともに麗うるわしい美声がボクの名前を呼んだ。

「お早うございますセイさん。あの、もうお目覚めでしょうか？」

「おっ、おぉぉお目覚めしてますっ！　少々お待ちをっ！」

　ボクはドアノブに結び付けてある紐ひもを引き、大急ぎでドアを開け放つ。そこには息を切らせ、お顔をやや上気させたブリュンヒルデさまが。おおう、なんて扇せん情じよう的てきなお姿なんだ。

「お早うございますブリュンヒルデさまっ！　あのっ、ゲルヒさまとのことなんですが」

「あっ、私もその事でセイさんにずっとお話ししたい事があって……、でもすみませんセイさん。お話ししたいのは山々なのですが、実はあなたに緊急召集が掛かっています。お話は後にして今は一緒に来て頂けますか？」

「え？　き、緊急って……一体どこに行くんですか？」

　というか、一体誰からの召集なのか。おおよその見当が付きつつもボクはそう尋たずねる──初めてイーダフェルトの森を訪れた時の、ブリュンヒルデさまを思い出しながら。

　ブリュンヒルデさまは一つ頷うなずくと、神妙だった表情を更に引き締めて答えた。

「『グラズヘイム』三番館──『ヴァーラスキャルヴ』です」







　銀宮殿『ヴァーラスキャルヴ』。その名の通り全てが銀で誂あつらえられた、『グラズヘイム』の第三館。そこは何を隠そう、我らが主神オーディンさまの住まうお屋敷だ。

「お！　ようやく来たなセイ。ブリュンヒルデもごくろーさん」

　オーディンさまの指定席、大玉座の間にはオーディンさまはもちろん、ロキ、トールさま、フレイさま、バルドルさまなどのお歴々。他にもフレイヤさまと、ヴァルキューレ九姉妹全員が勢せい揃ぞろいしていた。本来ならボクみたいな輩やからがお呼ばれされるのはあまりに場違いなんだけど……こうなったのは間違いなくロキの仕業だろう。

「あ、あの……えへへ、いまいち状況が分からないんですけど、『アースガルド』の重じゆう鎮ちんであらせられます皆様方が、ボクみたいなイノシシに一体どのようなご用件でしょうか？」

　ゴマをスリスリへつらって、上うわ目め遣づかいに辺りを見回す。ボクの質問に答えてくれたのは意外にも、玉座に座るオーディンさまご自身だった。

「知恵を貸してもらいたい。これはロキの推すい薦せんでな、ワシもロキも、ミーミルでさえ分からなかった此こ度たびの地じ震しんの原因……そなたになら解明できるのではないかと」

「!?　ハ、ハードル上げすぎだよロキ！　雲の上までいってるじゃん！」

「んなこたぁねーだろ、お前の機転と発想力には前々から感心させられてたし、お前は見ての通りの田舎モンだ。俺ら神族とは違った着眼点があるかもしれねぇ、だろ？」

「だろ？　って……」

　さり気なく失敬なワードが混じってたのには目を瞑つぶるとして、一体ボクなんかに何を期待してるのやら。ここで役に立てなかったらクビってことは……ないよね？

「うぅ……まぁこうなった以上は全力で知恵を絞ってみますけど……。まず皆様方はどのような方法でどこまでお調べになったんでしょう？」

「我が玉座フリズスキャルヴで世界を隈くまなく見渡した。結果として、九つの世界のどこにも異常は見られなかった」

　そんなバカな……それじゃあどんなに考えたってもうお手上げじゃないか？

「揺れてるのは『アースガルド』だけ、ということでしょうか？」

「いや、そうではない。どうやら全ての世界が等しく揺れているようなのだ」

「全ての世界が……？」

　となると全世界共通の何かに異常があるってことなんじゃないかな。水とか、空気とか……う～んダメだ、そんなものの影響で世界規模の地じ震しんが起こるとは思えない。あるとすればそう、もっと大きいもの……世界中を見下ろすような、世界中が見上げるような……。

　っ！　あ、あった！　あるじゃないか、全世界に繫つながってる、途方もなく大きいものが！

「世せ界かい樹じゆ！　世界樹に何か異常があるんじゃないですかね？」

「ほぅ……なるほど世界樹か。しかしそれは無いだろう」

「？　何故です？」

「何故だと？　フハハッ、まさかそれを訊きかれるとはな。あの樹がどういうものか知らぬかイノシシよ、あれは世界の始まりよりも前に立っていた偉大なる樹。九つの世界を永年支え続けてきた強きよう靭じんなものだ。その上『ウルズの泉』の三女神が、常に浄化の水を根に与えている。念のため我が玉座で様子を見もしたが、多少落ち葉が多いだけで常とそう変わらぬ。分かったかイノシシよ、あれがどうにかなる事など有り得ぬのだ。たとえ『ラグナロク』の日が来たとしてもな」

　ボクの考えを一笑に付すオーディンさま。正直ガッカリだった。イノシシ特有の着眼点を期待されてここにいるのに、結局は相手にされない。まぁ……そういうもんだよね。

「いや待てよ……まさにソイツが盲もう点てんだ。あぁ、あぁそうだ！　さすがの着眼点だぜセイ！　兄貴よ、見たいもんがある。ちょいとフリズスキャルヴを使わせてもらうぜ」

　ふいにテンションを高めたロキがボクを抱き上げ、オーディンさまの玉座に座る。瞬しゆん間かん、目の前に映し出されたのは見覚えのある風景だった。

「ここは……ヴィズガさんのアトリエじゃないか。ロキってばこんな時に裸ら婦ふ画がを探すつもりなの？」

「バッカちげーよ！　前に俺が言ったろ？　えぇ～と……あぁあった、コイツだ」

　確かあの日も微かすかな揺れが来て、ボクらは慌あわててヴィズガ邸ていから避難したっけ。

　その直前にロキがテーブルに広げた、二枚の絵。世界樹ユグドラシルが描かれた、極めて緻ち密みつな風景画がそこにはあった。

「やっぱりかよ……あの時覚えた違和感の正体、今ならはっきり分かるぜ」

「どういう事だロキ。この絵の何がおかしい」

　詳細を尋たずねるオーディンさまは若じやつ干かん落ち着かないご様子。伝でん播ぱする焦しよう燥そうが一同の目と耳を集める中、ロキは違和感の全容を口にした。

「角度さ。緻密に描かれているからこそこの違いは致命的だぜ。見ろ、右の古い絵と、左の新しい絵。全く同じ構図で描かれた二つの世界樹は、右と左で傾かたむきが微妙に違う。つまり──」




　──世界樹が、倒とう壊かいしかけている──。




　その場にいた全員の脳裏に共通の言葉が過よぎったその瞬間──とてつもなく強い揺れが世界を襲おそった！

「っ!?　……この揺れ方はマズイ!!　まさか、レーラズが……!?」

　轟ごう音おんを伴って持続的に襲い来る振動。その中でも一ひと際きわ強い揺れを感じた直後、徐じよ々じよに建物が傾いていくのが分かった。いや……傾いているのは建物じゃない。世界そのものだ！

「いかん！　世界の主柱たるレーラズが倒れれば、世界は終わる。くっ……まさかこれが……これこそが『ラグナロク』なのか!?　っ、トール！　そなたはこの場の男神を率いてレーラズの幹を支えよ！　急げっ!!」

「チッ、無茶な事言ってくれるぜ……！　わーったよ、けどどれだけ持つか分からねぇ、手ぇ打つんなら早めに頼むぜ！」

　トールさまを先頭に、この場にいた男神たちが玉座の間を飛び出していく。それを見届けると同時に、オーディンさまはゲルヒさまに指令を飛ばす。

「ゲルヒルデよ、速さに定評のあるそなたには伝令を頼む。この場に召集していなかった全男神を集めてレーラズに向かわせるのだ！」

「承知致しましたわ！」

　言うが早いか、全力全開の〝リュストゥング・ヴィント〟を纏まとって部屋を飛び出すゲルヒさま。純白の羽はね吹雪ふぶきが舞まい散る中、オーディンさまは大きく息を吐いて玉座に身を沈めた。

「…………む。いいぞ、揺れと傾きが止まった。トール達は上手くやってくれているようだな。それに──さしものヴァン神族達も混乱の極みか。フハハッ、ヨトゥン共もご苦労な事だ、『ミーミルの泉』に伸びる根が抜けそうなのを必死に押さえておるわ」

　フリズスキャルヴで世界の様子を覗のぞき見るオーディンさま。ここ『アースガルド』より更に高くにある『ヴァナヘイム』では、そこに暮らすヴァン神族がこぞってレーラズの枝を綱引きしている。そして『ミーミルの泉』とは、ヨトゥンの国『ヨトゥンヘイム』にある泉。そこに伸びるレーラズの根っこを、巨人達が総動員して押さえつけていた。

「……皮肉なものだ。かつて敵対していた者、今なお敵対する者同士がこうして力を合わせ、世界を生きながらえさせている。この局面になってようやく、世界は一つになったという事か」

　たとえそれが、仮かり初そめのものだとしても。そう付け加えて呟つぶやくオーディンさまの目は、どこまでも遠くを見つめていた。

「さて、いつまでもこうしてはいられぬ。レーラズの傾きが地震の原因だったというのなら、レーラズが傾くに至った原因を探る必要がある。案を持つ者があれば聞こう」

　オーディンさまは視線を玉座の間に戻し、妙案を募つのる。真っ先に手を上げたのは神界の奇策師こと、ロキだ。

「それなら打って付けの野郎がいるぜ。おいチビ助、いるんだろ？」

「ハッ！　お傍そばに！」

　ロキの呼び掛けに素早く応じる謎の声。声変わり前の子供が声を押し潰つぶしたような、ある意味ちょっとふざけた印象を受ける声色だけど、このレスポンスの早さは間違いなくプロだ。ボクは声がした天井の方を見上げると、そこから手の平サイズの毛玉が床ゆかに落ちた。何だろう、この淡い栗色の物体。これは……リスか！

「そんなにマジマジと見つめられたら照れるでやんちゅ。イノシシのお子さん」

「お、お子さんってほどじゃ……それを言ったらキミだって！」

「あっしはこれでオトナでやんちゅよ？　いつまでも可愛らしいって評判でやんちゅ」

　バチーンとつぶらな瞳ひとみをウインクして見せる大人の子リス。くそう、悔しい、でも可愛い。『ヴァルハラ』のマスコットはボクとヘイズだけじゃなかったのか。いや、イノシシとヤギじゃそもそもリスに対抗できるわけがないよね……完敗だ。

「セイはこいつと会うのは初めてだったな。こいつの名前はラタトスク。お前と同じちょっと変わった体質の持ち主でな、主な仕事は諜ちよう報ほう活動ってところか。な？」

「へぇ、仰おつしやるとーりで。あっしはレーラズの上で暮らすしがない子リスでやんしたが、不幸が不幸を呼び寄せちまいやして。物心付いたその頃にゃあ両親が草葉の陰に雲隠れする始末。温もりを求めて幾いく星せい霜そう……辿たどり着いた虹にじの虚うろの中に、あっしは安息を得たんでさぁ」

「ぐす……そんな苦労があったんだねぇ」

「そりゃもう当時はてーへんでやんした。ところがどっこい、そうして虹の虚に無心で居座るうちにあっしの身に変化が起こりやしてね。なんとあっし自身が虹の虚になっちまったんでやんちゅ。どういう事かお分かりで？　結構！　説明いたしやしょう。つまりあっしはね、この『アースガルド』のどんな場所にも任意で瞬しゆん間かん移動ができる体になったんでやんちゅ。そればかりか、レーラズの幹を満たす虹の脈を伝って世界間移動も可能！　お陰さんで今じゃ九つの世界全てがあっしの庭、特にレーラズの事に関しちゃあ誰一人右に出すつもりは御座いやせん」

　器用に二足で立ち上がり、ドンと誇らしげに胸を叩たたいてみせるラタトスク。なるほど、今思い出したよ。そういえば以前『フォールクヴァング』にリスが忍び込んだ的な話をロキとゲルヒさまがなさってたっけ。その時のリスっていうのがラタトスクだったんだ。

「よぉラタトスク。レーラズ博士であるところのお前に一つ聞きたい。レーラズが今にも倒れそうになってる理由、お前は知ってるか？」

「当然でやんちゅ！」

「さすがだな。で、その理由は何なんだ？」

「ニーズヘッグに齧かじられて、『フヴェルゲルミルの泉』にあるレーラズの根っこがもうほとんど残ってないからでやんちゅ！」

　ね、根っこがないだって!?　何でそんなことを嬉き々きとして話してるんだこのリス！

「どうしてそれを早く言わねーんだ！」

「お知らせした方が良かったでやんちゅか!?」

　素すでビックリするラタトスク。あぁこれ完全に悪気はないですわ。こうなると責めるのも気が引けるのか、ロキは黙って口を噤つぐむしかなかった。

「しかし……ニーズヘッグか。よもやこのタイミングでその名を聞かされるとはな」

　オーディンさまはラタトスクの報告の一部を拾い上げ、眉み間けんにシワを寄せて呟つぶやく。

「何なんですか？　ニーズヘッグって」

　ボクは誰にともなく尋たずねる。すると嬉うれしいことにブリュンヒルデさまがボクのところまで歩み寄ってきて、腰を屈かがめて優しく説明してくれた。

「ニーズヘッグというのは、かつて『アースガルド』の地に暮らしていた黒い蛇へびです。ところが今はエインヘリヤルの遺体処理を任されている大おお鷲わしフレースヴェルグとは犬猿の仲で、諍いさかいが絶えませんでした。オーディン様にその事を咎とがめられたニーズヘッグは怒り、天上の世界『アースガルド』を出て地底の世界『ヘルヘイム』まで堕おちていったんです」

「うわぁ……随ずい分ぶんと極端なヘビですね」

「そういう気性の蛇でしたから。でも、打算的な考えもあったんだと思います。ニーズヘッグはフレースヴェルグと同じく死肉を好物とする蛇で、『ヘルヘイム』に行けばそれが容易たやすく手に入ると踏ふんだのでしょうけど……実際はそうじゃなかったんです。『ヘルヘイム』に移住しても結局死肉にありつけなかったニーズヘッグは渋々レーラズの根を齧かじり、飢えを紛らわせました。ですがそれこそが誤算でした。レーラズの根を永年齧り続ける内に、彼はその高純度の生命力を吸収して姿を変えた。今ではできれば関わりたくない凶悪な最上級架か空くう種しゆ──ドラゴンになってしまったんです」

　ド、ドラゴン!?　そんなのがレーラズの根っこを今でも齧ってるって言うの!?

「どうして神々はニーズヘッグを放置していたんですか！」

「す、すみません。黙認していたのには二つの理由があるんです。一つは、『ラグナロク』の前に余計な戦力を割さけない事。何しろドラゴンは非常に強力です。たとえ我々神族であっても、本気でやり合えばお互いに無事では済まないでしょう」

「そんな……」

　知らなかった……ドラゴンってそれほどまでに危険な存在だったのか。

　アース神であっても迂う闊かつに手が出せないほどの相手だなんて、それに勝った人間の英雄っていうのはよっぽど強かったに違いない。

「そして二つ目の理由ですが、それは先程オーディン様が仰おつしやられていた浄化の水の事ですね。我々の間では、たとえニーズヘッグを放置したとしても浄化の水を吸わせ続けている限り、世界樹が倒壊するまでには至らないだろうという試算があったんです。ですが、そうですね……今回の件でその試算は間違っていた事が証明されてしまいました。こればかりは完全に我々の落ち度です」

　ボクの憤りをなだめる為ためか、背中を擦さすって下さるブリュンヒルデさま。違うんだ……擦るならもっと下の……じゃなくて！　違うんだ、別にブリュンヒルデさまに対して怒ってるわけじゃない。そもそも怒ってなんかない、ボクは悲しいんだ。『ミッドガルド』で見た緑豊かな世せ界かい樹じゆが、見えないその裏で悲鳴を上げていたのに気付けなかった、そのことが。

「っ！　く……また揺れ始めたか！」

　ここにきて世界が再び揺れ始め、世界樹の傾かたむきが進行と停滞を繰り返すようになる。レーラズを支えるトールさまたちに、限界が近付いているのかもしれない。

　オーディンさまは無言で玉座を立ち上がり、金の刺し繡しゆうがあしらわれた漆しつ黒こくのローブを脱ぎ捨てる。お歳を召めされていながら筋骨隆々としたその背中が、何よりも雄弁に語っていた。御おん身み自ら世界を支えに行くということを。

「……背に腹はかえられんか。ロキ、そなたは『ヘルヘイム』に赴きレーラズの根を修復せよ」

「俺かよ」

「そなたしか居おらぬ。このワシさえ唸うならせ、我が義弟として迎えたくなるほどに秀でたそなたの樹系統ルーン魔ま術じゆつ──もはや、それでなければレーラズは蘇よみがえらぬ。頼む……ロキよ」

　主神としての命令ではなく、それは兄としての懇こん願がん。ロキは面倒の渦中に進んで飛び込むような男じゃないけど……ここで断るなら漢おとこじゃない。そうでしょ、ロキ。

「……チ、兄貴にゃ敵かなわねーな。面倒臭ぇ事この上ねーが仕方ねぇ、行ってやるよ。ただしこっちにも要望がある。用心棒を二人ほど連れて行かせてくれ。何しろ話し合いが決裂なら戦闘になるだろうし、話に乗ったとしても修復中無防備になる俺を見たら、気が変わっちまう事もあるかもしれねーしな」

「既に手が足りておらんのでな。男神以外というのであれば許可しよう」

「助かるぜ。じゃあまず一人目は…………ブリュンヒルデ、お前だ。よろしく頼むぜ」

「！　はいっ！」

「!?　ちちちちょっと待ってよロキ！　どうしてブリュンヒルデさまなのさ！」

　ロキのチョイスを受け、ボクはすかさず抗議する。だって相手はドラゴンだよ？　神族にとっても強敵だってさっき聞いたばっかりなのに、そんな危ないことをブリュンヒルデさまにして欲しくない！

「ちょいとばかり早合点じゃねーか？　セイ。俺だって別にブリュンヒルデをニーズヘッグにぶつけるつもりはねーさ。奴やつは千せん蛇じやの王とも呼ばれててな、取り巻きの蛇へびが常に千匹いる。そうだったな？　ラタトスク」

「そのコトでやんちゅがロキの旦だん那な！　奴らこの短期間で更に数を増やしたんでやんちゅ！　全く底が知れない奴らでさぁ」

「何だと？　くそ、厄やつ介かいだな……で、どれくらいになったんだ？」

「千十匹になったでやんちゅ。こいつはてーへんなコトでやんちゅよ！」

「……は？　千が、千十になった……のか？」

「そのとーりでやんちゅ！　三回数え直したから絶対間違いないでやんちゅ」

「……三回も数え直したのか？」

「てーへんだったでやんちゅよ？」

「あ～……その、ラタトスク。そこまでしてもらっといて言い難いんだけどよ、」

「褒ほめてほしいでやんちゅ～！」

「……誰か後で褒めといてやってくれ」

　脱力して溜ため息をつくロキ。ふむ、人気の秘ひ訣けつはこれかな？　苦言を飲み込ませるマスコットキャラの奥義、心のメモにしかと刻み込んだよ。

「あ～まぁつまりよ、奴やつと事を構えるつもりなら千と十匹の蛇へびを始末できなきゃ話にならねぇ。そこで必要になってくんのが、ヴァルキューレの中で唯一〝広域殲せん滅めつ型がた〟の神技を持つブリュンヒルデって訳だ。納得してくれたか？　セイ」

　えっと、それってつまり、取り巻きの蛇を排除する係かかり……ってことだよね？

「うん分かった、そういうことなら文句はないよ。それで、もう一人の用心棒は？」

「あぁ、そいつはお前だ。いざって時のニーズヘッグはお前に任せる。頼りにしてるぜ相棒」

「オッケー任せてよ！　ってええええーーーーッッ!?」

　ノリで敬礼を返した瞬しゆん間かん、ボクは自分の両耳を被疑者として令状を申請した。今のは聞き間違いだよね？　……違う？　噓うそだぁ、みんなしてボクを騙だまそうとして。え、マジで……？

「いやいやロキ、それはちょっとおかしいでしょ？　ニーズヘッグはドラゴンなんだよ？」

「だからこそじゃねーか。でけぇ声じゃ言えねーが、お前にゃ例の切り札がある。適任だろ」

「た、確かにそうかもしれないけど……でもボク、今までケンカの一つもしたことないイノシシだよ？　戦い方なんて……、そうだ！　竜殺しの英雄に匹敵する人、ボク知ってるよ！　ヴィズガさんっていうんだけど」

「ここぞって時にギックリ腰になる爺じいさんを当てにする気か？」

　うっ……この目で現場を見てた身としては、それを言われると反論できない……。

「……だ、だったら武器！　フレイさまの剣を借りよう！　『ラグナロク』を制する剣なんでしょ？　それをロキが借りて一振りすれば、」

「生憎あいにくだが、ありゃ使い手を選ぶらしいぜ。兄貴のグングニルも、爺さんのミームングもな」

「ならフレイさまご自身を連れて行けばいいじゃない。きっと簡単に倒せるよ」

「おいセイよ、さっきオーディンが出した条件聞いてたか？　この地鳴りが聞こえてるか？　支えてる連中はとっくに限界超えてんだよ、一人でも支えが欠けた瞬間にレーラズは倒れる。かといって俺とフレイが役割を代われねぇのは分かるよな？　世せ界かい樹じゆの根を治ち癒ゆできるのは、この俺だけだ」

「そしたら……ロキがニーズヘッグをやっつけてから、世界樹を治せば……とか」

「それができりゃ一番だろうな。だが俺は生憎と変化球専門でな、飛んだり跳ねたりの真っ向勝負はまず無理だし、〝ハガル〟みてぇに直接的な破壊魔術や〝アンサズ〟付きの大魔法も得意じゃねぇ。恥を忍んで言わせてもらうと、俺にゃあドラゴン退治は荷が重いってこった」

　そんな……ロキをもってしても無理だとすると、他の人……例えばヴァルキューレさまがたにお願いするのもきっと難しいってことだよね……。

「……だったら……だったら……えぇと……」

「……なぁセイよ。お前そんなにニーズヘッグが怖いか？　戦いが、怖いか？」

　落胆と、あと多分……失望。そういう感情が入り混じった目をボクに向けてくるロキ。ボクを相棒として認めてくれた人を……友達を悲しませてしまった。それでも、ボクは──。

「ごめんロキ。でも、ボクはイノシシなんだ。ただのイノシシ、煤すすけイノシシのセーフリームニルさ。そんなボクが、世界の終末っていうこの局面で……表舞台に立っていいわけがない。世界はさ…………相応ふさわしい英雄の手で救われるべきだよ」

　それが、ボクの答え。戦いが怖いわけじゃない、失敗が怖いわけじゃない。本音を言えば怖いに決まってるけどそうじゃなくて……ボクにはボクに相応しい役割がある。

『ヴァルハラ』の晩ご飯としての、大切な役割が。

　ロキはその間、目を閉じて真しん摯しにボクの考えを受け止めてくれた。だけど目を開いたロキがボクに向けたのは、期待と希望に満ち溢あふれた熱い眼差しだった。

「その答えを聞いて安心したぜ。セイ、どうやらお前は思い違いをしてるな。いいか？　世界は相応しい英雄が救うんじゃねぇ、救った奴やつが相応しい英雄になるんだ。セイ、お前は英雄になれ。お前ならなれるって、この俺が保証する。お前にしかなれねぇって、この俺が太たい鼓こ判ばんを押してやる。それにな……見ろよ」

　ロキが視線を投げた先──そこには、凜りんと澄まして気き丈じように佇たたずむ青せい藍らんの戦いくさ乙女おとめの姿。でもボクにははっきりと分かった。圧のし掛かる不安と緊張に負けまいと必死に唇を引き結ぶ、ブリュンヒルデさまの本当の心が。

「ブリュンヒルデさま……」

　ボクにとって何よりも……命よりも大切な人が、世界の命運を賭かけた戦いに赴おもむこうとしている。それなにのボクってヤツは、一体何をウジウジしてたんだろう。何をそんなに悩んでいたんだろう。

　ブリュンヒルデさまをお守りするのがボクじゃなくてどうするんだ。世界なんてちっぽけなモノのためなんかじゃない。愛する人のためになら……奇跡の一つや二つ、起こしてみせるさ！

「ロキ……ボク、やるよ！　ロキに言われたからじゃない。ボクはボク自身の心で、そうするって決めた！　ロキの太鼓判なんかよりそっちの方がよっぽど信用できるしね！」

「ほぉ、言ってくれるぜその意気だ！　よっしゃ話は決まったぜ！　オーディンよ、スレイプニルを貸してくれ！　あっという間に救ってくるぜ、世界をな！」

「うむ、任せたぞロキ！　さぁ、ワシらはワシらの仕事をこなそう。残りのヴァルキューレ達はレーラズを支える者達の支援だ！　長丁場に備えて水や食しよく糧りようの確保と配給、汗を搔かくなら拭いてやれ、活かつを欲しがれば入れてやれ！　……フレイヤちゃんも協力頼めるかな？」

「もちろんですおじ様。さぁヴァルキューレ隊、張り切っていきましょう！」

「「「「「「「はいっ！」」」」」」」

　それぞれが、それぞれの役割のために一丸となって動き出した。各々持ち場へ散開する中、世界最速の名馬スレイプニルを呼び出したロキにくっついてボクとブリュンヒルデさまは一路『ヘルヘイム』を目指す！　……のかと思ったんだけど……。

「わり、二人共。『ヘルヘイム』に向かう前にちょいと道草を食わせてもらうぜ」

「そんな悠長な。急がないとみんなが疲れちゃうんじゃないの？」

「そりゃそうだが、急いだ挙句にミッション失敗じゃ目も当てられねーんでな。取り敢えず今浮かんでる策の準備ぐらいはしとくべきだろ」

「ロキ様、ひょっとして何か良い秘策を閃ひらめかれたのですか？」

「まぁな。まずは太陽の女神ソールに会いに行く。でもってお次はビフレストの番人ヘイムダルだ。ただし……この秘策で最も重要なのはセイ、お前の覚悟だ。今から腹括くくっとけよ？」

「ソールさまとヘイムダルさまに、ボクの覚悟……？　それって一体どんな作戦なの？」

「俺らしい作戦、とだけ言っとく。加えて言うならこの俺は神界のトリックスター、披ひ露ろうする奇跡にゃ常に、種も仕掛けもあるんだぜ？　くっくっく！」

　ロキは押し殺した笑みを浮かべてスレイプニルを走らせる。いやそれより腹括っておけってどういうことなのさ……うぅ、この人の考えることは深すぎて読める気がしないよ、全く。







　決戦の下準備を滞りなく済ませたボクたちは、日が暮れる頃合でようやく『ヘルヘイム』へとやってきた。今ボクらが立っているのはその入り口、『グニパヘリル』の門前だ。

　ここまでの道中でブリュンヒルデさまから聞いた話によると、ここ『ヘルヘイム』は『ミッドガルド』北側の地下に存在する極寒の地であり、かつては『ニブルヘイム』と呼ばれていたんだそうだ。青白く凍いて付く大地はやがて〝ヘル〟という女王によって統治され、死者の国として独立。過酷な環境ながらも一国家として立派に機能しているらしい。

「さてお二人さんよ。『グニパヘリル』の門を潜くぐるに当たって二つばかり注意事項がある。まず一つ目は、〝時間制限〟だ。今から俺が〝ソウェル〟のルーンで、お前らの体温を保護する」

「体温を保護？　あぁ、この門から先は極寒の地だもんね、防寒具もないし当然か」

　まぁボクには自慢のモフモフ毛皮があるけどね。何だったら、二人はボクを抱っこして温まってもいい。それどころかもしブリュンヒルデさまに抱っこしていただけたら、ボクの体温は色々急上昇してさらに温かくなれるんですが……！

「よぉセイ、お前『ヘルヘイム』がただ寒いだけの場所だと思ってねーか？　『ヘルヘイム』ってのは死者の国だ、本来は生者が立ち入っていい場所じゃねぇ。『ヘルヘイム』が極寒の地なのは凍こおり付いてるからじゃなくて、その大地が周囲の熱を奪い取ってやがるからなんだぜ」

「熱を奪う……それってつまり、いくら着込んだって無意味ってこと？」

「そういうこった。とっくに冷えちまった死者なら問題ねー事だが、生者は熱を奪われて即お陀だ仏ぶつ。ニーズヘッグやラタトスクみてーに端はなから体温がねぇような特別製でもなきゃ、ソウェルの効果が切れた時が死者の仲間入りをする時だ。効果はもって三時間──覚えとけ」

　三時間という制限が長いのか短いのか、今のボクには分からない。それでもロキの忠告はしっかりと肝に銘じ、ボクはゴクリと喉を鳴らして頷うなずきを返した。

「二つ目の注意だが、これは簡単だ。今から俺が門を開けるが、俺がいいと言うまでは絶対に俺の前に出るな。特にブリュンヒルデ、いいな？」

「そ、それはどういう……」

「やってみりゃ分かるさ、開けるぜ」

　ロキはスレイプニルの背中から軽やかに飛び下りると、素早くソウェルのルーンを刻む。そのまま迷いのない足取りで『グニパヘリル』の門まで近付き、深呼吸。そして……ゆっくりと扉に触れた。

　死者の叫びのような軋きしみを上げて開かれる、両開きの禍まが々まがしい鉄てつ扉ぴ。僅わずかに生まれた隙すき間まから身も凍る冷気が吹き付ける中、ボクの脳裏にある疑問が浮かんだ。

　何で一国一城の正門に、鍵の一つも掛かっていないんだろう……と。

　でもその疑問は、一秒後には氷解した。開け放たれた扉、その内側から飛び出してきた巨大な黒影。その正体が犬の化け物だと気付いた時には、ロキの肩から鮮血が迸ほとばしっていた。

「ロキッ!!」

「ロキ様っ!?　今お助けしま」

「黙ってろ!!　大丈夫だ！」

　ロキの左肩に深々と突き刺さる、巨大な黒犬の牙きば。飛散した血ち飛沫しぶきが一いつ瞬しゆんにして凍り付く状況で、ロキは何よりも冷静だった。

「よしよし……いい子だ、俺が誰だか分かったか？」

　ロキの血の味と匂いに反応して、犬の怪物は情けない鳴き声を上げながら後ずさると尻尾しつぽを丸める。そしてそのまま服従のポーズ……ど、どういうことなの？

「こいつはガルム。見ての通り優秀な地獄の番犬だ。仕事熱心過ぎるのがタマにキズだが、俺とこいつは知らない仲じゃないんでな。一口嚙かませりゃこうして分かってくれる」

「その一口が致命傷に見えるんですがそれは……」

「強がり言わなきゃその通りだが、死にゃしねーさ。ま、こっから先は用心棒に任せるぜ」

　傷口が凍り付き自然と止血になったものの、ロキの顔色はあまり良くない。

（やっぱり……どこかで甘えてたのかな、ボクは）

　本当の本当に、もうどうしようもないくらい絶体絶命──そういう状況に陥おちいった時には……何だかんだ言っても結局はロキが何とかしてくれるって、そう思ってた。だけど……。

「そんな不安そうな顔すんなよ、セイ」

　ボクの不安を見透かして、ロキがボクの頭にそっと手を乗せる。

「思った以上に深手を負っちまったが、別に何もしてやれなくなった訳じゃねぇ。仮にヤツとやり合う羽目になったとして、ルーン魔ま術じゆつで援えん護ごくらいはしてやれるさ。つってもまぁ、レーラズの回復に回す分の魔力を温存しなきゃならねーから、デカい魔術は撃うてて一発。使うタイミングはこっちで判断するからよ」

　そう……だよね。ボクは一人で戦うわけじゃない。そもそも必ず戦いになると決まったわけでもない。いざという時さえ来なければ、何の問題もないんだ。

　でも……いざという時が来ないなんて、有り得るのか？

「大丈夫ですよセイさん」

　ボクの憂うれいを断ち切るように、今度はブリュンヒルデさまがボクの頭を撫なでてくれる。

「たとえロキ様が戦えなくなったとしても、私がついてます」

「ブリュンヒルデさま……」

「あれぇ？　セイさん私を信用してくれてませんね？　こう見えても私はヴァルキューレの長女ですから、みんなの目標になれるように頑張ってきたんです。神格だってそれなりに高い方ですし、武芸だけならロキ様にだって引けはとりません！」

「くっくっく！　まぁそうかもな。おっかねぇおっかねぇ」

「ですから大丈夫、何も心配は要りません。ロキ様も安心してお休み下さい。後の事は全て、この私が何とかしますので！　さぁ、ニーズヘッグの根城は『ヘルヘイム』でも最さい奥おうの『フヴェルゲルミルの泉』……時間がありません、急ぎましょう！」

　ブリュンヒルデさまは手負いのロキをスレイプニルに跨またがらせると、先頭に立って歩き出す。なんて勇ましいお姿だろう。でもそれがかっこいいと思う反面、自分の情けなさが本当に身に染みる。

　ボクがブリュンヒルデさまをお守りする、その意気込みはどこへ消えた？　『ヘルヘイム』の冷気に当てられたのか、ボクの勇気はすっかり凍り付いていた……。







　錠前要らずの最強門番を通過してからの道のりはそれほど険しくもなく、いや地形的には山あり谷ありだったけど、とにかくそれ以上の障害が立ちはだかるようなことはなかった。

　おぼろに翳かすむ彼方かなたに妖あやしげな館の灯ともし火びを見ながら、ボクらは刺とげ々とげしい岩山の麓ふもとに辿たどり着く。そこでポッカリと口を開ける巨大な洞穴を進むと、やがて洞どう窟くつ内とは思えないほど明るい場所へ出た。僅わずかな光源を無限に反射しあって生まれた幻想的な氷の大空洞──『フヴェルゲルミルの泉』だ。

「何しに来やがった……豆まめ粒つぶども」

　神秘の光景にうっかり目を奪われた時、山鳴りのような低い声が突然語り掛けてくる。空洞内を反響して届いたその声は、どの方角からのものなのか一いつ瞬しゆんでは判断できない。

　周囲に視線を飛ばして身構えたその瞬間──正面に広がる暗黒から、途方もなく巨大な存在がのっそりと姿を見せた。

「こりゃまた……想像以上に成長したもんだなぁ、ニーズヘッグ」

「あ？　誰だテメェは」

　面倒臭そうに呟つぶやき、頭を下げて値ね踏ぶみするようにボクらを窺うかがう漆しつ黒こくのドラゴン。

　四足で這はうフォルムはボクの竜化とは少し違うけど、その全長は竜化したボクとほぼ同等。切り札を切ったとして……ボクはこれに対抗できるのか？

「んん？　グフフ……これはこれは誰かと思えば狡こう猾かつ神しんロキ！　それにそっちの女はぁ……なるほどヴァルキューレの長女か。いや、頭ずが高くて済まねぇな、この俺様に何の用事で？」

「ダイエットの依頼だよ。もうほとんど残っちゃいねーが、そこにレーラズの根があるだろ。そいつをお前のおやつにするのはもう止よしてもらおうか」

「ほぉ、そういう事か。……で？　その頼みを聞き入れた暁あかつきには、俺様には一体どんな見返りがあるってんだ？」

「見返りだと……？」

　ニーズヘッグの言い様に、ロキはほんの一瞬眉まゆを上げる。ロキが怒りそうになるのは無理もない、だって世せ界かい樹じゆはもともとニーズヘッグの物なんかじゃないんだ。なのに何でわざわざ見返りなんか用意しなくちゃいけないのか。

「俺の一存じゃ決めかねるが、そうだな……人間の死体をくれてやるよ。好物だろ？　今ちょうど神界うえで持て余しててな、数はざっと二十万──どうだ？　これなら文句ねぇだろ」

「ヒュ～！　いいねぇ悪くねぇ。分かった、ソイツで手を打つぜ」

　ロキの提案を受け、ニーズヘッグは満足そうに鼻息を荒げた。え、これってもしかして交渉成立？　やった！　なんだよ戦いにならなくて済んだじゃん、いや～良かった良かった！

「あぁ……いや、待った」

　緊張が解けたその瞬間、ニーズヘッグが突然待ったを掛けてくる。何だろう……ひどくねっとりとしたその言い方……嫌な予感しかしない。

「その二十万の死肉だけどよ。……当然毎日送ってくれるんだよな？　なぁロキ様？」

「あぁ？　毎日って……オイオイざけんなよトカゲ野郎、そんだけの数を〝移送ラド〟のルーンでこっちに送るのに、一体どんだけの魔力が要ると思ってんだ！　当然一回こっきりだよ嫌ならてめぇで取りに来い！」

「はぁ？　おいおい、おいおいおい！　コイツは如何いかにもお偉いアースの神どもが言いそうなこった！　クソ生意気なその態度、俺様が堕だ天てんしたあの時から何一つ変わっちゃいねぇ！」

「はぁ[image: ～][image: ～]ったく……ハイハイそうかよ」

　怒りも露あらわに凄すごむニーズヘッグに肩を竦すくめると、ロキは堂々と前を横切ってレーラズの根に向かう。ロキの両手に淡い緑の光が点ともったかと思うと、枯かれかけていたレーラズの根が徐じよ々じよに生気を取り戻していく。

「勝手に何してんだオイッ！　この俺様に指図するからにゃあそれくらい貢みついで当然だろうが！　でなきゃヘルに取り成してここの死者どもを俺様に差し出せッ！」

「そいつは聞けない注文だな。生は尊く死は厳おごそか、どちらも命があって初めて意味を持つもんだ。ここは死者の国であり、死者はこの国の民。死者として生きている以上、奴やつらにだって尊厳がある。まぁ何より……足元ばかり見やがる野郎の求めをホイホイ聞くほど優しかねーのさ、神様って奴は」

　無情に言い捨て口角を吊つり上げるロキ。あぁ……話し合いがエキサイトして、いつの間にかただのケンカになってるよ。一度は上手くいったと思ったのに、このままだと多分……。

「そうかい……思った以上に話にならなかったな。だったら俺様から一つ、役に立たねぇ神様に最後の神頼みだ。──死んでくれ」

　ニーズヘッグが不ふ貞て腐くされたように横たわり、前足を一振りする。その瞬しゆん間かん、どこからともなく無数の黒い蛇へびが現れた。き、来た……！　これが噂うわさの千十匹の黒蛇か！

「やらせません！」

　レーラズの根の治ち癒ゆに忙しいロキを守るようにブリュンヒルデさまが素早く陣じん取どる。迫り来る蛇の群れを前にして、ブリュンヒルデさまは臆おくすることなく腰の剣を引き抜いた。

「『神の戦せん鎧がい』ブリュンヒルデ、全身全霊をもってお相手します！」

「『黒こく蛇だ竜りゆう』ニーズヘッグ。眷けん属ぞくども、その女を嚙かみ殺せ」

　お互いに名乗りを上げたことにより、戦いの火ひ蓋ぶたはいともあっさり切られてしまう。こうなることはできれば避さけたかったけど、どちらも譲じよう歩ほする気がない以上戦いは止められない。

「輝かがやけ！　『リーベ・シュトラーフェ』！」

　開戦直後、ブリュンヒルデさまは愛剣の名を叫ぶと同時に切っ先で天を指す。凜り々りしくも可か憐れんなその雄叫びが泉に木こ霊だましたかと思うと、纏まとう青せい藍らん色しよくの鎧よろいが音を立てて変化、露ろ出しゆつした可動部から黄金の輝きが溢あふれ出す。行き場を失くした光の奔ほん流りゆうは救いを求めるかのように剣へと絡み付き、剣は空洞内を埋め尽くすほどの巨大な光剣と化した。

「仇あだなす敵を絶ち滅ぼせ！　神技──〝パンツァー・シュトラール〟!!」

　裂れつ帛ぱくの気合とともに大上段から振り下ろされる、破邪の剣けん閃せん。それはもはや剣技と言えるレベルじゃない。解き放たれた破壊光線は闇やみを食らい地を抉えぐり、ニーズヘッグの蛇たちを一瞬にして消滅させてしまった。

　開放状態だったブリュンヒルデさまの鎧は勢いよく煙を吹いて冷却、すぐさま元の形状へと戻る。僅わずかばかりの残ざん心しんの後──煙る空気を切り裂いて、ブリュンヒルデさまは剣の切っ先をピタリとニーズヘッグに合わせた。

「さぁ、これで勝敗は決しました。降参するならば聞き入れましょう。それとも彼らと同じ末路を辿たどりますか？　千せん蛇じやの王」

　凜りんとして告げるブリュンヒルデさま。でもその言葉が実はハッタリだということを、ボクは知っている。加減の利きかない全力の一撃だからこそのあの威力、当然ながら連発は不可能だ。これで白旗を掲げてくれるならボクらの勝ち。でも、もしもそうじゃなかったなら……。

「……驚いたぜ。たかがヴァルキューレ如ごときでも、最強クラスともなれば流石にやるもんだ」

「降参ですか？」

「クク、それを期待してるのか？　残念だがそれはねぇな。お前さっき俺様をこう呼んだよな、千蛇の王ってよ。そうだ、俺様は千蛇の王。千の蛇へびを従えてるから千蛇の王、そいつが今はハダカの王様だ。そいつはいけねぇ、いけねぇよな。だからよ……」

　ニーズヘッグは寝転がった状態のまま、再び前足を一振り。そんな……ついさっきも見せたその仕草は、まさか……！

「そんなっ、蛇達が……」

　悪い予感は見事に的中。空洞内の闇やみがトグロを巻いて集まったかと思った瞬しゆん間かん、千匹の黒蛇が再び目の前を埋め尽くした。

「千蛇の王は千の蛇を従える。それはいつ如何いかなる時も常にだ。お前が何千匹殺そうと、俺様は何度でも千の蛇を呼び出すぜ。ところでよ……さっきの技。ありゃあと何回いけるんだ？」

　ニヤニヤと嫌みたらしい笑みを浮かべて、ニーズヘッグは人差し指を一本立てる。指が倒された次の瞬間──黒蛇の軍勢が一斉にブリュンヒルデさまへ襲おそい掛かった！

「くっ……こんな雑ぞう兵ひよう如きに後おくれは取りません！」

　ブリュンヒルデさまは目の前の絶望を闘とう志しで塗り替え、迫り来る千蛇の群れに立ち向かう。舞まうようにしなやかに、刺すように力強く。流麗にして峻しゆん烈れつな戦いくさ乙女おとめの剣舞がゆっくりと、しかし確実に蛇の数を減らしていく。

「グフフ、存外粘ねばるじゃねぇか。神技は使わなくていいのかよ？」

「えぇ。この程度の有う象ぞう無む象ぞうに二度も見せるほど、私の神技は安くありませんから」

　不敵な笑みを浮かべて答えるブリュンヒルデさま。でも……これだけ寒い中で頰ほおを伝う大粒の汗が、その言葉が強がりであることを証明している。二度目の神技を使ったが最後、ブリュンヒルデさまは魔力も体力も使い果たして動けなくなってしまうだろう。

　とはいえニーズヘッグの下げ僕ぼく召しよう喚かんだって恐らく〝フェオ〟のルーンかなにかの応用で、少なからず魔力を消費しているはずだ。長期戦に持ち込めば不利はお互いさま、それでいてこっちは世せ界かい樹じゆの治ち癒ゆさえ終われば一いつ旦たん退いて、後で討とう伐ばつ隊たいを再編成すればいい。この場は時間稼かせぎさえできれば、それでいいんだ。

　だけどその時──それまで戦いの行方ゆくえを窺うかがっていたロキが突然警告の声を発した。

「ッ！　おいっ！　上だブリュンヒルデ!!」

「えっ……きゃああああーーーーっ!!」

　咄とつ嗟さに身構えるブリュンヒルデさま。でも間に合わない、洞どう窟くつの天井から無数に伸びる氷柱つららを伝って、大量の蛇へびたちがその悲鳴ごとブリュンヒルデさまに絡み付いた！

　ブリュンヒルデさまが愛用なさる青せい藍らんの甲かつ冑ちゆうは、額や胸部、手首や足などの身体の急所となる部位を局部的に保護する軽装。そして〝リュストゥング・ヴィント〟の防御効果は弓や投石などの間接攻撃にのみ作用するものだ。蛇に絡めとられ、露ろ出しゆつした素肌に直接嚙かみ付かれたらもう為なす術すべがない！

「ッ……！　くっ、やめ、……あぐっ！　この……っ！」

「ブ、ブリュンヒルデさまっ!!」

　何だ……この光景。麗うるわしのブリュンヒルデさまが……蛇どもに蹂じゆう躙りんされている。ボクの目の前でもがき苦しんでいる。ニーズヘッグに…………弄もてあそばれている。

（やめろ……）

　今すぐにでも懇こん願がんしなければならない言葉が、喉から先に出てこない。どうして……どうして声が出ないんだ!?　こんな地獄、一秒でも早くやめさせなきゃいけないのに……！
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「ククッ、いぃ悲鳴だなぁ気持ちがいいぜ。なぁロキ様コイツを助けなくていいんですかい？　あぁ～無理かぁ、世せ界かい樹じゆの修復に忙しいもんな。だったらもうしばらくは愉たのしめそうだ」

「……クソ野郎が……！」

　ニーズヘッグが言うように、今のロキには手が出せない。助けられるとしたらボクだけだ。だけど……なのに……何でだよっ！　体の震ふるえが止まらないんだっ！　どうしてもっ!!

「……っ、ぃ、じょうぶ……です。セイさん」

「！　ブリュンヒルデさまっ!?」

「だい……じょうぶ、です、セイさん……心配、しないっ、で……私が……きっと、なんとかします、から……ッ」

　──。何で……そんなことが言えるんだろう。

　辛つらいはずだ。痛いはずだ。他人の心配なんてしている余裕はないはずだ。それなのにまだ……何もできないでいるボクなんかを、気き遣づかうっていうんですか……？

「……やめろ」

　守れなかった。止められなかった。いや違う。ボクは望んでそうしなかった。この期ごに及んでボクは、恐怖していたんだ。だからこれまでに一言も発しなかったし、目を付けられないようにひっそりひっそり息を殺して……スレイプニルの後ろに隠れていた。

「やめさせろよ。手下の蛇へびを今すぐ下げろ」

「あん？　……ハッ、誰かと思えば何だ、ブタか。どっから湧わいて出たブタ公。俺様の空耳だったと思うんだが……何やらクソ生意気なセリフが聞こえた気がするぜ？」

　ボクを一いち瞥べつしてすぐ視線を外し、悶もだえるブリュンヒルデさまを眺めてせせら笑うニーズヘッグ。こいつ、聞こえてたくせに……ボクを無視したのか。

「グズだな。分からないの？　ボクは……命令してるんだ」

「ッ、おいブタァッ!!　テメェさっきから何だ!!　捻ひねり潰つぶすぞ!?」

「いいよ。やれるものなら」

　もうボクの中に恐怖はない。あるのは自分でも抑えきれない怒りと憎悪と、もう一つ──いつかヴィズガさんが言っていた、あの言葉。

　──邪悪なる存在へとその身を堕だ落らくさせた欲深きドヴェルグ──。

　ボク以外で竜化を為なしたという、歴史上ただ一人の人物。もしその技術がボクと同一であるなら、彼の竜とボクの竜は同じもの。そしてそれは恐らく……最強のドラゴンだ。

　ボクしかなれない名も無き竜に、ボクは今こそ名前を授けよう。強欲なる者、我が名は──。

「『欲よく堕だ竜りゆう』──〝ファフニール〟。ニーズヘッグ、ボクは……お前を叩たたき潰すっ!!」







　マンナズのルーンを虚こ空くうに刻み、ボクは堕おちた魔竜に変へん化げする。

　開戦の名乗りを上げると同時に間合いを詰つめ、挨あい拶さつ代わりの体当たり。吹き飛ぶニーズヘッグはたたらを踏ふんで体勢を立て直すも、その動揺は見て取れるほどに大きかった。

「ばっ、バカな！　俺様と同じドラゴンだとっ!?　小汚ねぇブタの分際で……！」

「ボクはブタじゃなくてイノシシだ！　目が悪くなってるんじゃないのか引き籠こもり野郎！」

　渾こん身しんの力を込めて右の拳こぶしを顔面に叩たたき込む。衝しよう撃げきでしなる首の反対側に、今度は左の打ち上げを浴びせられ、ニーズヘッグは堪たまらず距離を取った。

「おっと止まりな！　それ以上やると大切なヴァルキューレの命は保障しねぇぜ？」

「へぇ、予想が当たって嬉うれしいね、お前ならそう言うと思ってたんだ」

　むせ返るほどに冷たい空気を胸いっぱいに吸い込んで、ボクはブリュンヒルデさまに向かってそれを吐き出す。体内で魔ま力りよくと融合させたその吐息は『ポイズンブレス』。この姿になったボクの得意技だ。

「て、テメェ、味方に何やってんだ！　自分で殺すつもりか!?」

「そんなわけないだろ。今吐いたのは神経系の毒だ、吸い込んでも体の自由を奪うだけで命には差し障さわらない。ブリュンヒルデさまご自身も動けなくなるけど、周りにいるお前の蛇へびたちもこれで無力。おまけに死んだわけじゃないから新たに呼び出すこともできないだろ？」

「くっ……そこまで計算しての事か……！」

　十匹程度は誤差の範囲としても、常に千の蛇を従えるのがこいつの特性なら二千の蛇を同時に侍はべらすのは不可能なはず。ボクの読み通り、ニーズヘッグは悔しそうに牙きばを鳴らした。

「だったらテメェをぶっ殺すまでだ!!　やってやるよ、宣言通り捻ひねり潰つぶしてやるっ!!」

　激怒したニーズヘッグは前足の爪で地面に文字を刻み込む。これは……イサのルーンか！

　氷のルーン文字が刻まれたその瞬しゆん間かん、ニーズヘッグの黒い巨体を白銀が武装する。分厚く刺とげ々とげしい氷の鎧よろいに包まれたその姿こそ、本気になった黒こく蛇だ竜りゆうの姿だった。

　でも残念かな……。氷の鎧を纏まとうこと、つまり防御が奥の手だっていうのなら、もう勝負は見えたも同然だ。

　傷付くことには慣れっこであるボクの捨て身は、他のそれとは重みが違う。爪や拳こぶしが壊こわれることもいとわない。防御という余分を選択したコイツに、ボクは負ける気がしない！

　氷の鎧を三度殴りつけたところで一度の反撃が飛んでくる。それをボクはあえて避よけない。もらってでも四度目の一撃を与えたいからだ。

　その反撃により左目が抉えぐられる。次の反撃で右の翼つばさが千切られる。更に次の反撃で尻尾しつぽに嚙かみ付かれて身動きがとれなくなったら、ボクは自ら尻尾を切り落としてやった。

　でもほら、そうしてボロボロにされていくうちに、ボクはヤツに何度拳を叩き付けてきたことか。見るからに堅けん牢ろうだったヤツの鎧は、ボクと同じでもうボロボロ。死に至る傷を負っても止まらないボクの猛攻に気け圧おされてか、ニーズヘッグはもう反撃すらしてこなかった。

（砕けろ、砕けろ、砕けろ、砕けろ、砕けろっ！）

　意識が遠のく。視界が翳かすむ。ボクの命はもう風前の灯ともしびだ。繰り返し振るってきた両腕ももう限界……早く、早く決着をつけないと……。

　逸はやる心を押し殺し、もはや作業となったパンチを繰り出す。生死の境を彷徨さまようボクの耳に希望の音が届いたのは、そんな時だ。

（！　やった……鎧よろいが……砕けた！）

　氷の鎧が砕け散った今、コイツを守るものは何もない。今ならやれる、やるなら……今だっ！

（とどめ──っ！）

　指の骨が軋きしみを上げるのを無視して、ボクはそれまで固く握り締めていた拳こぶしを開く。解放を歓喜するかのようにギラつく鉤かぎ爪づめ。研とぎ澄まされた残光を闇やみに引き、大上段からの大振りをヤツの首めがけて振り下ろす！

　ボンッ！

「なっ……」

　次の瞬しゆん間かん、泉に響ひびき渡ったのはニーズヘッグの断だん末まつ魔までもなければ首が落ちる音でもなかった。冷たい静寂を満たしたのは乾いた炸さく裂れつ音おんと、そして惚ほうけたボクの声。

（そんな、魔力が……切れた）

　魔力切れにより竜化が解けたボクの前足は虚むなしく空を切り、そのまま為なす術すべもなく地面に落下する。ちくしょう、どうして……どうしてあと一撃が決められなかったんだ！　確かに竜化はとてつもない魔力を消費する。長い時間は維持できない。でも……あと一撃だったのに。

　這はいつくばりながら見上げた視界には、もはや絶望しか見えない。激しい怒りによって歪ゆがんだ黒こく蛇だ竜りゆうの眼光に見下ろされた時、ボクはこの戦いの敗北を静かに悟った。

「死ね、ブタ公」

　渡された引導は拍子抜けするほど短くて。打ち下ろされた尻尾しつぽの一撃が、ボクをあっけなく捻ひねり潰つぶす。

　今際いまわの視界が最後に見たのは──腰から下げた巨大な角つの笛ぶえを口に運ぶ、決意に燃えたロキの姿だった。




　──ドクン──。




　それでも──ボクは例外なく生き返る。ボクにとって死はごくありふれた日常であり、生は気の置けない隣りん人じんのようなもの。だからこそ、ボクは誰よりも冷静に状況の把は握あくに努めることができる。

「!?　テメェ……何故……!?」

　前触れなく、トドメを刺したはずの尻尾の横に蘇そ生せいしたボクを見て、驚きを隠せないでいるニーズヘッグ。無理もないことだからそれは措おいておくとして、問題はロキがとっている行動の方だ。

　吹けばあまねく世界中に届くとされる角笛〝ギャラルホルン〟が鳴いている──。本来だったらビフレストの番人であるヘイムダルさまが、『アースガルド』の危機を察知した時に吹くはずのもの。そう……『ラグナロク』が起こった時に響ひびくはずの音色だ。

　この角笛こそ、ここに来る直前にロキが借りてきた秘策の一手。それがこうして奏でられているということは……〝最後の手段〟に打って出ることをロキが決めたということになる。

「待てよ……その角笛はギャラルホルンか!?　バカが！　そんなん吹いてどうするつもりだ！　まさかテメェ……今ここで『ラグナロク』をおっぱじめようってのかっ!?」

「くっくっく！　さてな。何しろそれが何なのか、はっきりと知ってる奴やつは一人もいねーし。けどまぁ、これから起こる事は間違いなく……お前にとっての『終末ラグナロク』だ！」

　威勢よく啖たん呵かを切ったロキはギャラルホルンを腰に戻し、世せ界かい樹じゆの回復に努めていた手を一いつ旦たん止める。そのまま目を閉じて自分の余力を確認、強く頷うなずいたロキはボクに向かって叫んだ。

「セイ！　残念だがこうなっちまった以上、こっから先は手て筈はず通りだ！　覚悟できてるな!?」

　覚悟の有無を尋たずねられ、ボクは一いつ瞬しゆん答えに詰つまる。でも、それは本当に一瞬だ。他の誰でもない、数え切れないほどの生と死を繰り返してきたボクだからこそ可能な時間の短縮。浮いた時間を楽しむように、ボクは軽口を叩たたいてみせる。

「知ってるでしょ？　ロキ。覚悟と観念は、ボクの得意分野だよ！」

「へっ、そいつは失敬。だったらトコトンまで楽しもうぜっ!!」

　ボクの揺るがぬ決意を受け取ったロキは、懐ふところからヤドリギの小枝を取り出す。ざっと数十本はあるだろうその束たばを掲げ、ロキはルーン魔ま術じゆつの詠えい唱しように入った。

「『ユミルの頭ず蓋がいに敬拝を。その軀むくろには接せつ吻ぷんを。我ここに、全知を暴き神かむさびせしは不ふ易えき不変の当とう為いなり』」

　厳おごそかに吟ぎんずる言こと霊だまが、可視さえ許す密度となって立ち昇る。薄緑に煌きらめく神気が凍いて付く闇やみを鳴動させ、周囲を緩ゆるやかに染め上げていく。

「『表裏一体を兼ね備え、生々流転を世に詠うたい、死、再生、変容と防御を象かたどりて、母性、成長、誕生と幸運を徴しるして示せ！　フサルク第十三並びに十八のルーン、エイワズ、ベルカナ！』」

　掲げた小枝に二つのルーン文字が宿り、ここに大いなる秘術が完成する。ロキは激しく明滅するヤドリギを振りかぶると、高く高く投げ放った。

「咲き誇れ！　唯一無二の群剣──ミスティルテインッ!!」

　その瞬しゆん間かん、辺りに無数の光弾が降り注ぐ。ニーズヘッグはその巨体を庇かばうように尾や翼つばさで光弾を弾はじいてはいるけど、さすがに捌さばき切れないのか幾つかは被弾した。だけど治ち癒ゆの余力を残すために加減したのか光弾の威力は不充分、いかに手負いの竜であっても倒し切るには至らないようだ。

　でも、それでいい。これで倒し切るようだったらボクの覚悟が無駄になる。さぁ……いよいよだ。千せん蛇じやの王に見せてやろう。ボクとロキとで織おり成す、理不尽なまでに残酷な──数の暴力ってやつを。

「マンナズ」

　ボクは人じん化かのルーンを使って人間の姿をとる。蘇そ生せいしたばかりで魔ま力りよくを消しよう耗もうしている今のボクでも、これくらいの魔術なら問題なく使える。

「さぁセイよ、チャンスの雨はきっちり降らせたぜ！　あとはこの暗雲を吹き飛ばせ！　ここから先は──お前の晴れ舞ぶ台たいだ！」

「うんっ!!」

　蘇生の魔力消費による疲労感を滾みなぎる闘志で吹き飛ばし、勢いよく走り出したボクは右手に剣を取る。剣なんてどこにあったかって、そんなの〝そこかしこ〟に決まってる。さっき降り注いだ光弾──あれの正体は剣だ。使い手揃ぞろいの神々の中で唯一ロキだけが扱える秘技、ミスティルテイン。

　ヤドリギの小枝を瞬しゆん時じに七しち支し刀とうのような形状の武器に変化させる手品みたいな魔術で、本来は暗器として用いるものらしい。だけど今回は一度に大量の枝を形状変化させて放り投げることで、周囲に武器をばら撒まいた。

　そう……あの剣の雨は攻撃だけの技じゃなくて、辺り一帯に武器を設置するための前準備。このボクが、どこにいても武器を拾えるようにするための！

「うおぉぉぉぉおおっっ!!」

　ミスティルテインを構え、ボクはニーズヘッグに向かって真まっ直すぐ突貫する。気合いは充分、あとは切っ先が届く間合いまで詰つめられれば、

　グシャッ！

　……うん、まぁそうなるよね。相手だってバカじゃない、真っ直ぐ一直線に突っ込んでいけばそりゃあ迎げい撃げきされるに決まってる。接近前に殺されることは始めから分かってたよ。

　けど、それこそが最重要の一手。死は全ての終わりと言うけど、この戦いは死から始まる。死んだボクが蘇生するのは決まって死体の傍そばだけど、その際何より優先されるのは〝蘇生後の身の安全〟。だから……この場合の蘇生地点は、死体に最も近い安全地帯。それはつまり、死因であるニーズヘッグの死角に他ならない！

「りゃあぁっ！」

　丁度手元に突き立っていた剣を引き抜いて、ボクはニーズヘッグの後ろ足へと切っ先を突き入れる。ブツリと音を立てて食い込み、刀身いっぱいに血を吸う魔剣。うわっ、なんて切れ味だ。硬いことで有名な竜の鱗うろこを、ボクみたいな素人しろうとでも簡単に貫けちゃったよ。

「グガァッ!?　何だッ!?」

　痛みに振り返ったニーズヘッグ、その両目が驚きよう愕がくに見開かれていた。それはそうだろう。ボクはこいつの目の前で、都合二回も死んでいる。それがこうして間かん髪はつを入れずに生き返っては攻撃を続けているんだ、さぞや驚きの事態だろうさ。

「クソがっ！」

　ゴシャン、と叩たたき付けられた尻尾しつぽによって三度目の死がボクを襲おそう。次の蘇そ生せい地点は──ニーズヘッグの背中の上か。

「ふんぬ！」

　恐らくは降り注いだ時に刺さったんだろうミスティルテインの一振りを、ボクは全体重を乗せて押し込む。竜りゆう鱗りんの間をズルリと刀身が滑すべり込み、剣は根元まで突き刺さった。

「アアァァァァッ!!　クソッタレがぁぁっ!!」

　ニーズヘッグは大きく体を揺すってボクを振り落とし、落下するボクをパンチで壁に叩き付ける。ご苦労様、さてお次は……なるほど、お腹なかの下。体が大きいと死角も多くて大変だ。

「くらえっ！」

　やはり手近にあった剣を抜き、足の指先を狙ねらって全力で斬きり付ける。数枚の竜鱗を斬り飛ばしつつ、骨まで届いた確かな手て応ごたえ。よしっ、これは間違いなく効いたはずだ！

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッ!!　待てッ、ててっ、テメェ、何故そう何度も生き返りやがる！　一体何なんだよ畜生！」

「ボクはセーフリームニル。一日一回生き返れるだけの、ただのイノシシさ」

「噓うそ付つけっ、一回じゃねぇじゃねーか！　殺しても殺しても出てきやがって！」

「あぁ、一回なのは一日のうちに一度しか日没がないからだよ。ボクが蘇生できるタイミングは日没の瞬しゆん間かんだけだからね。でももし……日没が一日に何度もやってくるとしたら？」

「……まさか……有り得ねぇ、そんな事……」

　うわ言のように呟つぶやき、口を噤つぐむニーズヘッグ。そう、有り得ない。普通であればその通りだ。でも、ロキのちょっとした閃ひらめきが不可能を可能に変えた。

　奇跡の種はたったの二つ──吹けば世界中に音色が響ひびき渡る笛ギャラルホルン、そして太陽を運ぶ女神ソールさま。

　ボクらがこの泉に辿たどり着くまでに地平線へと移動したソールさまは、ギャラルホルンの笛の音を合図に地平線の表と裏を素早く交互に行き来する。ロキが取り付けたのはそういう手て筈はずだ。

「有り得ねぇ事が起こり得てる。ククッ、こんな地の底からじゃ見えやしねーが、俺も是非とも拝みたかったぜ。世にも奇妙な連続日没ってヤツをな！」

　ロキの高笑いする様を見て、ニーズヘッグの巨体がわなわなと震ふるえ出す。その震えがどんな感情からくるものなのか、残念だけどボクには分からない。でも、これだけは分かる。今のボクはさしずめ、不死身だ。

「掟おきて破やぶりの無限蘇生戦術は、ボクが死を繰り返すことが前提になる切り札。できれば切りたくはないカードだったけど、ボクはその覚悟を決めた。だから……今度はお前が覚悟しろ！　ニーズヘッグ！」

「くっ、く、く、……来るなぁぁぁぁーーーーっ!!」

　仕切り直すように剣を構え、地を駆ける。苦し紛れに放たれた黒こく蛇だ竜りゆうのコールドブレスがボクの命を凍こおらせると同時に、新しく生まれたボクは敵の死角へ滑り込む。一ひと太刀たちを浴びせれば即座に殺され、もう一度、何度でも死と再生を繰り返す。互いの血が飛沫しぶきとなって溶け合う激闘の中──死の恐怖も、痛みも、全てを受け流してボクは一心不乱に剣を振り続けた。
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　そしていつしか辿たどり着く、圧倒的な死の角度。ボクは──ニーズヘッグの頭上に蘇そ生せいした。

「これで終わりだっ！」

　角つのに引っ掛かっていたミスティルテインを拾い上げ、逆手に構える。この瞬しゆん間かんに至るまでに、何十人のボクが犠ぎ牲せいになったんだろう。

（ありがとう、仇かたきは討うつから）

　万感の想おもいを込めて今、最後の一撃を眉み間けん目掛けて振り下ろす！

「待てッ!!」

「えっ……？」

　突然の叫びがボクの動きを中断させる。叫び声は、ボクの足元から聞こえた。

「待て、待ってくれ、頼むっ！　俺様、いやっ、わたしの負けです！　完敗です！　だからどうか……命だけは……」

　見下ろすと、啞あ然ぜんとしたロキの目がこちらを見上げている。呆あつ気けにとられているのはボクも同じだ。まさかあのニーズヘッグが命いのち乞ごいをしてくるなんて……。

「プライドはねーのか？　黒こく蛇だ竜りゆうさんよ」

「あるに決まってるだろ！　でもそいつぁ、命あっての物もの種だねだ……死んだら元も子もねぇ、ちょっとレーラズの根を齧かじっただけで殺されちゃ敵かなわねぇよ……」

「そのせいで世界が滅びそうになってるから俺らが向かわされたんだろうが！　言っとくが、レーラズが倒れりゃここだって終わりだぞ!?」

「そ、そんなの知らなかったんだ！　俺様だって好きで根っこを齧ってたわけじゃ……本当は死肉が喰くいたかったんだ。でもヘル様は『ナーストレンド』で血を啜すするくらいしか許してくれなくて……。そんな時、聞いたんだ。ずっと昔、俺様がただの蛇へびだった頃から俺様を見下し続けてきやがったあのクソ鷲わしフレースヴェルグが、最近たらふく死肉を貪むさぼってるってな。俺様は悔しくて悔しくて……いつの間にかレーラズの根に喰い付く回数が増えてたんだ。分かるだろ？　ヤケ喰いってヤツだよ」

　えぇー……世界が滅ぶキッカケが、単なるヤケ喰いだって？　フタを開けてみれば何てしょーもない……。

　ロキも同じ気持ちのようで肩を竦すくめているけど、最後に一つだけと前置きして質問を投げ掛けた。

「フレースヴェルグの事を聞いたって言ったが、ソイツは誰から聞いた話だ？」

「ラタトスクだ」

「……は？」

「ん？　知らねぇか？　あのチビだよ、リスの。俺様が言い付けてたってのもあるがあのチビ、しょっちゅう上の様子を報告しに来てな。まぁこっちの用件も持ち帰ってくれたし、いいメッセンジャーだったよ……って、ロキ様？　どうしたよ、いきなりそんな震ふるえちまって」

「いや？　別に。クク……まぁ強しいて言うなら嬉うれしいからか？　そっかそっか、全ての元凶はアイツってわけか……どう付けてもらうかなぁ、この落とし前」

　うっわロキ怖！　今背筋ゾーっとした！　なるほど、命がいくつあっても足りないって、こういう感覚を言うのかも……。

「え、えーっと……じゃあニーズヘッグ、君はもう悪さしないってことでいい、のかな？」

「！　は、はいその通りです！　神にも巨人にも、イノシシ様にも誓ちかいます！　見逃して頂けますよね……？」

「う～ん……どうする？　ロキ」

　一応、ロキにも振ってみる。するとロキはどうもこうも、とある一方を指さして言った。

「そんなのお前の気分一つだろ。アレが許せるかどうか、だな」

　ロキの指さすところには、いつの間にか自由を取り戻したブリュンヒルデさまがちょこんと座ってこちらの様子を窺うかがっていた。相変わらず蛇へびたちに囲まれているけど、蛇たちにはもはや少しの害意もないようだった。

「ブリュンヒルデさま！　ご無事ですか!?」

　土下座するニーズヘッグの頭上から飛び降りて、ボクはブリュンヒルデさまのもとへ。微妙に鎧よろいと衣装がはだけてしまっているブリュンヒルデさまは慌あわてて身を捩よじりつつ答えた。

「は、はい、もう何とも……」

「いや、それはどうでしょう？　ひょっとしたら致命的な怪け我がが残ってるかも！　ちょっと良く見せて下さい！」

「ひゃっ！　ま、待って下さいセイさん、そんな怪我ないですからっ！　蛇へびさん達助けてっ！」

　良かった、これだけ元気に動ければ本当に大丈夫そうだ。

　まぁ代わりにボクのお尻には蛇の歯型がついたけど……。

「どうでしょうブリュンヒルデさま。ニーズヘッグのこと……許してあげますか？」

　ボクは自分のシャツを脱いでブリュンヒルデさまの肩に掛けつつ、尋たずねる。ニーズヘッグの処遇については、ボクの気持ちは関係ない。ここはブリュンヒルデさまにお任せしよう。

「う～ん……そうですねぇ……」

　ブリュンヒルデさまは人差し指を顎あごに当て、たおやかな仕草で思案する。だけどその目の奥には、何故かドス黒い光が宿っている……ように見えた。

「実は私、前から竜りゆう革がわのバッグが欲しいなって思ってたんです。ねぇ、ニーズヘッグ？」

「は、はいっ……え？　竜革……ですか……？　え、あの、それってつまり……」

「あなたがなってくれますか？　姉妹全員分のバッグに」

「お、おっ、……どうかお許しをーーーーっ!!」

　顔面で地面を掘る勢いで土下座するニーズヘッグ。これ、前にボクもやったことあったっけなぁ……この心理は共感できるだけに鼻、もとい胸が痛いよ。

「な～んて、もちろん冗談です！」

「「えっ？」」

「え……って、ちょ、セイさん？　ニーズヘッグはともかくとして、何でセイさんまで意外そうにするんですか！　私が本気であんな事言うと思ってたんですかっ!?　私そんなに怖いですかっ!?」

「ひぇっ、どどどどうかお許しをーーーーーっ！」

　顔面で凍こおった地面を耕す者、その二。うんこれこれ、ニーズヘッグの気持ち、ボクはまた身をもって体感したよ。

「あわわっ、ちょっとは躊ちゆう躇ちよして下さいセイさんっ、今のも冗談だったんですから！」

「あれ、そうだったんですか？　すみません、ブリュンヒルデさまがお優しい方だとは分かってるんですが、体が勝手に」

「あ、謝る事を癖くせにしないで下さいね？　でも何て言うか……そうやって全力で土下座するところとか、ドラゴンなところとか……セイさんとニーズヘッグって、意外と似通ってるところありますよね」

「いやぁ～、そう言われるとちょっと反論できないかも」

「……。だったら許します」

「えっ？」

「許してあげます、ニーズヘッグの事。部分的にでもセイさんに似てると思ったら、これくらいは許せるなって。セイさんがする悪さだったら、大たい抵ていの事は許してあげられますし……」

　頰ほおを染め、プイっとそっぽを向いて呟つぶやくブリュンヒルデさま。ん？　それってつまり……イタズラ大歓迎ってこと!?　いや待て、そんな都合よく解釈するんじゃないボク！　ボクと同じくらいニーズヘッグを信頼するって、ただそれだけの意味さ。

　そう──。信頼し合うっていうのが実は一番難しくて……一番大事なことだから。

「ブリュンヒルデさまが許すなら……ボクも異論はないかな」

　──この世界は……数多くの間違いと失敗でできている。だからこそみんな後悔もするし、懺ざん悔げもする。大切なのは、犯してしまった過あやまちを認めること。そしてそれ以上に大切なのは、他人の過ちを赦ゆるせることだ。

　もちろん全てを赦すなんてことはできないだろう。だからこそ、赦せる罪は赦すべきだとボクは思う。

　世界も無事で、ロキも無事。ブリュンヒルデさまも無事で、ボクも無事。ほら、結果として見たら何も起こってないみたい。きっとボクらの頑張りは、こういう状況を作るためのものだったんだ。

　ならここでニーズヘッグを赦してあげないと、ボクらは自分で自分の頑張りを否定してしまうことになる。何が間違いかって、きっとそれが一番の間違いだ。

「[image: ～][image: ～]っ！　お許しいただきありがとうございますっ！　いつの日か、必ずや皆様のお力になる事をここでお約束いたします！」

「ホントに？　凄すごいや、最上級架か空くう種しゆの友達ができるなんて夢にも思ってなかったよ。お近づきの印に、ボクの死体は全部食べていいよ」

　歓声を上げるニーズヘッグからは、出会った時の凶暴性は微み塵じんも感じられない。全ては嫉しつ妬とと劣等感が招いた結果なんだよな……よし、第二のニーズヘッグにならないよう、これからはグリンブルスティのことはできる限り無視してやろう。

　と、その時ロキが施ほどこしていた再生魔ま術じゆつが完了した。レーラズの根は完全とはいかないまでもほぼ元通り。生命力の塊かたまりみたいな樹だし、あとは自前の再生力で充分回復できるだろう。ボクらの仕事は、これで全て片付いた。

「……よし！　そんじゃまぁ……」

　一仕事を終えた清すが々すがしい笑顔で、ロキが上を見上げる。それに釣られるようにして、ボクとブリュンヒルデさまも揃そろって見えない空を仰あおぐ。

　本当に本当に大変だった。色んな思いが去来するけど、多分……心に思っていることはみんな一つだろう。その場を代表し、右手を高く突き上げながらロキが言った。

「ラタトスクをぶっ飛ばしに行くか！」

　ここでもう一度確認。世界には赦ゆるせる罪と、赦せない罪がある。さて……火に余計な油を注いでくれたリスの罪は、どっちかな？

　ボクの希望にピッタリ沿ったロキの提案に、ボクは今日一番の笑顔で頷うなずいた。







[image: ～エピローグ～]




「痛い痛い痛いでやんちゅっ！　後ご生しようでやんちゅロキの旦だん那なぁ、このままだとお尻と尻尾しつぽが泣き別れちまいまちゅよぉ！」

「ほほぉそいつはめでてぇ、独り立ちの門出はしっかりお祝いしてやるよ。丁度みんな揃そろってる事だし、総出でな！」

『ヴァルハラキッチン』大食堂。生まれたての朝日に包まれた平和な『アースガルド』の朝に、ラタトスクの悲痛な叫びが木こ霊だまする。可哀相とは思うけど、同情はしないよ。キミの天然は天災すら引き起こすレベルなんだ、これでちょっとは反省してもらわなきゃね。

　──ニーズヘッグを懲こらしめたボク、ロキ、ブリュンヒルデさまの三人は再度のギャラルホルンで任務成功を世界中に知らしめた後、そのまま強行軍で『ヴァルハラ』まで帰還した。

　とはいえ『ヘルヘイム』と『アースガルド』の距離は決して近くない。馬としては世界最速のスレイプニルを休まず走らせても、帰還には丸々一晩掛かってしまったんだ。

　そんなボクらを迎えてくれたのは、それまでレーラズを必死に支えて下さっていたアースの面々だった。みんな死ぬほど疲れ切っているはずなのに、ボクらの帰りを揃そろって待っていてくれた……ボクにはそれが、たまらなく嬉うれしかった。

　でもそうして迎えてくれた人たちの中にラタトスクの姿を見つけたもんだから、こうしてロキによる折せつ檻かんが始まったってわけさ。

「ロキちゃん、もうその辺で許してあげなよ。悪気はなかったんだよ？　多分……」

「おいおい、悪気がねーのが一番の困りもんなんだぜフレイヤ。こいつのせいで今回俺らがどんだけ迷惑した事か」

「スィアチの一件、まさか忘れたわけじゃないよね？　ロキちゃん。人に迷惑を掛けたって意味じゃあなただって変わらないんだから、偉そうな事言わない！」

「うぐ……チ、わーったよ、ったく」

　何か弱いところでも突かれたのか、ロキはバツが悪そうにラタトスクを解放する。ラタトスクは泣きながら救世主に飛びつくと、九界の至宝たるその胸元へ全身を埋めやがった！

「!?　ならんっ！　そのリスは打ち首だ!!」

　不届き千万なリスの所業に激怒するオーディンさま。あぁボクにも異論はないね！　自分の可愛さを利用した変態野郎は即刻打ち首、そして火ひ炙あぶりだ！　……あ。でもボクも結構似たようなことやってきてるんだよね……。むむむ、そこを突っ込まれたらボクも危ない！　ここは全力でラタトスクを槍やり玉だまに挙げておかないと！

　レーラズを支え合っていた時以上の団結心を見せる男神一同＆ボク。それに女神さまたちが冷ややかな視線を送る中、ボクは突然誰かに抱き上げられた。

「えっ、わっ!?　ブ、ブリュンヒルデさま!?」

　首を回したボクが見たのは、愛いとおしそうにボクの背中に顔を埋めるブリュンヒルデさま。

　え、何で？　何がどうなってるの？　ボク、ブリュンヒルデさまに何かしたっけ？

「本当にありがとうございました、セイさん。……まだちゃんとお礼を言えていなかったので、今言わせて下さい」

　戸惑いと緊張により硬直していたボクの耳に、こそばゆい声が掛かる。

「いえそんなっ、お礼を言われるようなことは何も！　ニーズヘッグとの戦いは避さけられないものでしたし、むしろお守りするのが遅れて」

「違うんですセイさん。その分の感謝もありますけどそれだけじゃなくて……ゲルヒルデの事です。あの子の手伝いをして下さって……私のお願いを聞いて下さって、本当に本当に感謝しています。なのに私は今まで、あなたとまともに向き合えなくて……」

　ボクを抱きすくめる両腕に、少しだけ力が籠こもる。そっか……ブリュンヒルデさま、やっぱりそのことをずっと気に掛けて下さってたんだな。お礼はたっぷり温めておくって、以前にも言って下さってたし。

　でも大丈夫。ボクはそんなことでどうこう言う男じゃない。それにやっぱり、お礼なんて必要ないんだ。ブリュンヒルデさまの笑顔が見たい──そんなボク自身の望みを叶かなえるために、ボクはお願いを引き受けたんだから。

「そういえばセイさん、あの時お礼が欲しい的な事を言いかけてましたよね？」

「ぎくっ!?　い、いえ、あれはちょっとした出来心で！　ホントにお礼は結構ですので！」

「ふふっ、そんな事仰おつしやらずに遠えん慮りよなく。あれからず～っと温め続けてきた感謝の気持ちですからね、今ならどんなお願いでも聞いちゃいますよ？」

　あぁっ！　お腹なかに回されたブリュンヒルデさまの手の動きがっ、なんか……っ！

「……よぉセイ。お前ら何こっそり乳ちち繰くり合ってんだ？　あ？」

　ラタトスクというスケープゴートの効果が切れたのか、ボクの不ふ埒らちに目め敏ざとく気付いたロキがズイッと凄すごみを利きかせてくる。ままままずいっ、このままだとボクは打ち首どころか磔はりつけにされた上に串刺し＆火ひ炙あぶり……世にも美味おいしい串料理ブロシエツトにされてしまう!!

「すみませんブリュンヒルデさま重大なお願いが！　ボクを放して下さい今すぐにです!!」

「あっはい……」

　あぁ勿もつ体たい無い、どんな要求でも聞いてくれるはずのお願いが、こんなことに消費されてしまうなんて……。

　いやまだだ、気を落とすなボク。お願いが一回限りだなんて制限をブリュンヒルデさまは仰っていたか？　……否いな！　であればボクにはまだチャンスがある。どんなお願いを聞いていただくかこれからたっぷり時間を掛けて考えて、心のメモに整理しておこうじゃないか。

　そのためにも、まずは生きねば。一時のエロスに溺おぼれたせいでラタトスクと一緒に打ち首だなんて、たとえ生き返れたってボクは絶対嫌だからね。

「煤すすけイノシシよ」

　その時、真顔になったオーディンさまが一歩踏ふみ出し、ボクにお声を掛けてくる。

「ひぃっ、どうか打ち首だけはご勘かん弁べんを！」

「い、いやそういう事ではない。此こ度たびのそなたの働きについて、一言と思ってな」

「ボクの働き……何かマズかったでしょうか？」

　ボクは急に不安に駆られて震ふるえがくる。オーディンさまが取るに足らないイノシシであるボクごときにコメントを残すだなんて、きっと尋じん常じようのことじゃないからだ。

　跪ひざまずいて、覚悟を決める。すると大食堂は水を打ったように静まり返り、オーディンさまは厳おごそかな雰囲気を纏まとって言葉を紡つむいだ。

「報告はついさっき、ロキから聞いた。そなたの獅し子し奮ふん迅じんの活躍により邪竜ニーズヘッグは打ち倒され、改心したのだと」

「い、いえ、そこまで大おお袈げ裟さな話では」

「違うのか？」

「いえ……まぁ、確かに倒したのはボクですが……でもそれは、ロキさまのミスティルテインがあったのと、ブリュンヒルデさまのお命が懸かかっていたためです。ボク一人では決して勝てない相手でした」

「ほぅ、つまりそなた一人でさえなければ勝てる相手だったと？　……ワシはそうは思わぬ。ロキがいて、ブリュンヒルデがいて、そなたがいたとしても、きっとニーズヘッグを倒す事は敵かなわなかった筈はずだ。そなたの想像を超えた働きがなければな」

　オーディンさまはボクの前に片かた膝ひざを突くと、神しん槍そうグングニルをボクの肩ロースに翳かざす。面おもてを上げよと命ぜられ、顔を上げたボクを見下ろしていたのは……偉大なる最高神の厳しくも優しい隻せき眼がんだった。

「凱がい旋せんを心より喜ぶと共に、感謝する。退かず、臆おくさず、屈さず。その命と勇気を奮って世界を守り抜いたそなたを、ワシはイノシシのエインヘリヤルと認めよう」

「！」

　このボクが……エインヘリヤル？　信じられない。誉ほまれある戦士の称号、天より賜たまわりし英雄の証明が……このボクに。

　ボクは思わず周囲を見回す。そこにあるのは温かな微笑ほほえみと、静かな頷うなずき。ボクを認めてくれているのは、オーディンさまだけじゃない。

　ついさっきまで何者でもなかったイノシシは、今──英雄になれたんだ。

「気高き英雄の魂たましいに、最上の栄誉と神々の栄光を。今後もそなたの働きに期待するぞ、セーフリームニルよ！」

「……身に余る光栄、恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます！」

　平ひれ伏ふすボクに降り注ぐ、割れんばかりの拍手喝かつ采さい。神、巨人、人、妖よう精せい……生きとし生ける者全ての祝福が、生きながらえた世界のあちこちから聞こえてきたような気がした。

　もちろんそれは錯さつ覚かくだろう。だけどそれならそれで構わない。世界の噓うそより大きな幸せは、今確かにここにある。世界は今、喜びで満ちている。

　父さん──母さん。ボクはこの『ヴァルハラキッチン』で、これからも必死に働いていきます。




　食材としてだけじゃなく……英雄として。




　英雄味のメーンディッシュが食べられるのはここだけさ。

　ぜひ一度、ご賞味あれ！








～　Fin　～　　　












　　　あとがき




　皆みな様さま初めまして。三み鏡かがみ一かず敏としと申します。

『第二十二回電撃小説大賞』にて金賞という過分な賞を賜たまわり、こうして作家の端はしくれとしてデビューさせて頂く事になりました。選考・出版に携たずさわられました皆様はもとより、ＩＫの皆様をはじめ、これまで私に関わって下さった全ての方々に、まずは心より御礼申し上げます。

　さて、ここから先はあとがきらしく何かを綴つづっていきたいのですが……実は困っております。

　このあとがきが皆様の目に触れるのは、拙せつ作さくが書店様に置かれ、それを手に取って頂いた後になると思います。しかしながら今このあとがきを書いている私はその時期より大分前の私であり、持っている情報や話のネタはそんなに多くなかったりするのです。

　この時期から水面下で色々な事が進行しているんだなぁ、という裏事情を知ったりだとか、カバーイラスト等を担当して下さるファルまろ様の超絶素敵なキャラデザが届く度に「ひゃっほう！」と飛び上がったりとか。少なくとも、今の私はそんな感じです。

　つまり何が言いたいのかと申しますと、「これがウェブラジオとかでよく聞く〝時空の歪ゆがみ〟ってやつかぁ」と、感かん慨がいに浸っている訳であります。

　と、折角自己紹介ができる機会ですので、私のペンネームにまつわる話をさせて下さい。

　実はこのペンネームにはちょっとした仕掛けがありまして、まず本名を漢字で書きます。次にそれを鏡に映すと三文字が鏡越しにも読めるのです。ほぼシンメトリーなんですね。そして一文字、敏という字だけが左右非対称なので読めません。故ゆえに三鏡一敏という訳です。

　そもそも鏡を使うという発想が生まれたのは、私が双子だから。生まれた時から鏡映しのような兄がいるという、他の人にはあまり真似できない部分を組み込んでみたかったのです。

　最後に拙作の内容についても少し触れてみたいと思います。どうかお付き合いのほどを。

　拙作はタイトル通り『ヴァルハラの晩ご飯』を主人公にした、それ以上でもそれ以下でもないお話です。そして題材となっている本家北欧神話にも、ちゃんとセイ君がいます。彼の存在と能力は、物語を作るために私が勝手に用意したのではないという事を、ここで明言しておきましょう。ただし、私の勝手な解釈や付け足し設定はわりと多いのですが……。

　敢えて断言してしまいますが、北欧神話に限らず、神話って結構設定がめちゃくちゃだったりします。何でいるのか分からない人物や、思わず首を傾かしげてしまうような謎設定とか。そういうもの全部に理由を付けて、面白おかしく繫つなげてしまおうというのが私の目もく論ろ見みです。

　北欧神話というある意味ありきたりな題材を使いつつ、ありそうでなかった目新しい物語を描く。そういったものを体現していけるよう、これから精一杯頑張ります！

　重ね重ねになりますが改めて、このあとがきを書けるに至った全ての事柄に無上の感謝を。そして拙作を手にして下さった読者様にも、無尽の感謝を。ありがとうございました！
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三み鏡かがみ一かず敏とし

初めまして。このたび第22回電撃小説大賞にて〈金賞〉を賜り、デビューさせて頂きました。著者近影用のアバターを入手するためだけに最寄りの百均までダッシュした私です。思いのほかいい運動になったので、今後も健康のためだけにダッシュするかもしれない私です。
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イラスト／ファルまろ

はじめまして、ファルまろと申します。

１９８８年生まれ、豆腐が美味しい所に住んでおります。

電撃小説大賞〈金賞〉受賞作のイラストを担当させていただけるとは、本当に光栄でございます。

ヤギの乳から搾られる謎の白い液体、どんな味がするのか大変気になります。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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本書は第22回電撃小説大賞で《金賞》を受賞した『ヴァルハラの晩ご飯～イノシシとドラゴンのブロシェット 氷の泉に沢山のヤドリギを添えて～』に加筆・修正したものです。
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